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知つておいていただきたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明が記載されている場合があります。 
また、車の仕様変更により、内容がお車と一致しない場合がありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合があります。 


I 不正改造について 


• トヨタが国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、不正改造 
になることがあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
が内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ 
ります。 


• 次の場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

• タイヤ • ディスクホイール • ホイール取り付けナツトの交換 

異なった種類や指定以外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることがあります。 

• 電装品•無線機などの取り付け•取りはずし 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなが 
るおそれがあり危険です。 

•フロントガラス、および運転席•助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につながるおそれがあります。 
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[運転についてのご注意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を心がけてくだ 
さい。 

飲酒運転は絶対しないでください。お酒を飲むと注意力と判断力がにぶり、思い 
がけない事故を引き起こすおそれがあります。また、眠気をもよおす薬を飲ん 
だときも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへの注意が不十分になり、大変危険です。八ンズフリー以外の自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


I お子さまを乗せるときは 


お子さまを車の中に残したままにしないでください。車内が高温になって熱射病 
や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ 
れがあります。 

また、お子さまが車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター- 
発炎筒などでやけどしたり、 運転装置を動かして、思わぬ事故につながるおそれ 
があり危険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するための注意事項や 
チャイルドシートの取り付け方などをまとめた、「チャイルドシートの取り付け」 
UP. 95) をお読みください。 


■ 保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノー ト」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。 

( 法律で義務付けられています） 


17 











本書の中の表 7 F について 


[警告 • 注意 • 知識について 


▲警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な 
傷害につながるおそれがあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


A 注意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につながるおそれがあります。 


□知識 


機能の説明や操作方法の説明以外で知っておいていただきたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


|イラスト内の表示について 

Q セーフ テイシンポル 

“してはいけません” “このようにしないでください” “このようなこと 
を起こさないでください”という意味を表しています。 

操作を示す矢印 

〇スイッチなどの操作（押す • まわすなど) 
を爪しています0 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 
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1-1 .キーの取り扱い 

キー 


お客様へ次のキーをお渡しします。 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 

ワイヤレス機能の作動 
“P. 31) 

B キー（ワイヤレス機能非装着) 
B キーナンバー プレー ト 



スマートエントリー&スタートシス丁ム装着車 

電子キー 



-スマートエント U — &スター 
トシステムの作動 （—P. 22) 

-ワイヤレス機能の作動 
“ P . 31) 

メカニカルキー 

キーナンバー プレー ト 


メカニカルキーを使うには(スマートエントリー&スタートシステム装着車) 



メカニカルキーを取り出すには、解 
除ボタンを押してキーを取り出す 

使用後はもとにもどし、電子キ _ と _ 緒 
に携帯してください。電子キーの電池が 
切れたとぎや、スマートエントリー&ス 
タートシステムが正常に作動しないと 
き、メカニカルキーが必要になります。 
UP. 315) 
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1-1 ■キーの取り扱い 


口知識 

■キーナンバープレート 

車の中以外の安全な場所（財布の中など）に保管してください。万一、キー（ス 
マートエント U — Si スタートシステム非装着車）またはメカニカルキー（スマー 
トエントリー Si スタートシステム装着車）を紛失した場合、トヨタ販売店でキー 
ナンバーから新しいキーが作製できます。 314) 

■航空機に乗るときは 

航空機に電子キー•ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッ 
チを押さないでください。 

また、かばんなどに保管する場合でも、簡単にスイッチが押されないように保 
管してください。スイッチが押されると電波が発信され、航空機の運行に支障 
をおよぼすおそれがあります。 


A 汪忌こ 

■キーの 故障を防ぐために 

癱 キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、ぬらしたりし 
ないでください。 

•キーを 磁気のあるものに近付けたり、電磁波を遮断するものをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

• キーを分解しないでください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 

スマートエント 1 スタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯すると、次の操作が行えます。 
(必ず運転者が携帯してください） 



B トランクを解錠する （— P . 23) 
B エンジンを始動する （— P . 11 8) 


$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






















































1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


ドアの解錠•施錦（フロント席ドアハンドルのみ） 



八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれてください。 

施錠操作後、約3秒間は、解錠できま 
せん。 



ロックスイッチを押して施錠する 


トランクの解錠 



トランクオープンスイッチを押し 
て解錠する 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


[アンテナの位置と作動範囲 


■ アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
□車内アンテナ 
B トランク内アンテナ 
□ トランク外アンテナ 


作動範囲（電子キーの検知エリア) 



I ドアの施錠 • 解錠時 

フロント席ドア八ンドルから周 
囲約70 cm 以内で電子キーを 
携帯している場合に作動しま 
す。（電子キーを検知しているド 
ア八ンドルのみ作動します） 

) :トランクの解錠時 

トランクオープンスイッチか 
ら周囲約70 cm 以内で電子 
キーを携帯している場合に作 
動します。 

) :エンジン始動時または 
モード切りかえ時 

車内で電子キーを携帯してい 
る場合に作動します。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


£矢卩識 

作動の合図 

ブザーと非常点滅灯の点滅（施錠は1回、解錠は2回）で知らせます。 

(トランク解錠時を除く） 

■節電機能 

電子キーの電池と車両のバッテリー保護のため、次の状況ではスマートエント 
リー&スタートシステムを停止します。 

• 2 週間以上スマートエントリー&スタートシステムを使用しなかった 
•車両の外約1 m 以内に電子キーを10分以上放置した 

次のいずれかを行うと、スマートエントリー&スタートシステムが復帰します。 
•電子キーを携帯し、ドア八ンドル上のロックスイッチで施錠する 
_ワイヤレス機能で施錠 • 解錠する “ P . 31) 

• メカニカルキーで施錠 • 解錠する （— P . 315) 

電池の消耗について 

•電池の標準的な寿命は1〜2年です(電子キーを使用しなくても電池は消耗 
します）。スマートエントリー&スタートシステムやワイヤレス機能が作動 
しなかったり、作動範囲が狭くなったりする場合は、電池が消耗している可 
能性があります。新しい電池に交換してください。 (^ P . 272) 

❿電池残量が少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音が鳴ります。 
“ P . 29) 

籲電池の著しい消耗を防ぐため、次のような磁気を発生する電化製品の約1 m 
以内に電子キーを置かないでください。 

• TV 
• パソコン 

• 携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
• 電気スタンド 
-電磁調理器 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある彳犬況 

スマートエントリー Si スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の 
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエントリー&ス 
タートシステムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライザーシステムが正 
常に作動しない場合があります。（対処方法： — P . 315) 

• 電子キーの電池が消耗しているとき 

•近くにテレビ塔や発電所 • ガソリンスタンド • 放送局 • 大型ディスプレイ • 
空港があるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとき 

籲無線機や携帯電話•コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとき 
•電子キーが金属製のものに接したり、覆われたりしているとき 
•複数の電子キーが近くにあるとき 

•電子キーを次のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとぎ 

• 他の車の電子キ ー 
• 電波式ワイヤレスリモコン 
• パソコン 

•リヤガラスに金属を含むフイルムなどが貼ってあるとき 


■システムを正しく作動させるために 

電子キーを必ず携帯した上で作動させてください。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近付けすぎないようにしてください。 

作動時の電子キーの位置や持ち方によっては、電子キーが正しく検知されず、シ 
ステムが正しく作動しないことがあります。（誤って警告音が鳴ったり、キー閉 
じ込み防止機能が働かないこともあります） 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


■ご留意いただきたいこと 

•電子キーが作動範囲内（検知エリア内）にあっても、次のような場合は正し 
く作動しないことがあります。 

• ドアの施錠 • 解錠時に電子キーがドアガラスやドア八ンドルに近付きすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
• トランクの解錠時に電子キーが地面の近くや高い場所にある、またはリヤ 
バンノ V ° —中央に近付きすぎた場合 

-エンジン始動時またはモード切りかえ時に、電子キーがインストルメント 
パネルやフロア上 • リヤシート後方のパッケージトレイ上、またはグロー 
ブボックス内などに置かれていた場合 

•インストルメントパネル上面 • ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検知されて車外からのド 
アロックが可能になる場合があり、電子キーが車内に閉じ込められるおそれ 
があるため注意してください。 

•電子キーが作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人以外でも施錠 • 
解錠できます。 

•車外でもドアガラスに近い位置に電子キーがあるときは、エンジン始動が可 
能になる場合があります。 

•電子キーが作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水がかかると、ドアが解錠することがあります。（ドアの開閉操作がなけれ 
ば約30秒後に自動的に施錠されます） 

•手袋を着用していると、ドア八ンドルを握っても解錠されない場合があります。 

•車両に近い位置に電子キーがあるときにワイヤレス機能などで施錠を行う 
と、スマートエントリー&スタートシステムによる解錠ができなくなること 
があります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

•車外アンテナの作動範囲 （— P . 24) 内への急な接近や、急なドア八ンドル 
操作をしたときは、解錠されないことがあります。その場合は、ドア八ンド 
ルを一度もとの位置にもどし、解錠されたことを確認してからドア八ンドル 
を引いてください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電子キーを車両から2 m 以上離しておいてください。 

■ 解銳操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約30秒以内にドアを開けなかったときは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告灯について 

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音が鳴っ 
たり、警告灯が点灯することがあります。警告灯が点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。 (^ P . 299) 

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法は次のようになります。 


警告音 

状況 

対処方法 

車外から“ピー’と 
約2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたまま、 
スマートエントリー Si スター 

トシステムでドアを施錠しよ 
うとした 

車内から電子キーを取 
り出したあと、再度施 
錠してください。 

全ドアが施錠されている状態で 
電子キーをトランク内に置いた 
ままトランクを閉じた 

トランク内から電子 
キーを取り出したあと、 

トランクを閉じてくだ 
さい。 

車外から“ピー”と 
約60秒間鳴る 

“エンジンスタートストップ” 
スイッチを〇 FF にせずに、電子 
キーを外に持ち出してドアを 
スマートエント U — Si スタート 
システムで施錠しようとした 

“エンジンスタートス 
トップ”スイッチを 
OFF にしたあと、再度 
施錠してください。 

車外から“ピー”と 
約10秒間鳴る 

いずれかのドアが開いている 
ときにスマートエントリー& 
スタートシステムで施錠しよ 
うとした 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠してください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


警告音 

状況 

対処方法 

車内から“ピー”と 

1回鳴る 

電子キーの電池の残量が少ない 

新しい電池と交換して 
ください。 “ P . 272) 

車内から“ピー’と 
鳴り続ける 

シフトレバーを P 以外の位置に 
したまま、運転席ドアを開けて 
外に出ようとした 

シフトレバーを P にし 
てください。 

車内から“ピー、 
ピー”と鳴り続ける 

運転席ドアが開いている状態で 
“エンジンスタートストップ” 
スイッチをアクセサリーモード 
にした（アクセサリーモードの 
とき運転席ドアを開いた） 

“エンジンスタートス 
トップ”スイッチを OFF 
にしたあと、運転席ドア 
を閉めてください。 

運転席ドアが開いている状態で 
“エンジンスタートストップ” 
スイッチを OFF にした 

運転席ドアを閉めてく 
ださい。 


スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないときは 

• ドアの施錠 • 解錠： — P . 315 

•モードの切りかえ • エンジンの始動： -^ P . 315 

電池が切れたときは 

-^ P . 272 

販売店で設定可能な機能 

スマートエントリー&スタートシステムを非作動にするなどの変更ができます。 
(カスタマイズー覧： — P . 338) 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


^警告 

■電波が およぼす影響についての警告 

•植え込み 型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
方は、車内アンテナ • 車外アンテナ （— P . 24) から約22 cm 以内に近付か 
ないようにしてください。電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。 

•植え込み 型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれがあります。 

スマートエントリー&スタートシステムを非作動にすることもできます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 

ワイヤレス I !モコン 


ドアを施錠 • 解錠できます。 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

n 全ドアを施錠する 
□全ドアを解錠する 
□ トランクを解錠する 
(押し続ける） 


► スマートエントリ ー&スタートシス丁ム装着車 

n 全ドアを施錠する 
□全ドアを解錠する 
B トランクを解 i 定する 
(押し続ける） 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


□知識 

■作動の合図 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

非常点滅灯の点滅（施錠は1回、解錠は2回）で知らせます。 

(トランク解錠時を除く） 

► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

ドア：ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回) 
トランク：ブザーで知らせます。 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアが完全に閉まっていない状態でドアを施錠しようとすると、ブザーが鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてからもう一度施錠してください。 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

次のような場合、ワイヤレス機能が正常に働かないおそれがあります。 

•近くにテレビ塔や発電所 • 放送局 • 空港など、強い電波を発生する設備、 
電波式のオーディオ機器など電波を発生する電子機器 • 大型ディスプレイ 
があるとき 

•無線機や携帯電話 • コードレス式電話などの無線通信機器を携帯している 
とき 

•複数のワイヤレスキーが近くにあるとき 
籲ワイヤレスキーが金属製のものに接したり、覆われているとき 
•近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとき 
•ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとき 
► スマートエントリー&スタートシステム装着車 
^P. 26 


32 





1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


電池の消耗について 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

ワイヤレス機能が作動しない場合は、電池が消耗している可能性があります。 
電池が弱ったら新しい電池に交換してください。 （— P . 272) 

► スマートエントリー&スタートシステム装着車 
^ P . 25 

解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約30秒以内にドアを開けなかったときは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

電池が切れたときは 

-^ P . 272 

ワイヤレスリモコンが正常に作動しないときは 
(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアの施錠 • 解錠： — P . 315 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレスリモコンを非作動にするなどの変更ができます。 

(カスタマイズー覧： -^ P . 338) 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 

ドア（フ□ントドア • ■」ヤドア） 


スマートエントリー&スタートシステム*やワイヤレス機能 • キー • 
ドア□ックスイッチを使って施鍉 • 解錠できます。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

^P. 22 

■ワイヤレス機能 

^ P . 31 

■キー 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

n 全ドアを施錠する 
□全ドアを解錠する 


► スマートエントリ ー&スタートシス丁ム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠•解錠できます。 (^ P . 315) 

n 全ドアを施錠する 
0全ドアを解錠する 


■ ドアロックスイッチ 




$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 














1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


□ツクレバー 



D ドアを施錠する 
B ドアを解錠する 

運転席ドアは、 □ックレバーが 施 
錠側になっていても、車内のドア 
八ンドルを引くと開けられます。 


キーを使わずに外側からフロント席ドアを施錠するときは 


Eaun I ロックレノ（一を施錠側にする 

EHT 21 ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

キーがエンジンスイッチに挿し込まれているときは施錠されません。 
► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ”スイッチがアクセサリーモード、ま 
たはイグニッション ON モードのときや、車内に電子キーが放置され 
ているときは施 i 定されません。 

キーが正しく検知されずに施錠される場合があります。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


[チャイルドプ□テクター 



施錠側にすると、リヤ席ドアが車内 
から開かなくなります。 

n 解錠 
□施錠 

お子さまが車内からリヤ席ドアを開 
けられないようにできます。両側のリ 
ヤ席ドアを施錠側にしてください。 


□知識 


■チヤイルドプロテクター使用時のドアの開け方 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開きます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


^警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアが開き、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死亡につながるおそれがあります。 

•シー トべルトを必ず使用する 
•すべての ドアを施錠する 
•すべての ドアを確実に閉める 

•走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアが開き車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれがあります。特に、運転席は□ックレバーが施錠側になつ 
ていてもドアが開くため、注意してください。 

•お 子さまをリヤ席に乗せるときは、チャイルドプロテクターを使用して車内 
からドアが開かないようにする 

■ ドアを開閉するとぎは 

傾斜地 • ドアと壁などのあいだが狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せぬ動きにも対処できるよう、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉し 
てください。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 

トランク 


トランクオープナーやスマートエントリー&スタートシステム*、 
ワイヤレスリモコンを使って開けることができます。 


■ 車内からトランクを開けるには 



ト ランク オープナーを 引き上げ 
て、トランクのロックを解除する 


■ 車外からトランクを開けるには 

► スマートエントリー& スター トシステム* 
^P. 22 


►ワイヤレス機能 
^ P . 31 


$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 









1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


E 矢卩識 


トランクを開けたとき、ラ ゲージルーム ラ 
イトが点灯します。 


トランク内キー閉じ込み防止機能について 
(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

全ドアが施錠されている状態で、トランク内に電子キーを置いたままトランク 
を閉めると、警告音が鳴ります。この場合はスマートエントリー&スタートシ 
ステム機能で開けることができます。 


フケージルームフイト 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


^警告 
■走行 中の警告 

•走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクリッドが車外のものにあたったり荷物が投げ出 
されたりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

また、排気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡に 
つながるおそれがあります。走行する前に必ずトランクが閉まっていることを確 
認してください。 

•走行 前にトランクが完全に閉まっていることを確認してください。 

トランクが完全に閉まっていないと、走行中にトランクが突然開き、思わぬ事 
故につながるおそれがあり危険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキ、急旋回をかけたときや衝突したときなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■お 子さまを乗せているときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

• トランクの中でお子さまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを弓 I き起こすおそれがあります。 

•お 子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランクリツドが作動したり、閉めるときに手•頭 • 首などを挟んだり 
するおそれがあります。 
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1-2. ドア • トランクの開閉のしかた、ロックのしかた 


^警告 

■ トランクの使用にあたって 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして童大な傷害につながるおそれがあり 
危険です。 

• トランクを開ける前に、トランクリツド上の雲や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランクリツドが落下するおそれがあります。 

• トランクを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

•人が いるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。 

•強風 時の開閉には十分注意してください。 

トランクリツドが風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれがあり 
cK 9 〇 

癱 半開状態で使用すると、トランクリツドが 
落ちて重大な傷害を受けるおそれがあり 
ます。特に傾斜地では、平坦な場所よりも 
トランクの開閉がしにくく、急にトランク 
が開いたり閉じたりするおそれがありま 
す。必ずトランクが全開で静止している 
ことを確認して使用してください。 

_ トランクを閉めるときは、トランクリツ 
ドで指などを挟まないよう十分注意して 
ください。 

• トランクは必ず外からトランクリツド上 
面を軽く押して閉めてください。 


• トランクリツドにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を取り付けないでく 
ださい。トランクリツドの重量が重くなると、開いたあとに落ちるおそれがあ 
ります。 
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1-3. シート•八ンドル • ミラーの調整のしかた 

フロント シー ト 


►マニュアルシート 



D 前後位置調整 
B リクライニング調整 
□ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


►運転席パワーシート* 

D 前後位置調整 
B リクライニング調整 
B クッション前端の上下調整 
□ シート全体の上下調整 
B 腰部硬さ調整 
(ラン バーサポー ト） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


|フラツトシート&にするには 


HE 車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける 
HE フロントシートのヘッドレストをはずす “ P . 51) 

フロントシートをいちばん前まで移動させる “ P . 42) 



フロントシートの背もたれを後方 
いっぱいまで倒す “ P . 42) 


手順 


瓦もとにもどすときは、逆の手順で操作する 


^運転席パワーシートは、フラットにすることはできません。 


□知識 

■快適温熱シートヒーター* 

— P . 231 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


^警告 

■シー ト調整について 

•背 もたれは必要以上に倒さないでください。 

必要以上に倒しすぎると、事故のときに体がシートべルトの下にもぐり、腹 
部などに強い圧迫を受けたり肩部べルトが首にかかるなどして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•マニュアル シートの調整後は、シートが確実に固定されていることを確認して 
ください。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 


/ K 注意 

■フ ラットシートについて 

•マニュアル シートの背もたれをもどすときは、背もたれを押さえながらリクラ 
イニング調整を行ってください。 

•フ ラットにした状態でシートの上を走りまわらないでください。またシート 
の上を移動するときは、シートの中央を踏んでゆつくり移動してください。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 

■ J ヤシート 



ロックが確実に解除されるまでレバーを引いてください。 


|リヤシートの前倒し•折りたたみをする前に 


HE フロントシートを前方に移動する UP . 42) 

E 1 M 21 リヤ中央席用シートベルトを分離 • 格納する “ P . 54) 


助手席側のシートのみを操作する場合、この手順は不要です。 


手順 


瓦ヘッドレストをいちばん下に下げる UP . 51) 


iHg リヤセンタ—アームレストを格納する （— P .234) 


助手席側のシートのみを操作する場合、この手順は不要です。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


リヤシートの前倒し 



レバーを引きながら、背もたれを 
前方に倒す 

もどすときは背もたれを起こし、固定 
してください。 


リヤシートの折りたたみ 


折りたたむときは 



シートクッション前端の外側部分 
を持ち上げて、ロックを解除する 



シートクッシヨンを引き起こす 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 



■ ちどすとぎは 


レバーを引きながら、背もたれを 
前方に倒す 



背もたれを起こし、固定する 




シートクッション後部を背もたれ 
の下端に挿し込み （ n ) 、シート 
クッション前端を押さえ付けて 
ロックする （□) 

シートべルト•バックルがシートクツ 
シヨンの下に挟み込まれていないこ 
とを確認してください。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


^警告 

■ リヤシートを操作するときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる 
おそれがあります。 

籲走 行中に背もたれの前倒しや折りたたみなどの操作をしない 

•平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 

•操作 中は、パッケージトレイとまわりの部品とのあいだに指や腕などを入れ 
ない 

•倒した 背もたれの上やトランクに人を乗せて走行しない 
•お 子さまがトランクに入らないよう注意する 

■ リクライニング調整について 

背もたれを必要以上に倒さないでください。 

必要以上に倒しすぎると、事故のときに体がシートべルトの下にもぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部べルトが首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


^警告 

■背 もたれをもとの位置にもどしたあとは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる 
おそれがあります。 

•シー トを前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 
•シー トべルトが挟み込まれていないか確認する 

籲 中央席用シートベルトを分離したときは、もとどおりに結合する “ P . 54) 

•シー トべルトがガイドに通っていること 
を確認する 



A 汪忌こ 

■シー トを操作するときは 

•可動 部や結合部に手や足などを挟まないように注意してください。 

•シー トに人が乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 
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1-3. シート•八ンドル • ミラーの調整のしかた 

ヘッドレスト 


►フロント シー ト 

D 上がる 
B 下がる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作します。 


► リヤシート 

D 上がる 
B 下がる 

下げるときは、解除ボタンを押し 
ながら操作します。 




□知識 


■へッドレストを取りはずすときは 



解除ボタンを押しながら取りはずします。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


■フロント席のへッドレストの高さについて 

必ずへッドレストの中心が両耳のいちばん 
上のあたりになるよう調整してください。 


a50b015 


■ リヤ席のへッドレストの使用について 

使用するときは、常に格納位置（ヘッドレ 
ストが最も下がった位置）から‘‘カチッ”と 
音がするまで上げた位置にしてください。 
また、ヘッドレストを押し下げ、確実に固 
定されていることを確認してください。 




^警告 

■へッ ドレストについて 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる 
おそれがあります。 

•へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
•へッ ドレストを正しい位置に調整する 

•へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
•へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 

シー トべルト 


走行前にすベての乗員は必ずシートべルトを正しく着用してくだ 
さい。 

■正しく着用するには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかったり、肩からはずれな 
いようにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけ低い位置に密着させる 

•背もたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれがないようにする 

■着け方•はずし方（フロント席 • リヤ左右席） 

n ベルトを固定するには、“力 
チッ”と音がするまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 
□ベルトを解除するには、解除 
ボタンを押す 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


■着け方 • はずし方（リヤ中央席) 




キー （— P . 20) などでバックル 
B のボタンを押し、プレート B 
を分離する 


54 
























1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 



シートべルトをガイドからは 
ずす 

ガイドの切り込みのあいだを通し 
て、シートべルトをガイドからは 
ずします。 



プレート A 、 B を重ねて、ホル 
ダーに 挿し込む 

確実に固定されるよう、しっかり 
と奥まで挿し込みます。 

もとにもどすときは、逆の手順で 
プレートを取り出し、 シー トべル 
卜をもとどおりガイドに通して、 
プレート B をバックル B に挿し込 
みます。 


シートべルトの高さ調節（フロント席） 

n 解除ボタンを押しながら、ア 
ジャスターを下げる 
□アジヤスターを上げる 



“カチッ”と音がして固定されると 
ころまで動かしてください。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


■シー トべルトプリテンシヨナー（フロント席) 



前方から強い衝突を受けたとき、 
シートべルトを引き込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保します。 

前方からの衝撃が弱いときや、横やう 
しろからの衝撃のときは作動しない 
場合があります。 


□知識 


■緊急時シートべルト固定機構 

急停止や衝撃があったときべルトがロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートべルトをすばやく引き出してもロックする場合があります。一度べルト 
を巻きもどし、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことができます。 

■妊娠中の女性の場合 



医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用 
してください。 （— P . 53) 

妊娠中の方も、通常の着用のしかたと同じ 
ように、腰部べルトが腰骨のできるだけ低 
い位置にかかるようにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部べルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるように着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たときなどに、母体だけでなく胎児までが 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に 
つながるおそれがあります。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


疾患のある方の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。 

お子さまのシートべルトの使い方 

この車のシートべルトは、シートべルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

•シートべルトが正しい位置で着用できない小さなお子さまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださしヽ。 (^ P . 95) 

•シートべルトが正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートべルトの 
着用のしかたに従ってください。 (^ P . 53) 

■ シー トべ ル トプリテン シヨナーにつ いて 

シートべルトプリテンシヨナーは、一度しか作動しません。玉突き衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でも、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 
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^警告 

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、次のことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ 
れがあります。 

■シー トべルトの着用について 

籲 全員がシートべルトを着用する 
•シー トべルトを正しく着用する 

籲 シートべルトは一組につき一人で使用する 
お子さまでも一組のベルトを複数の人で使用しない 

•お 子さまはリヤ席に座らせてシートべルトを着用させる 

•背 もたれは必要以上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

籲 肩部べルトを腕の下に通して着用しない 

•腰部べ ルトはできるだけ低い位置に密着させ着用する 

• リヤシートべルトを使用するときは、シートべルトがガイド UP . 50) に通つ 
ていることを確認する 

•リヤ 中央席のシートべルトを使用すると 
きは、プレート巳とバックル巳を結合する 


■お 子さまを乗せるときは 

お子さまをシートべルトで遊ばせないでください。万一べルトが首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートべルトを切断してください。 
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^警告 

■シー トべルトの損傷 • 故障について 

•ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
ようにしてください。 

•シー トべルトが損傷したときは、シートべルトを修理するまでシートは使用し 
ないでください。 

•プレー トがバックルに確実に挿し込まれているか、シートべルトがねじれてい 
ないかを確認してください。うまく挿し込めない場合は、ただちにトヨタ販売 
店に連絡してください。 

•もし 重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見られない場合でも、シー 
卜-シートべルトを交換してください。 

•プ U テンシヨナー付シートべルトの取り付けや取りはずし • 分解 • 廃棄など 
は、トヨタ販売店以外でしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死亡につながるおそれがあります。 

■プリ テンシヨナー付シートべルトについて 

シートべルトプリテンシヨナーが作動すると SRS エアバッグ/プリテンシヨ 
ナー警告灯が点灯します。その場合はシートべルトを再使用することができな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 


A 汪 fe 、 

■ リヤ中央席のシートべルトについて 

運転席側リヤシートの背もたれを前倒しするとき以外は、ベルトを分離しない 
でください。 
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1-3. シート•八ンドル • ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやすいように調整できます。 



八ンドルを持ち、レバーを下げる 


八ンドルを上下 • 前後に動かし 
適切な位置にする 

位置が決定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


^警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり 
よ9 〇 

■八ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルが確実に固定されていることを確認してください。 

固定が不十分だと八ンドルの位置が突然かわり、思わぬ事故につながり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
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1-3. シート•八ンドル • ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトがまぶしいときは、 
(防眩）できます。 



a50b075a 


レバーを操作して反射光を減少 

n 通常使用時 
B 防眩時 


[上下調整のしかた 



インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整する 


^警告 
■運転 中の警告 

運転中はミラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ 
ります。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 

ドアミラ- 


スイツチで鏡面の角度調整をします。 



a89b014a 



調整するミラーを選ぶには、ス 
イッチを押す 

□左 

□右 


ミラーの鏡面を調整するには、 
スイッチを押す 

□上 

□右 
□下 
II 左 


|ドアミラーを格納するときは 



スイッチを押して、ドアミラーを 
格納する 

もう一度押すと、もとの位置にもどり 
ます。 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


£矢卩識 
作動条件 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ACC ” または “ ON ” のとき 
► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがアクセサリーモード、または 
イグニッシヨン ON モードのとき 

■ミラーが曇ったときは 

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることができます。 （— P . 213) 

■レインクリアリングミラー（寒冷地仕様車） 

鏡面に付着した水滴を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施しており、 
雨天時における後方視認性を向上させます。 

鏡面に汚れなどが付着すると親水効果は一時的に低下しますが、太陽光をあてる 
ことにより付着した汚れを化学的に分解し、親水効果を徐々に回復させる機能も 
持っています。 

•次のような場合、親水効果が低下しますが、晴天時に1 • 2日間太陽光をあ 
てることで親水効果は徐々に回復します。親水効果を早く回復させたいとき 
は回復作業 （— P . 241) を行ってください。 

-鏡面に、汚れや異物が付着したり、素手でふれたり汚れた布などでふいた 
とぎ 

• 洗車により鏡面に洗剤やワックスが付着したとき 
• 地下 • 屋内駐車場などの日のあたらない場所に長時間駐車したとき 
籲次のような場合、親水効果が回復できなくなります。十分注意してください。 

• 鏡面にシリコーン入りのカーメンテナンス商品が付着したとき 
-鏡面に傷を付けたとき 
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1-3. シート • 八ンドル • ミラーの調整のしかた 


^警告 

■走行して いるときは 

走行中は次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれがあります。 

•ミラーの 調整をしない 
•ミラーを 格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側のミラーをもとの位置にもどして、正 
しく調整する 

■ミラーが 動いているときは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけがや、ミラーの故障などの原因になるおそれがあります。 

■ミラー ヒーターが作動しているときは 

鏡面が熱くなるのでふれないでください。 


A 注意 


■レイン クリアリングミラーの取り扱いについて（寒冷地仕様車） 

籲 鏡面が凍結したときは、温水をかけるか、ミラーヒーターを作動させるなどし 
て解氷してください。 

親水膜の効果を持続させるため、鏡面の凍結部分はプラスチックの板などで削 
り落とさないでください。 

•シリコーン 入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他のカーメンテナンス 
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよう十分注意してください。 

•砂の 付いた布 • 油膜取り剤 • 研磨剤など、鏡面を傷付けるものでこすらないで 
ください。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉できます。 

スイッチを操作して、ドアガラスを次のように動かします。 

D 閉める 
B 自動全閉 * 

□ 開ける 
□ 自動全開％ 

^途中で停止するときは、スイツチを 
反対側へ操作します。 


I "ウインドウ□ックスイッチ 

スイッチを押すと、運転席以外のド 
アガラスが作動不可になります。 

お子さまが誤ってドアガラスを開閉 
することを防止できます。 


口知識 

■作動条件 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ON ” のとき 
► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスのあいだに異物が挟まると、 
作動が停止し、少し開きます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能が異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることができな 
いときは、閉めることができないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行ってください。 

•車を停止し、エンジンスイッチを “ ON ” （スマートエントリー&スタート 
システム非装着車)、または“エンジンスタートストップ”スイッチをイ 
グニッション〇 N モード（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 
の状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続けるこ 
とでドアガラスを閉めることができます。 


•上記の操作を行ってもドアガラスが閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を次の手順で実施してください。 


手順 




パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引き続ける 


手順 


[ 2 ] 


パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドア 
ガラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 


mmi 31再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引き続ける 


ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 
以上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 


■エンジンスイッチ “LOCK” （または“エンジンスタートストップ”スイッチ 
OFF) 後の作動 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを “ ACC ” または “ LOCK ” にしたあとでち、約45 
秒間ドアガラスを開閉できます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉す 
ると作動しなくなります。 


► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチをアクセサリーモード、または〇 FF 
にしたあとでも、約45秒間ドアガラスを開閉できます。ただし、そのあい 
だに運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


^警告 

■ ドアガラスを開閉するときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

• ドアガラスを開閉するときは、乗員の手- 
腕 •頭 • 首などを挟んだり巻き込んだり 
しないようにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないように声かけを 
してください。 

•お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻き込まれたり 
するおそれがあります。 

■挟み込み 防止機能 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕•頭 • 首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

•挟み込み 防止機能は、ドアガラスが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 


A 汪ぢ 

■ ドアガラスを開閉するときは 

次のことをお守りください。 

•運転席 スイツチと他のドアのスイツチを同時に逆方向に動かさない 
• ドアガラスの全開 • 全閉後に同じ方向にスイッチを押し続けない 
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卜 5 .給油のしかた 

給油口の開け方 


次の手順で給油口を開けてください。 

■給油する前に 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK ” にし 
てください。 

► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉め、“エンジンスタートストップ”ス 
イッチを OFF にしてください。 


■給油口の開け方 



オープナーを 上げて、給油口を 
開ける 


キヤップをゆっくりまわして開 
ける 
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1-5. 給油のしかた 



キャップを八ンガーにかける 


給油口のキャップを閉めるときは 



キャップを"カチッ” 
までまわして閉める 


と音がする 


手を離すと、キャップが逆方向に少し 
ちどります。 


□知識 


燃料の種類 

無鉛レギュラーガソリン 

燃料タンク容量（参考値） 

60 L 
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1-5. 給油のしかた 


^警告 
■給油に ついて 

給油するときは次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

•ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火花で燃料に引火するおそれがあります。 

•キャップを ゆるめたときに、“シュー’’という音がする場合は、その音が止まっ 
てからゆっくり開ける 

キャップを開けるときは、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温が高いときなどに給油口から燃料が噴き返す 
おそれがあります。 

•給油 口に、静電気を除去していない人を近付けない 

•気化 した燃料を吸わないようにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。 

•喫煙し ない 

引火して火災を弓 I き起こすおそれがあります。 

•車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性があります。 

■給油 時の注意 

•給油 するときは給油口にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行うと、オートストップが作動せず、燃料が 
こぼれる場合があります。 

•正常に 給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品以外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
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1-5. 給油のしかた 


汪 fe、 

■給油 するときは 

指定以外のガソリンや他の燃料（粗悪ガソリン • 軽油 • 灯油 • アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

次のような状態になるおそれがあります。 

• エンジンの始動性が悪くなる 

•ノッキングが 発生する 

•エンジン 出力が低下する 

•排気 制御システムが正常に機能しない 

•燃料 系部品が損傷する 

•塗装が 損傷する 
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レ 6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あらかじめ登録されたキー以外で 
はエンジンを始動できません。 

車両から離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 



“エンジン スター トストップ” 
スイッチを OFF にすると、シス 
テムの作動を知らせるためにイ 
ンジケーターが点滅します。 

登録されたキーを携帯し、“エンジ 
ンスタートストップ”スイッチ 
をアクセサリーモード、またはイ 
グニッシヨン ON モードにすると 
システムが解除され、インジケー 
ターが消！) C [します。 


口知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライザーシステムのメンテナンスは不要です。 

■ システムが正常に作動しない場合 

•キーが金属製のものに接したり、覆われているとき 

•キーが他の車両のセキュリティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているときや接近しているとき 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

^P. 26 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























1-6 .盗難防止システム 


汪 fe、 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな 
いおそれがあります。 


運転する前に 
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1-7 .安全にお使いいただくために 

正しい運転姿勢 


次の条件に合つた正しい姿勢で運転してください。 



n まっすぐ座り、背もたれから 
背を離さない （4 P . 42) 

B シートをペダルが十分に踏み 
込めるようなシート位置にす 
る “ P .42) 

B 各装置が操作しやすい背もた 
れの角度にする （— P . 42) 
□ SRS エアバッグが自分の胸の 
方へ向くような八ンドルの位 
置にする P . 60) 

0 へッドレストの中央が耳のい 
ちばん上のあたりになるよう 
にする （— P .51) 

□ シートべルトが正しく着用で 
きる P . 53) 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■走行 中は 

•走行 中は運転席の調整をしないでください。 

運転を誤るおそれがあります。 

•背 もたれと背のあいだにクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢がとれないばかりか、衝突したとき、シートべルトやヘッド 
レストなどの効果が十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死亡につながるおそれがあります。 

•フロン ト シー トの下にものを置かないでください。 

ものが挟まるとシートが固定されず、思わぬ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シー トを調整するときは 

•同乗者が シートにあたってけがをしないように注意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 



75 





1-7. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふくらみ、シートべルトが体を拘束する働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させます。 



►フロント SRS エアバッグ 

D 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ* 
BSRS サイドエアバッグ 

(フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

B SRS カーテンシールドエアバッグ 

(フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


£矢卩識 

SRS エアバッグが展開すると 

• SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることがあります。 

籲作動音と共に白いガスが発生します。 

• SRS サイドエアバッグ &SRS カーテンシールドエアバッグ非装着車： 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ • エアバッグカバー • イン 
フレーター）が数分間熱くなることがあります。エアバッグそのものも熱く 
なります。 

• SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ装着車： 

フロント席•フロント ピラー • リヤ ピラー • ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ • エアバッグ 
カバー•インフレーター）も数分間熱くなることがあります。エアバッグそ 
のものも熱くなります。 

•フロン トウインドウガラスが破損することがあります。 

SRS エアバッグが作動するとき（フロント SRS エアバッグ） 

•フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さが設定値(移動も変形もしない固定 
された壁に、約 20 〜 30km/h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）以上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のような、衝撃によって移動や変形するもの 
に衝突した場合や、もぐり込むような衝突（例えば、車両前部がもぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷きになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

•衝撃の強さが設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバッグとシートべルトプリテンシヨナーが同時に作動しない場合 
があります。 

SRS エアバッグが作動するとき 

(SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さが 

設定値（約 1 .5t の車両が、約 20 〜 30 km/h の速度で客室へ直角に衝突した 

場合の衝撃の強さに相当する値）以上の場合に作動します。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突以外で作動するとき（フロント SRS エアバッグ） 

次のような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたときも、作動する場合があり 
ます。 



參縁石や歩道の端など、固いものにぶつ 
かったとぎ 

•深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたとき 

•ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとき 


■ SRS エアバッグが作動しないとき（フロント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃•横転、または低速での前 
方からの衝撃で作動するようには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
が前方への減速を十分に引き起こす場合には、フロント SRS エアバッグが作動 
することがあります。 



參側面からの衝突 
•後方からの衝突 
_横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


SRS エアバックが作動しないとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分以外の側面に衝撃を受けたときには、 
SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグが作動しない場合 
があります。 

• 客室部分以外の側面への衝撃 
_斜めからの衝撃 



SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、前方や後方か 
らの衝撃 • 横転、または低速での側面からの衝撃で作動するようには設計され 
ていません。 

I 前方からの衝突 
I 後方からの衝突 
I 横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

次のような場合には、できるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
_いずれかの SRS エアバッグがふくらんだとき 






•フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったが、事故で車両の前部を衝突した 
とき、または破損•変形などがあるとき 


• SRS サイドエアバッグと SRS カーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
が、事故でドア部分を衝突したとき、ま 
たは破損 • 変形などがあるとき 


•八ンドルのパッド部分 • 助手席 SRS エア 
バッグのカバー部が傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとき 


• SRS サイドエアバッグが内蔵されている 
シート表面が傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとき 


• SRS カーテンシールドエアノ（ッグが内蔵 
されているフロントピラー部 • リヤピ 
ラー部•ルーフサイド部が傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとき 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■ SRS エアバッグについて 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

•運転者と 乗員すべてがシートべルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートべルトを補助するためのものです。 

•助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員がエアバッグに 
近付きすぎると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ 
があります。乗員が SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特に危険で 
す。シートの背もたれを調整して、シートをできるだけ SRS エアバッグから 
離し、まっすぐに座ってください。 

•お 子さまがシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
お子さまが小さくてシートべルトを使用できないときは、チヤイルドシートで 
しっかり固定してください。 

お子さまはリヤ席に乗せ、チヤイルドシートまたはシートべルトを着用させる 
ことをおすすめします。 （— P . 95) 

•シー トの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


_ お子さまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

•運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何も持たない 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


▲警告 


■ SRS エアバッグについて 



• ドアや フロントピラー • センターピラー • 
リヤピラー • ルーフサイドレールへ 寄り 
かからない 


•助手席 やリヤ外側シートでは、ドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない 


•ダッシュ ボード • 八ンドルのパッド部分 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


_ ドア • フロントガラス • ドアガラス•フ 
□ントピラーおよびリヤピラー • ルーフ 
サイドレール • アシストグリップなどに 
は何も取り付けない 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグがふくらむ場所を覆うようなシートアクセサリーを使 
用しないでください。 

エアバッグが展開する際、アクセサリーが干渉するおそれがあります。そのよ 
うなアクセサリーがエアバッグが正常に作動するのをさまたげ、システムを不 
育 g にしたり、またはエアバッグが誤って展開したりして、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•コー トフックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグが作動したときに投げ出されて重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないでください。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。 

• SRS エアバッグがふくらんだ直衡よ、構成部品が熱くなっているため、ふれ 
ないでください。 

• SRS エアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。 

皮膚の炎症を防ぐため、残留物はできるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフロントピラーガーニッシュ 
部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときは、そのまま使用せずトヨタ販売店 
で交換してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、次の改造 • 廃棄をしないでください。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし • 取り付け • 分解 • 修理 

•八ン ドル • インストルメントパネル • ダッシュボード•シート • シート表皮 • 
フロントピラー • センターピラー • リヤピラー • ルーフサイドレール周辺の修 
理 • 取りはずし • 改造 

•フロン トフェンダー•フロントバンパー • 車両客室側面部の修理 • 改造 

•グリル ガード（ブルバー • カンガルーバーなど） • 除雲装置 • ウィンチなどの 
取り付け 

•サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー • 無線機などの電化製品の取り付け 


84 






1-7. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


• 車の仕様やお子さまの年齢 • 体格に合わせて、適切な子供専用シート 
をお選びください。 

• 子供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれの子 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は2006年10月1日施行の保安基準に適合した IS 0 RX 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備しています。 


|[子供専用シートの適合性一覧表について 

■質量グループについて 

ECE R 44 %の基準に適合する子供専用シートはお子さまの体重によ 
り次の5種類に分類されます。 

グループ〇： 10 kg まで 
グループ〇+ :13 kg まで 
グループ I : 9〜 18 kg 
グループ n :15 〜 25 kg 
グループ m : 22 〜 36 kg 

この本では代表的な次の3種類の子供専用シートをシートべルトで固定 
する方法を紹介します。 

^ ECE R44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

子供専用シートに表示される分類記号と、それにともなう取り付け器 
具の記号になります。 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定するこ 
とができます。 


|知っておいていただきたいこと 


運転する前に 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


►ベビーシート 



ECE R44 基準のグループ0、〇+ 
に相当 



ECE R44 基準のグループ0+、I 
に相当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


【シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートべルトでの取り付け) 


質量 グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロント シー ト 

U ヤシート 

助手席 

Zrti 席 

中央席 

〇 （10kg まで） 

X 

|_ ※ 1 

|_ ※ 1 

〇 + (13kg まで） 

X 

|_ ※ 1 

|_※ 1 

I (9 〜1 8 kg ) 

前向き UF ^ 1 

|_ ※ 1 

|_※ 1 

5 しろ向き ■ x 

H (15 〜 25 kg ) 

※ 1 ※ 2 

U ※ 1 ※ 2 

|_ ※ 1 ※ 2 

n (22 〜 36 kg ) 

UP ※ 1 ※ 2 

U ※ 1 ※ 2 

|_ ※ 1 ※ 2 


• 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの子 


供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前 
向き子供専用シートに適しています。 

L :子供専用シートのリストに示す特定の子供専用シートに適しています。 

(リストに記載があれば「特定自動車」、「限定」、「準汎用」カテゴリーの子供専 
用シートにも適しています） 

x :子供専用シートを取り付けることはできません。 

^ 1 子供専用シートを取り付ける際は背もたれの角度を最前段位置にしてください。 

% 2 子供専用シートを取り付ける際はへッドレストをはずしてください。 

(取りはずしたへッドレストは車両からはずして保管するか、トランク内に容易 
に動かないように収納してください） 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書もご確認ください。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


|子供専用シートのリスト 


質量グループ 

子供専用シートのリスト 

カテゴリー 

〇 

(1Okg まで) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

汎用 

〇+ 

(13kg まで） 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

汎用 

I 

(9 〜1 8 kg ) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

汎用 

n 

(15 〜 25 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

汎用 

n 

(22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

汎用 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


質量グループ 

サイズ 

固定具 

車両 IS0RX 位置 

等級 

リヤシート左右席 

キャリコット 

F 

IS0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

〇 （ 10kg まで） 

E 

IS0/R1 

X 


E 

IS0/R1 

X 

〇 + (13kg まで） 

D 

IS0/R2 

X 


C 

IS0/R3 

X 


D 

IS0/R2 

X 


C 

IS0/R3 

X 

I (9 〜 1 8kg) 

巳 

IS0/F2 

IUF^ 


巳 1 

IS0/F2X 

IUF^ 


A 

IS0/F3 

IUF^ 

H (15 〜 25kg) 


(1) 

X 

n (22 〜 36kg) 


(1) 

X 


上表に記入する文字の説明 

(1) サイズ等級表示 （A から G) のない子供専用 シー トの各 シー ト位置での ISOFIX 
対応子供専用 シー ト固定機構の取り扱いについては、子供専用 シー ト製造業者ま 
たは販売業者にご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの 
ISOFIX 対応の前向き子供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX 子供専用シートを取り付けることはできません。 

^ ISOFIX 子供専用シートを取り付ける際はヘッドレストを最上段位置にする、ま 
たははずしてください。 

(取りはずしたへッドレストは車両からはずして保管するか、トランク内に容易 
に動かないように収納してください） 


シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
(ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 



子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書もご確認ください。 
表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


E 矢卩識 


■ ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それ以外のも 
のを使用することはできません。 

■子供専用シートの選択、使用について 

•お子さまに最適な子供専用シートについては、子供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談ください。 

•お子さまが成長し、適切にシートべルトが着用できるようになるまでは、お 
子さまに合った子供専用シートを使用してください。 

•体が十分に大きく、子供専用シートが不要なお子さまは、リヤシートに乗せ 
て車のシートべルトを使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


シートべルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」 （— P . 87) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したものを選択してください。 

ECE R44 適合の ISOFIX 対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」 （— P . 89) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

HE お子さまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重が 12 kg の場合、質量グループは「0+」になります。 

(例 2) :体重が 15 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

サイズ等級を選択する 


fcJMlil で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。% 

(例 1) :質量グループが「0+」の場合、サイズ等級は 「 C 」•「 D 」•「 E 」 
が該当します。 

(例 2) :質量グループが「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」• 「巳」 • 「巳1」 • 
「 C 」•「 D 」 が該当します。 

%ただし、該当のサイズ等級でも適合性一覧表の「車両 ISOFIX 位置」に 
「 X 」と記載されているものは選択できません。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

汎用（ユニバーサル）子供専用シートには、 
次に示すマーク • ラベル類が表示されてい 
ます。※ 

%表示されている位置 • 記号などは、商品に 
より異なります。 



nisoFix 対応子供専用シートであること 
を爪す表爪 

サイズ等級が示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 


E 31121 で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 


UNIVERSAL 9 -18 kg 



氺氺氺氺 


0 汎用（ユニバーサル）子供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は汎用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるお子さ 
まの体重の範囲が記載されています。 



□ トップテザー （— P . 95) を示すマーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


ISOFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向き幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向き幼児用チャイルドシート 

BMS 0/ F 2 X 

低型前向き幼児用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向き幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

小型後向き幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向き乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向き位置用チャイルドシート（キャリコツト） 

G - IS 0/ L 2 

右向き位置用チャイルドシート（キャリコツト） 


助手席に子供専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートを次 
のように調整し、子供専用シートを前向きに取り付けてください。 


•背もたれの角度を最前段位置にする 

•シートをいちばんうしろに下げる 

•シートべルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 

參質量グループ n 、 n の子供専用シートを 
取り付ける場合は、ヘッドレストを取り 
はずす（取りはずしたヘッドレストは車 
両からはずして保管するか、トランク内 
に容易に動かないように収納してくださ 
い） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■キヤリコツトについて 

キヤリコツトは横向きに取り付けることのできるベビーシートのことです。詳 
しくは子供専用シート製造業者または販売業者にお尋ねください。 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

•子供 専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

秦 子供専用シートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
トランク内に容易に動かないように収納してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートべルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤ外側シートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品に付属の取り扱い説明書に従ってください。 





シートベルトによる取り付け 
“ P . 96) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用バー “ P . 97) 

リヤ外側シートに装備されていま 
す。（固定専用バーが装備されてい 
ることを示すタグがシートに付い 
ています） 


トップテザーアンカー 
“ P . 97) 

テザーべルトを固定するときに使 
います。 

トップテザーアン カーは リヤ シー 
卜後方のパッケージトレイに装備 
されています。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


|シートべルトで固定する 



背もたれの角度を調整する 

レバーを引きながら、いったん背もた 
れを前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こします。 （— P . 46) 


チャイルド シー トに シー トべルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ”と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
うにする 

チャイルドシートに付属の取り扱い 
説明書に従い、シートべルトをチャイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
ください。 


チヤイルド シー トに シー トベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定する 

□ッキングクリップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ッキングクリップ品番： 

731 19-22010) 

取り付け後はチヤイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 



96 
































1-7. 安全にお使いいただくために 


ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテザーアンカーで固定する 





背もたれの角度を調整する 

レバーを引きながら、いったん背もた 
れを前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こします。 （— P . 46) 


へッドレストをいちばん上まで上 
げる、またははずす 

取りはずしたへッドレストは車両か 
らはずして保管するか、トランク内に 
容易に動かないように収納してくだ 
さい。 


固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付け方法は、それぞれの商品に 
付属の取り扱い説明書に従ってくだ 
さい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



フタを開けて、トップテザーアン 
カーにフックを固定し、テザーべ 
ルトを締める 

テザーベルトをピンと張り、フックが 
しっかり固定されていることを確認し 
ます。 



取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に固定されてい 
ることを確認する 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■チャイルド シートについて 

離 事故や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大きさに合ったシートべルトまたはチャイルドシートを使用してくださ 
し)。お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。 
事故の際、お子さまがフロントガラスや乗員、車内の装備にぶつかり、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•お 子さまの年齢や体の大きさに合ったチャイルドシートを使用して、リヤシー 
卜に取り付けてください。 

•チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート • フロントピラー • 
リヤピラー•ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ももたれ 
かけさせないようにしてください。 SRS エアバッグがふくらんだ場合、大変 
危険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり 
ます。 

•チャイルド シートによっては、取り付けができない、または取り付けが困難 
な場合があります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお 
読みの上、確実に取り付け、使用方法をお守りください。使用方法を誤った 
り、確実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

•お 子さまをシートべルトで遊ばせないでください。万一べルトが首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートべルトを切断してください。 

•シー トべルトのプレートとバックルが固定されていて、ベルトがねじれていな 
いか確認してください。 

•チャイルド シートを左右に動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

•チ ヤイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


▲警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 

•運転席と チヤイルドシートが干渉し、 
チヤイルドシートが正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側のリヤ席に取り付 
けてください。 

•助手席 シートとチヤイルドシートが干渉 
しないように、助手席シートを調整して 
ください。 


▲警告 助手席 SRS エアバッグ 


このシートに、ぺビーシートを取り付けたり 
後向きのチャイルドシートを取り付けないでください。 
また、絶対にお子さまを前席の前に立たせたり 
膝の上に抱いたりしないでください。 

エアバッグの衝撃により、死亡または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 


a89b024 

•やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルド 
シートをうしろ向きに取り付けないでください。 

うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグがふく 
らんだとき、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ 
ります。助手席側のサンバイザーに、同内容の警告文が表示されています。 
併せて参照してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


^警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

•やむ を得ず助手席に前向きにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんうしろに下げて取り付 
けてください。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふくらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死亡につながるおそれがあります。 

•ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトが常にお子さまの肩の中心 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように 
してください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

• ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するときは、周辺に障害物 
がないか、シートべルトが挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使用しないときは 

•車両に チャイルドシートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取り 
付けてください （— P . 96, 97) 。チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくだ 
さい。 

•チャイルド シートの取りはずしが必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、トランク内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 


A 汪ぢ 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないときはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
が破損するおそれがあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 
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運転するときに 2 
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2-1 .運転のしかた 

運転にあたって 


安全運転を心がけて、次の手順で走行してください。 

■エンジンをかける 

-^ P . 115,118 


■発進する 

HH ] ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にする 
d 1 22) 


手順 


® パーキングブレーキを解除する （— P . 125) 


HE ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み発進する 


■停車する 

iHI シフトレバーは d のまま、ブレーキペダルを踏む 
必要に応じて、パーキングブレーキをかける 


長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 
UP. 1 22) 


駐車する 

HU シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
パーキングブレーキをかける (— P . 125) 

シフトレバーを P にする “ P .122) 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め&を使用してく 
ださい。 

%輪止めはトヨタ販売店で購入することができます。 


EMCTI4I 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK ” にしてエンジンを停止する 


► スマートエントリー&スタートシス丁ム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチを OFF にしてエンジン 
を停止する 


キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する 
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2-1 .運転のしかた 


雨の日の運転について 

•雨の日は視界が悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

籲雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

•雨の日の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜が発生し、八ン 
ドルやブレーキが効かなくなるおそれがあるので、スピードは控えめにし 
てください。 

運転者標識の取り付け 

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンパーやアルミボデー 
部に取り付けることはできません。 

環境に配慮した運転 

環境に配慮した運転をしているとき、エコ 
ドライブインジケーターランプが点灯しま 
す。 

必要以上にアクセルペダルを踏んだ時や停 
車中は消灯します。 

次の場合、エコドライブインジケーターラ 
ンプは作動しません。 

_シフトポジションが D 以外のとき 
參車速が約100 km / h 以上のとき 



上り坂の発進のしかた 


HE パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にする 
HE アクセルペダルをゆっくり踏む 

車が動き出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し、 
発進する 


□知識 


運転するときに 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■発進 するときは 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。 
クリープ現象で車が動き出すのを防ぎます。 

■運転 するときは 

•踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

• アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車が急発進して思わ 
ぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

• 後退するときは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作がしにくくな 
ります。ペダル操作が確実にできるよう注意してください。 

-車を少し移動させるときも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルが確実に踏めるようにしてください。 

• ブレーキペダルは右足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応が遅れるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 
•燃え やすいものの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないでくだ 
さい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物が近くにあると火災になるおそ 
れがあり危険です。 

•シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンが停止し、ブレーキの効きが悪くなったり、八ンドルが重くなったり 
して、思わぬ事故や故障につながるおそれがあります。 

籲 車内で排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、トランクが閉まっている 
ことを確認してください。多量の排気ガスが眠気を招き事故の原因となる他、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けてください。 

•車両が 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールができなく 
なるおそれがあります。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

•車両が 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 

トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールができなくな 
るおそれがあります。 

籲 車両が後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 

トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコント□ールができなくな 
るおそれがあります。 

•走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達が解除され、エンジンブレーキが効かなくなります。 

•通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止しても八ンドルやブレーキの操作は可能ですが、操作力補助がなくなり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作が困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車してください。 

なお、通常の方法で車両を停止することができないような非常時は、 P . 326 
を参照してください。 

•急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすぎると、ブレーキが オーバーヒー トして正常 
に機能しなくなります。 “ P .122) 

•走行 中は八ンドル•シート • ドアミラー • インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わぬ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれがあります。 

•すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないようにしてくだ 
さい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•オフロード 走行をしないでください。 

やむを得ずオフ□ー ドを走行するときは、慎重に運転してください。 

また 4 WD 車でも、この車は本格的なオフロード走行を目的とした車両では 
ありません。 

_ 渡河などの水中走行はしないでください。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
があります。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

• シートの上や付近に荷物を置いて走行しないでください。 

急ブレーキをかけたときや、旋回しているときなどに荷物が飛び出したりして 
乗員にあたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わぬ事 
故につながるおそれがあり危険です。 

■すべり やすい路面を運転するときは 

•急 ブレーキ • 急加速 • 急八ンドルはタイヤがスリップし、車両の制御ができな 
くなり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

•シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車が横すべりするなどして、思わぬ事故につながるおそれがあり 
危険です。 

•水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキが正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドがぬれるとブレーキの効きが悪くなった 
り、ぬれていない片方だけが効いたりして八ンドルをとられ、思わぬ事故に 
つながるおそれがあり危険です。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。 

シフトレバーが P または N 以外にあると、車が急発進し、思わぬ事故につなが 

るおそれがあり危険です。 

■継続的に ブレーキ付近から警告音（キーキー音）が発生したときは 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 

必要なときにパッドの交換が行われないと、ディスク□ーターの損傷につながる 

場合があります。 

パッドや□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していきます。摩耗 

の限界をこえて走行すると故障を引き起こすばかりでなく、思わぬ事故につな 

がるおそれがあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■停車 するときは 

•空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーが P または N 以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 

•長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どうしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスが車内に入って 
こないことを確認してください。 

籲 車が動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキべダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

•坂道で 停車するときは、前後に動き出して事故につながるのを防ぐため、 
常に ブレーキ ペダルを踏み、必要に応じてパーキング ブレーキを かけてくだ 
さい。 

•停車 中に空ぶかしをしないでください。排気管が過熱し、可燃物が近くにある 
と火災につながるおそれがあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■駐車 するときは 

•炎天下では、 メガネ • ライター • スプレー缶 • 炭酸飲料の缶などを車内に放置 
しないでください。放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれが 
あり危険です。 

• ライターやスプレー缶からガスがもれたり、出火する 
• プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネが、変形またはひび割れ 
を起こす 

• 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚したり、電気部品がショートする原因に 
なる 

•ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたときにライターの操作部が誤作動し、火災につながる 
おそれがあり危険です。 

•ウイン ドウガラスなどには吸盤を貼り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでくだ 
さい。 

吸盤や容器がレンズの働きをして、車両火災につながるおそれがあり危険です。 

•シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光が曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働きをして火災につながるおそれがあり危険です。 

•車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンがかかっているあいだは、車から離れないでください。 

•エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれがあります。 

•降 雲時や雲が積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積もった雲で排気ガスが滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色 • 無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) が含まれているため、排 
気ガスを吸い込むと重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお 
それがあります。 

•換気が 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスが充満し、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

籲 排気管はときどき点検してください。排気管等の腐食などによる穴や亀裂、 
および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販 
売店で点検整備を受けてください。そのまま使用すると排気ガスが車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■仮眠 するときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災が発生 
するおそれがあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスが車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが 
あります。 






2-1 .運転のしかた 


^警告 

■ブレーキを かけるときは 

•ブ レーキがぬれているときは、普段よりも注意して走行してください。 
ブレーキがぬれていると、制動距離が長くなり、ブレーキのかかりに、左右の 
違いが出るおそれがあります。また、パーキングブレーキがしっかりとかから 
ないおそれちあります。 

•ブレーキ 倍力装置が機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し)。また、下り坂や急カーブを避けてください。この場合ブレーキは作動しま 
すが、通常よりも強く踏む必要があります。また制動距離も長くなります。 

籲 万ーエンジンが停止したときは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしま 
います。 

•ブ レーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムが故障しても、もう一方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一 脱輪したときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤが宙に浮いているときは、むやみに空転させないでください。 

駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わぬ事故につながるおそれがあ 

ります。 
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2-1 .運転のしかた 


汪 fe 、 

■運転 中は 

•運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
し、運転中、アクセルペダルを踏んでいるときにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合があります。 

•坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車 するときは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車が動き出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれがあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

籲 パワーステアリングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
た状態を長く続けないでください。 

•ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するときは、できる 
だけゆっくり走 t ラしてください。 

■走行 中にタイヤがパンクしたら 

次のようなときはタイヤのパンクや損傷が考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

籲八ン ドルがとられる 
•異常な 音や振動がある 
•車両が 異常に傾く 

タイヤがパンクした場合の対処法は、 P . 300を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


汪 fe 、 

■冠 水路走行に関する注意 

大雨などで冠水した道路では、次のような重大な損傷を受けるおそれがあるた 
め、走行しないでください。 

•エンス トする 

籲電装 品がショートする 

籲 水を吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったときは必ずトヨタ販売 
店で次の点検をしてください。 

•ブレーキの 効き具合 

•エンジン. トランスアクスル.トランスファー （4 WD 車）•デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

• プロペラシャフト （4 WD 車） • 各ベアリング • 各ジヨイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク=ッシヨン)スイッチ(スマ-卜 I ントリ-&スタ-トシステム纟壤着車) 


■ エンジンのかけ方 

E ； くーキングブレーキがかかっていることを確認する 
シフトレバーが P の位置にあることを確認する 
13運転席に座ってブレーキペダルをしっかり踏む 
エンジンスイッチを " START ” の位置にまわす 


エンジンスイッチの位置の切りかえ 

D LOCK 



( OFF ) 


-ステア U ングロックがかかり 
ます。 

• シフトレバーの位置が P のと 
き、キーを抜き挿しすることが 
でぎます。 

B ACC ，， 

オーディオ（装着車のみ）などの 
電装品が使用できます。 

B " 〇 N ’， 

すべての電装品が使用できます。 

□ START" 

エンジンが始動できます。 
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2-1 .運転のしかた 


E 矢卩識 


■キーを “ ACC ” から “ LOCK ” にまわすには 

EJtil 1 I シフトレバーが P の位置にあることを確認する 



キーを押し込みながら“ LOCK ’’までまわす 


■ ステアリングロックを解除するには 



八ンドルを左右に動かしながら、エンジン 
スイッチをまわしてください。 


■キー抜き忘れ警告ブザー 

キーが挿してあり、エンジンスイッチが “ ACC ” または “ LOCK ” のとき、 
運転席ドアを開けると警告音が鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■エンジンを 始動するときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれがあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを “ LOCK ” にしないでください。 

緊急時、走行中にエンジンを停止したい場合には “ ACC ” にしてください。 
ただし、緊急時以外は走行中にエンジンスイッチにふれないでください。走行 
中にエンジンを停止しても八ンドルやブレーキの操作は可能ですが、操作力補 
助がなくなります。その場合は八ンドルとブレーキの操作が困難になるため、 
安全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。 


/ K 注意 

■バッ テリーあがりを防止するために 

エンジンがかかっていないときは、エンジンスイッチを“ ACC ”または“〇 N ” 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動するとき 

_ 一度に30秒以上スターターをまわさないでください。 

籲 エンジンが冷えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンが始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イクニッシヨン)スイッチ(スマ-卜 I ントリ ■& スタ-トシステム黯車) 


電子キーを携帯して次の操作を行うことで、エンジンの始動または 
“エンジンスタートストップ”スイッチのモードを切りかえること 
ができます。 


■エンジンのかけ方 

Enm ) v° —キングブレーキがかかつていることを確認する 
Hffig シフトレバーが p の位置にあることを確認する 
fc _3| ブレーキべダ J レをしっかり踏む 


スイッチ上のインジケーターが緑色に点灯します。 
緑色に点灯していないと、エンジンは始動しません。 



エンジン スター トストップ” 
スイッチを押す 

エンジンが始動するまで最大30 
秒間スターターが回転します。 

完全にエンジンが始動するまで、 
ブレーキペダルを踏み続けてく 
ださい。 

“エンジンスタートストップ” 
スイッチのどのモードからでも) 
エンジンを始動できます。 
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2-1 .運転のしかた 


“エンジンスタートストップ”スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに“エンジンスタートストップ”スイッ 
チを押すと、モードを切りかえることができます。 

(スイツチを押すごとにモードが切りかわります） 



nOFF*^ 

非常点滅灯が使用できます。 
□アクセサリーモード 

オーディオ（装着車のみ）などの 
電装品が使用できます。 

スイッチ上のインジケーターが梧 
色に点灯します。 

B イグニッシヨン ON モード 
すべての電装品が使用できます。 

スイッチ上のインジケーターが梧 
色に点灯します。 

^シフトレバーが P 以外のときはア 
クセサリーモードになり、 OFF に 
なりません。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーが P にあるとき、1時間以上アクセサリーモードのままにしてお 
くと、“エンジンスタートストップ”スイッチが自動で〇 FF になります。 


■ 電子キーの電池の消耗について 


^ P . 25 

■スマートエントリー&スタートシステムが正常に働かないおそれのある彳犬況 

^ P . 26 

■ご留意いただきたいこと 

^ P . 27 

■エンジンが始動しないときは 

エンジンイモビライザーシステムが解除されていない可能性があります。 

“ P . 72) 

■ステアリングロックが解除できないときは 

“エンジンスタートストップ”スイッチ上 
のインジケーターが緑色に点滅します。 

八ンドルを左右に動かしながら、再操作し 
てください。 


■ “エンジンスタートストップ”スイッチ上のインジケーターが橙色に点滅した 
とぎは 

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

■ 電子キーの電池が切れたときは 

-^ P . 272 
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2-1 .運転のしかた 


^警告 

■エンジンを 始動するときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれがあります。 

■ 緊急時のエンジン停止方法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒以上“エンジンスタート 
ストップ”スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時以外は走行中に“エンジンスタートストップ”スイッチに 
ふれないでください。走行中にエンジンを停止しても八ンドルやブレーキの操 
作は可能ですが、操作力補助がなくなります。その場合は八ンドルとブレーキ 
の操作が困難になるため、安全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して 
ください。 


A 汪忌こ 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンがかかっていないときは、“エンジンスタートストップ”スイッチを 
アクセサリーモード、またはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置 
しないでください。 

■エンジンを 始動するとき 

•エンジンが 冷えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンが始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オートマチックトランスミッション 


4犬況に応じてシフトポジションを選択してください。 

► スマートエントリー&スター 
トシステム非装着車 

エンジンスイッチが‘‘ ON ” 
の状態で、 ブレーキ ペダル 
を踏んだまま操作します。 

► スマートエントリー&スター 
トシステム装着車 

“エンジン スター トス 
トップ”スイッチがイグ 
ニッション ON モードの状 
態で、ブレーキペダルを踏 
んだまま操作します。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキ 
ペダルを踏み、車を完全に止めてから 
行ってください。 

■シフトポジシヨンの使用目的 


■シフトレバーの動かし方 



シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力が伝わらない状態 

D 

通常走行％ 

S 

坂道走行 

巳 

急な下り坂走行 


%燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 


122 









































2-1 .運転のしかた 


口知識 

■リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブザーが鳴り、 R にあることを運転者に知らせます。 

■シフトレバーを P からシフトできないときは 

^ P . 313 

■ NAVI • AI-SHIFT * について 

メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステムの機能を利用した、高度な自動 
変速制御の機能です。 

使用方法は、別冊「ナビゲージヨンシステム取扱書」を参照してください。 


^警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化が、横すベりやスピンの原因になりますので注意してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


レノ（一操作により、次のように運転者の意思を表示することができます。 



a89c021 


n 左折 
□右折 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側方向指示 
火 T が点滅します。 

□ 右側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、右側方向指示 
灯が点滅します。 


□知識 
■作動条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ON ” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

■ 表示灯の点滅が異常に速くなったときは 

方向指示灯の電球が切れていないか確認してください。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


パーキングブレーキをかけるに 
は、右足でブレーキペダルを踏 
みながら、左足でパーキングブ 
レーキペダルを いつ ぱいまで踏 
み込む（再度踏み込むと解除さ 
れる） 


口知識 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

「寒冷時の運転」 “ P .192) の記載を参照してください。 

■ ノ（ーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

-^ P . 293 


A a 

■走行 前の注意 

パーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブレーキ 
の効きが悪くなったり、早く摩耗したりするおそれがあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



八ンドルの kT 周辺部を押す 
とホーンが鳴ります。 


口知識 

■八ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルが確実に固定されていることを確認してください。 

固定が不十分だと、ホーンが鳴らない場合があります。 （— P . 60) 
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2-2. メーターの見方 

計器類 


►アナログメーター 



n タコメーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

B 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

B シフトポジション表示灯 

現在のシフトポジションを表示します。 

□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

残量が一定以下になったときは、詳細残量を表示できます。 “ P .137) 

□スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

□表示切りかえボタン 

オドメーター/トリップメーター表示の切りかえができます。また、トリップ 
メーター表示中に押し続けると、走行距離が0にもどります。 (^ P . 130) 
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2-2. メーターの 見方 


B オドメーター/トリップメーター 
•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

• トリップ メーター 

リセットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、トリップ A ' トリップ巳の2種類で使い分けることができます。 

□ マルチインフオメーシヨンディスプレイ 
-^ P . 135 

0 DISP ボタン 

マルチインフォメーションディスプレイの表示を切りかえます。 （— P . 135) 
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2-2. メーターの 見方 



n タコ メーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

B 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

□シフトポジション表示灯 

現在のシフトポジションを表示します。 

□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

残量が一定以下になったときは、詳細残量を表示できます。 “ P .137) 

□スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

□表示切りかえボタン 

オドメーター/トリップメーター/メーター照度調整表示の切りかえができます。 
また、トリップメーター表示中に押し続けると、走行距離が◦にもどります。 
UP . 1 30) 



129 




























2-2. メーターの 見方 


B オドメーター/トリップメーター/メーター照度調整表示 
•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

• トリップ メーター 

リセットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、トリップ A ' トリップ巳の2種類で使い分けることができます。 
• メーター照度調整表示 
メーター照度を調整できます。 

□ マルチインフオメーシヨンディスプレイ 
-^ P . 135 

□ DISP ボタン 

マルチインフォメーションディスプレイの表示を切りかえます。 （— P . 135) 


表示の切りかえ 

ボタンを押すごとに次のように切りかわります。 

□オドメーター 
B トリップメーター八※ 1 
□ トリップメーター巳※ 1 
II メーター照度調整表示※ 2 

(オプテイト□ンメーターのみ） 

^ 1 押し続けると0にもどります。 
※と 押し続けると照度を調整できます。 
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2-2. メーターの 見方 


口知識 

■メーター • ディスプレイの作動条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ON ” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

メーター照度調整について（オプティト□ンメーター装着車） 

車幅灯消灯時と点灯時で、それぞれ明るさのレベルを調整することができます。 

■ メーター照度の減光制御について（オプティト□ンメーター装着車） 

ライトスイッチが ON になると、メーター照明が減光されます。 

ただし、車幅灯点灯時のメーター照度調整を最大にしてあるときは、ライトス 
イッチを ON にしてもメーター照明は減光されません。 


/ K 注意 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

籲タコ メーターの針がレッドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないようにしてください。 

籲 水温計の表示が上端まで達して点滅したときは、オーバーヒートのおそれがあ 
るので、ただちに安全な場所に停車してください。完全に冷えたあと、エンジ 
ンを確認してください。 （— P . 323) 
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2-2. メーターの 見方 

表示灯/警告灯 


メーター • センターパネル内の表示灯 • 警告灯でお車の:!犬況をお知ら 
せします。 

►アナログ メーター 



►オプテイト□ン メーター 



a89c027 
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2-2. メーターの 見方 


►センターパネル 



表示灯 

システムの作動状況を表示します。 



方向指爪表爪灯 

UP . 1 24) 


尾灯表爪灯* 

“ P . 1 39) 

zOOz 


へッドフイト 

上向き表示灯 （— P . 1 40) 

IO 


フロントフォグフイト 

表讓灯* “ P . 144) 

李 D 


スリップ表示灯*% 

“ P .151) 

m 

(点滅) 

VSC 〇 FF 表爪灯*-※ 

“ P . 1 52) 





め 


flasy 


クルーズコント□ール 
表示灯* “ P . 156) 

セキュリティ表示灯* 

“ P . 72) 

エコドライブインジケーター 
ランプ※ （— p . 1〇5) 

クリアランス ソナー 
表示灯* “ P .160) 


シフ 


、ポジション表示灯 （— P . 127,129) 


; 作動確認のためにエンジンスイッチを“ 0 N ”（スマートエントリー&ス 
タートシステム非装着車）、または“エンジンスタートスト ップ” スイ ッ 
チをイグ ニッシ ヨン 0 N モード（スマートエントリー&スタートシステム装 
着車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消!0します。 
点灯しない場合や点！ G したままのときはシステム異常のおそれがあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


■警告灯 

万一のシステム異常などを警告します。 （— P . 293) 


※つ_※つ_^1_※つ_※つ_※つ_※1 


(①） 

a 


Co 

p 

(@) 

©! 

氺 ※1 

氺 ※1 

氺 ※ l 

氺 

氺 

※2 



m 

vsc 

OFF 




m 



(点滅） 

氺 

(点滅) 

(点滅） 



春 

PASSENGER jlk 


aWr 

Jl 





(点滅) 


※ 1 作動確認のためにエンジンスイッチを“ ON ”（スマートエントリー& 
スタートシステム非装着車）、または“エンジンスタートストップ”ス 
イッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエントリー&スタートシステ 
ム装着車）にすると点！ 1 C [し、数秒後またはエンジンをかけると消！ 1 C [します。 
点灯しない場合や点灯したままのときはシステム異常のおそれがあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

※ 2 エンジンスイッチが “ ON ” （スマートエントリー&スタートシステム非 
装着車)、または“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨ 
ン ON モード（スマートエントリー&スタートシステム装着車）のとき、 
半ドア警告!)：：[の点灯に併せて、マルチインフォメーシヨンディスプレイ上 
に半ドア警告表示が表示されます。 （—P . 1 38) 


^警告 

■ 安全装置の警告灯が点灯しないときは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯が、エンジンスイッチを“〇 N ” 
(スマートエントリー&スタートシステム非装着車）、または“エンジンスタート 
ストップ”スイッチをイグニッシヨン〇 N モード（スマートエントリー&スター 
トシステム装着車）にしても点灯しない場合や点灯したままの場合は、事故にあっ 
たときに正しく作動せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡にっながる 
おそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


134 


$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 










































2-2. メーターの見方 

マルチインフォメーションデイスプレイ 


マルチインフォメーションディスプレイは、燃費や走行に関するさま 
ざまな情報を表示します。 



• 平均燃費 “ P . 1 36) 

• 瞬間燃費 “ P . 1 36) 

• 平均車速 “ P . 1 36) 

• 航続可能距離 （— P . 1 37) 
• 燃料詳細残量 （— P . 1 37) 


|表示切りかえ 




表示を切りかえるには、 DISP ボタ 
ンを押します。 


メーカー オプシヨンのナビ ゲー 
シヨンシステム装着車は、ステア 
U ングにある DISP スイツチで、表 
示を切りかえることができます。 
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2-2. メーターの 見方 


I 表示項目 


■平均燃費 


燃料を補給してからの平均燃費を表示します。 

• 表示される平均燃費は、参考として利用してください。 
• 燃料給油量が少量の場合、表示が更新されないことが 
あります。 

給油の際はエンジンスイッチを LOCK (スマートエン 
トリー&スタートシステム非装着車）または、“エンジ 
ンスタートストップ”スイッチを OFF (スマートエ 
ントリー&スタートシステム装着車）にしてください。 
万一、エンジンスイッチを LOCK または、“エンジン 
スタートストップ”スイッチを OFF にせず給油した 
場合、表示が更新されないことがあります。 


■ 瞬間燃費 


瞬間燃費 

I Zl L lkm/l 


現在の瞬間燃費を表示します。 


■平均車速 


平均車速 
I - f km/h 


リセットしてからの平均車速を表示します。 

リセットするには、平均車速表示中に DISP ボタン（また 
は DISP スイッチ％)を1秒以上押し続けます。 


※メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車 
(^ P . 135) 
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2-2. メーターの 見方 


現在の燃料残量で走行できるおよその距離を表示し 

よ9 〇 

• 表示される距離は過去の平均燃費をもとに算出される 
ため、表示される距離を実際に走行できるとは限りま 
せん。 

-燃料給油量が少量の場合、表示が更新されないことがあ 
ります。 

• 給油の際はエンジンスイッチを LOCK (スマートエン 
トリー&スタートシステム非装着車）または、“エンジ 
ンスタートストップ”スイッチを OFF (スマートエ 
ントリー&スタートシステム装着車）にしてください。 
万一、エンジンスイッチを LOCK または、“エンジン 
スタートストップ”スイッチを OFF にせず給油した 
場合、表示が更新されないことがあります。 


□知識 


燃料詳細残量表示について 

燃料計の残量表示が2つ以下のとき、詳細な残量を確認できます。 

確認するときは、マルチインフォメーション 
ディスプレイに航続可能距離が表示されて 
いる状態で、 DISP ボタン（または DISP ス 
イッチ％)を押します。 

約6秒間表示されたあと、航続可能距離の 
表示にもどります。 

%メーカーオプションのナビゲーションシステム 
装着車 (^ P . 1 35) 



■航続可能距離 


航続可能 

/-bhl km 
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2-2. メーターの 見方 


■半ドア警告表示について 

エンジンスイッチが" ON ”（スマートエン 
トリー&スタートシステム非装着車)、また 
は“エンジンスタートストップ”スイッ 
チがイグニッシヨン ON モード（スマート 
エントリー&スタートシステム装着車）の 
とき、半ドア警告灯 “ P . 297) の点灯に 
併せて表示されます。 

現在、開いているドアの位置（またはトラ 
ンクの状態）を確認できます。 

■バッテリー端子の脱着をしたときは 

バッテリー端子の脱着を行うと、次のデータはリセットされます。 

争平均燃費 
秦平均車速 
癱航続可能距離 



■低温 時の画面表示について 

画面の温度が極めて低いときは、画面表示の切りかえが遅れる場合があります 
ので、車内を暖めてください。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


自動*または手動でへッドライトなどを点灯できます。 

レバーの端をまわすと、次のようにライトが点灯します。 



a89c022 


D 車幅灯 • 尾灯 • 番号灯 • メー 
ター照明& 1 を点灯 
B 上記ライトとへツドライトを 
点灯 

□ へツ ドライト • 車幅灯などを 
自動点灯 • 消灯 
(コン ライト％ 2 装着車） 

1 アナログメーターのみ 
2 コンライトは、“エンジンスター 
トストツプ”スイツチがイグ 
ニツシヨン ON モードのときに使 
用でぎます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


|八イビームにするには 



n ライト点灯時八イビームに切り 
かえ 

レバーをもとの位置へもどすと□一 
ビームに ちどります。 

□レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点灯 

ライトが消灯していても、八イビーム 


が点灯します。 

レバーを離すと、口ービームにもど 
る、または消灯します。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


■手動光軸調整ダイヤル（八□ゲンヘッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライト 
の光軸を調整することができます。 

n 上向きに調整 
□下向きに調整 


a89c039 


■目盛り設定の目安 


乗員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

乗員 

荷物 

1.5 L FF 車 
(前輪駆動車） 

左記を除く車両 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席乗員 

なし 

0 

0 

全乗員 

なし 

1.5 

1.5 

全乗員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

1.5 

2 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

3 

3.5 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


□知識 

■ライトセンサー（コンライト装着車) 



センサーの上にものを置いたり、センサー 
をふさぐようなものをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光がさえ 
ぎられると、自動点灯•消灯機能が正常に 
働かなくなります。 


■ライト消し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン〇 N モードで、ライ 
トスイッチが OFF 以外の場合に働きます。 

•ライトスイッチを〇 FF にしないまま、“エンジンスタートストップ”ス 
イッチをアクセサリーモード、または OFF にして運転席ドアを開けると、点 
灯していた車幅灯などが自動で消灯します。 

•再びライトを点灯する場合は、“エンジンスタートストップ”スイッチを 
イグニッシヨン〇 N モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、 
再度#または言 D の位置にします。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


■ライト消し忘れ警告ブザー 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
•エンジンスイッチが“ LOCK ”のときに働きます。 

•ライトスイッチが籲または ID の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとき警告音（“ピー’’という連続音）が鳴ります。 

►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

ライト消し忘れ防止機能が働かない場合に作動します。 

• “エンジンスタートストップ”スイッチが〇 FF のときに働きます。 

•ライトスイッチが • または ID の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとき警告音（“ピー’’という連続音）が鳴ります。 

■オートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車がまぶしくないように、乗車人数 • 荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ PJ5 売店で設定可能な機能 

コンライト装着車は、ライトセンサーの感度の設定などを変更できます。 
(カスタマイズー覧： -^ P . 338) 


| 汪 fe 、 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 

フロントフォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天候下での視界を確保します。 



D 消灯する 
B 点灯する 


口知識 

■点灯条件 

へッドライトまたは車幅灯が点灯しているときに使用できます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 

ワイバー&ウォッシヤー（フロント) 


INT を選択しているとき、間欠作動の頻度を調整することができます。 

次のようにレノ（一を操作して、ワイノ〈一の作動を選択します。 

n 間欠作動 ( int ) 

□低速作動 ( L 0) 

□高速作動 （ HI ) 

B —時作動 （ MIST ) 





B 間欠ワイパーの作動頻度(減) 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増) 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 



□ ウォッシャー液を出す 

ワイパーが連動して作動します 


口知識 

■作動条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ON ” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズル 
のつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


汪 fe 、 

■フロン トガラスが乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれがあります。 

■ウォッシャー 液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプが故障するおそれがあります。 

■ノズルが つまったときは 

ノズルがつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルが損傷するおそれがあります。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 

ワイパー&ウォッシヤー（リヤ ）* 


次のようにレバーの端をまわして、ワイパーの作動を選択します。 



通常作動 

ウォッシャー液を出す 
(ワイパー作動中） 
ウォッシャー液を出す 
(ワイパー停止中） 


口矢卩識 

■作動条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ON ” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズル 
のつまりを点検してください。 
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$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 















2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 


汪 fe、 

■ リヤウインドウガラスが乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれがあります。 

■ウォッシャー 液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプが故障するおそれがあります。 

■ノズルが つまったときは 

ノズルがつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルが損傷するおそれがあります。 
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2-3. ライトのつけ方 • ワイパーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フロントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために 
お使いください。 



ON / OFF を切りかえる 

フロントワイパーデアイサーは、 
約15分で自動的に OFF になり 
ます。 


^警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部、および運転席側フロントピラー横の表面が熱 
くなつており、やけどをするおそれがあるのでふれないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























2-4. その他の走行装置の使い方 

運転を補助する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて次の装置が 
自動で作動します。ただし、これらの装置は補助的なものなので、過 
信せずに運転には十分に注意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時や、すべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤのロックを防ぎ、 
スリップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、より大きなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリティコント□ール）* 

急な八ンドル操作や、すべりやすい路面で旋回するときに横すべりを抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□ー ル）* 

すべりやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保 
します。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


|VSC • TRC が作動しているとき 


車両が横すベりしそうになったと 
き、駆動輪が空転したときは、 
VSC • TRC の作動を表示するため 
に、スリップ表示灯が点滅します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| TRC や VSC を停止するには 


ぬかるみや新雪などから脱出するときに、 TRC や VSC が作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでもエンジンの出力が上がらず、脱出が 
困難な場合があります。このようなときに VSC OFF スイッチを押すこ 
とにより、脱出しやすくなります。 


■ TRC を停止するには 




TRC を停止するにはスイッチを 
押す 

スリップ表示灯が点灯します。 

もう一度スイッチを押すと、システム 
作動可能状態にもどります。 


TRC と VSC を停止するには停車 
時にスイッチを押し、約3秒以上 
保持する 

スリップ表示灯と VSC OFF 表示灯 
が点!0します。 

もう一度スイッチを押すと、システム 
作動可能状態にもどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


£矢卩識 

ABS • ブレーキアシスト • VSC • TRC の作動音と振動 

•エンジン始動時や発進直後、ブレーキペダルをくり返し踏んだときに、エン 
ジンルームから作動音が聞こえることがありますが、異常ではありません。 

_上記のシステムが作動すると、次のような現象が発生することがあります 
が、異常ではありません。 

• 車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後もモーター音が聞こえる 

• ABS の作動時に、ブレーキペダルが小刻みに動く 

• ABS の作動終了後、ブレーキペダルが少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとき、モーターの音 （ “ウィーン”という音）が聞こえ 
ることがありますが、異常ではありません。 

TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、エンジンを停止すると自動的に TRC と 
VSC は作動可能状態にもどります。 

TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速が高くなると TRC は作動を再開し 
ます。ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再 
開はありません。 

EPS の効果が下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果が下がり八ンドルが重く感じられる 
ようになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを 
停止してください。10分程度でもとの状態にもどります。 



153 





2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

•タイヤの グリップ性能の限界をこえたとき 

(雲に覆われた路面を過剰に摩耗したタイヤで走行するときなど） 

•雨で ぬれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象が発生したとき 

■ ABS が作動することで、制動距離が通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。次の状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

•泥 • 砂利の道路や積雪路を走行しているとき 

•タイヤ チェーンを装着しているとき 

•道路の つなぎ目など、段差をこえたとき 

•凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとき 

■ TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC が作動していても、車両の方向安定性や駆動力 
が得られないことがあります。車両の方向安定性や駆動力を失うような状況で 
は、特に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示灯が点滅しているときは 

VSC が作動中であることを知らせています。常に安全運転を心がけてください。 
無謀な運転は思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。表示灯が点滅した 
ら、特に慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にするときは 

TRC や VSC は駆動力や車両の方向安定性を確保しようとするシステムです。 
そのため、必要なとき以外は TRC • VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたときは、路面状況に応じた速度で、特に慎 
重な運転を心がけてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■タイヤを 交換するときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド • トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 （— P . 335) 
異なったタイヤを装着すると 、 ABS • VSC が正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題があるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につながるおそれがあ 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコントロール* 


アクセルペダルを踏まなくても、一定の速度で走行できます。 



D クルーズコント□ール表示灯 
B クルーズコント□ールスイッチ 



〇 N - OFF スイッチを押して、シ 
ステムを ON にする 

メーター 内のクルーズコント □一 
ル表示灯が点！ C [します。 

OFF にするには、再度スイッチを 
押します。 


希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定する 

レバーを離したときの速度で定速 
走行できます。 
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$:車両型式などで異なる装備やオプション装備 














































2-4. その他の走行装置の使い方 


■設定速度をかえるには 

設定速度をかえるには、希望の速度になるまでレノ（一を操作しま 
す。 

D 速度を上げる 
□速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽 
く操作して手を離す 

調整：希望の車速になるまでレ 
バーを保持する 


設定速度は、次の通りに増減されます： 

微調整：レバー操作するごとに約 1.6km/h 
調整：レバーを保持する間 

■ 定速走行を解除する • 復帰させる 

n 解除するには、レバーを手前 
に引く 

ブレーキを 踏んだときも解除され 
ます。 

□定速走行にもどすには、レ 
バーを 上げる 

レバーを上げると、もとの定速走 
行にもどります。ただし、実際の 
速度が約40 km/h 以下になると 
設定速度が消去されるため、復帰 
しません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


□知識 

■設定条件について 

•シフトレバーが D または S のとき設定できます。 

籲速度は約40〜100 km/h の範囲で設定できます。 

■ 車速設定後の加速について 

•通常走行と同様にアクセルで加速できます。加速後、設定車速までもどりま 
す。 

•クルーズコント□ールを解除しなくても、希望の速度まで加速して、レバー 
を下げることにより設定車速を変更することができます。 

■定速走行の自動解除 

次のとき、自動的に定速走行が解除されます。 

_設定速度より実際の速度が約16 km/h 以上低下した 
•実際の速度が約40 km/h 以下になった 
_VSC が作動した* 

■定速走行中にクルーズコント□ール表示灯が点滅したときは 

〇 N-0FF スイッチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定できないとき、またはすぐに解除されるときは、システム異常のおそれが 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ールを使用しないときは、 ON-OFF スイッチでシステムを 
〇 FF にしてください。 

■クルーズ コント□ールを使用してはいけない状況 

次の状況では、クルーズコント□ールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•交通量の 多い道 
•急カーブの ある道 
•曲がりくねった 道 

•雨天 時や、凍結路、積雲路などのすべりやすい路面 
籲 急な下り坂 

急な下り坂では設定車速以上になることがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クリアランスソナバックソナー* 


低速（約10 km / h 以下）で運転しているときに、車両前後のソナー 
で感知した障害物と車両とのおおよその距離を、メーター内の表示灯 
とブザー音でお知らせする補助装置です。 



■使用するときは 



n クリアランスソナー表示灯 
0クリアランスソナースイツチ 


スイッチを押す 

クリアランスソナー表示灯が点火 1 
し、ブザーが鳴ります。 

再度押すと解除され、表示灯が消 
灯します。 


■クリアランスソナー表示灯 



D フロントコーナーソナー表示 
B リヤコーナーソナー表示 
B バックソナー表示 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


センサーの位置 • 種類 



D フロント コーナー センサー 
B リヤ コーナー センサー 
B バックセンサー 


運転するときに 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[距離表示の見方 


クリアランスソナー&バックソナーが作動したとき、障害物と車両との 
おおよその距離をメーター内の表示灯•ブザー音の変化でお知らせします。 

■フロント コーナーソナー 


障害物までの 
おおよその距離 

表示灯の状態 


助手席側への 
接近時 

運転席側への 
接近時 

ブザー音 

約50〜37.5 cm 

::4 :し 

9 

塵 : :k 

9 

ピッピッピッ 
(断続音） 


(点滅） 

(点滅） 


約37.5〜25 cm 

: ¥ b 

(速い点滅） 

、去 〆 

(速い点滅） 

ピピピピ 
(速い断続音） 

約25 cm 以下 

•B 

B . 

ピー 

(連続音） 


(点灯） 

(点灯） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ リヤ コーナーソナー 


障害物までの 
おおよその距離 

表示灯の状態 


助手席側への 
接近時 

運転席側への 
接近時 

ブザー音 

約50 〜 37.5 cm 

、パ S 

B に’ 

ピッピッピッ 
(断続音） 


(点滅） 

(点滅） 


約37.5 〜 25 cm 


B 十 

ピピピピ 
(速い断続音） 


(速い点滅） 

(速い点滅） 


約25 cm 以下 

•0 

0 # 

ピー 

(連続音） 


(点灯） 

(点灯） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■バック ソナー 


障害物までの 
おおよその距離 

表示灯の状態 

ブザー音 

約"1 50〜60 cm 

S 

：：：•：：： 

(遅い点滅） 

ピッピッピッ 
(遅い断続音） 

約60〜45 cm 

B 

_.劣" 

(点滅） 

ピッピッピッ 
(断続音） 

約45〜35 cm 

S 

* 

(速い点滅） 

ピピピピ 
(速い断続音） 

約35 cm 以下 

S 

(点灯） 

ピー 

(連続音） 


164 










2-4. その他の走行装置の使い方 


r 障害物を複数箇所で同時に感知したとき 

障害物を複数箇所で同時に感知したときは、次のようにブザー音がかわ 

ります。 

■障害物をフロント コーナーソナー またはリヤ コーナーソナーで 

感知しているとき 

• 障害物を約25 cm 以内に感知している状態(ブザー連続音作動中） 
で、他の部位で新たに障害物を感知すると、ブザー音は「ピピピピ 
ピピピピー」をくり返します。 

• 障害物を約25 cm 以内に感知している状態(ブザー連続音作動中） 
で、他の部位も約25 cm 以内に障害物を感知すると、ブザー音は 
「ピピピピー」をくり返します。 

■障害物をバックソナーで感知しているとき 

• 障害物を約35 cm 以内に感知している状態(ブザー連続音作動中） 
で、他の部位で新たに障害物を感知すると、ブザー音は「ピピピピ 
ピピピピー」をくり返します。 

• 障害物を約35 cm 以内に感知している状態(ブザー連続音作動中） 
で、他の部位も約25 cm 以内に障害物を感知すると、ブザー音は 
「ピピピピー」をくり返します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[障害物を感知する範囲 



□約5〇 cm 
□約 "I 50 cm 

センサーが感知できる範囲は左図の範囲 
のみです。障害物がセンサーに近付きす 
ぎると感知できません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


£矢卩識 
作動条件 

クリアランスソナースイッチが ON で、それぞれ次の条件がすべて満たされて 
いるときに作動します。 

►フロント コーナーソナー 

• “エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードの 
とぎ 

籲シフトレノ（一が P 以外にあるとき 
癱車両の速度が約10 km/h 以下のとき 
► リヤ コーナーソナー • バック ソナー 

籲“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードの 
とぎ 

籲シフトレバーが R にあるとき 

■クリアランスソナー&バックソナーの異常表示 • 警報 

障害物を感知していないときに、ソナーの異常が発生した場合は、メーター内 
の表示灯が点滅すると同時に、異常を知らせるブザーが約7秒間鳴ります。 
UP. 296, 297) 

いったん異常が検知されると、“エンジンスタートストップ”スイッチがイク' 
ニッシヨン ON モード、およびクリアランスソナースイッチ （—P. 160) が 
0N のとき、異常が解消されるまで常に異常表示されたままになります。 

■オーディオ（装着車のみ） • エアコンの使用時は 

音楽やファンの音などにより、クリアランスソナー&バックソナーのブザー音 
が聞きとりづらくなる場合があります。 

販売店で設定可能な機能 

クリアランスソナー&バックソナーのブザー音量と、バックソナーの感知開始 
距離を変更することができます。（カスタマイズー覧： —P. 338) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■使用 時の注意 

必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

•車両の 速度が約 10 km / h をこえないようにしてください。 

•ソナ ーの感知範囲 • 作動速度には限界があります。車を前進 • 後退するとき 
は、必ず車両周辺（特に車両側面など）ソナー感知範囲外の安全を確認し、ブ 
レーキで 車速を十分に制御し、ゆっくり運転してください。（また、制動距離 
は雨 • 砂利などの路面状況により変化するため注意してください） 

• ソナーの感知範囲は車両コーナー部と後部のバンパー周辺に限られます。 

-障害物の形状•条件によっては感知できる距離が短くなることや、感知で 
きないことがあります。 

-障害物の感知後、表示灯が作動してブザーが鳴るまでに多少時間がかかり 
ます。極低速走行時でも、表示灯が作動してブザーが鳴る前に、障害物ま 
で約25 cm 以内（バックソナーは約35 cm 以内）に接近するおそれが 
あります。 

•ソナ ーが感知する範囲にはアクセサリー用品などを取り付けないでください。 
クリアランスソナー&バックソナーが正常に作動せず、思わぬ事故につなが 
るおそれがあり危険です。 

_ 異常表示 （— P . 296, 297) が出ている場合、まずセンサーの状態を確認し 
てください。氷•雲 • 泥がないのに異常表示が出ている場合は、センサーの異 
常が考えられますのでトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■センサー について 

次のときクリアランスソナー&バックソナーが正常に作動しないことがあり、 
思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。注意して運転してください。 

•センサーに 氷•雲•泥などが付着したとき（取り除けば、正常に復帰します） 

_ センサー部が凍結したとき（解ければ、正常に復帰します） 

特に低温時には凍結などにより異常表示が出たり、障害物があっても感知しな 
いことがあります。 

•センサーを 手などでふさいだとき 
•炎天下 や寒冷時 

•凸凹 道 • 坂道 • 砂利道 • 草むら走行時など 

離 他車のホーン • オートバイのエンジン音 • 大型車のエアブレーキ音 • 他車のク 
リアランスソナーなどの超音波を発生するものが近付いたとき 

•どしゃぶり の雨や水しぶきがかかったとき 
• 車両姿勢が大きく傾いたとき 

•市販の フェンダーポール • 無線機アンテナを車に付けたとき 
•背の 高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとき 
•標識な どの物体によっては感知距離が短くなります。 

籲 バンノ v° —真下付近は感知しません。 

センサーより低い物体や細い杭などは、一度感知しても接近すると突然感知し 
なくなることがあります。 

•センサーに 障害物が近付きすぎたとき 

•バンパー やセンサー部付近にものをぶつけたときや、たたくなどの強い衝撃を 
与えたとき 

• トヨタ純正品以外のサスペンションを取り付けたとき 

障害物の形状 • 条件によっては感知できる範囲が短くなることや、感知できな 
いことがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^警告 

■正確に 感知できないことがある障害物 

次のようなものは感知しないことがあります。注意して運転してください。 

•針金 •フェンス • ロープなどの細かいもの 

•綿 • ■などの音波を吸収しやすいもの 

•鋭角 的な形のもの 

• 背が高く上部が張り出しているもの 

•背の 低いもの 

特に人は衣類の種類によっても感知できない場合がありますので、常に目視で 
確認してください。 


A 注意 
■使用 時の注意 

次のとき、ソナーの異常などにより装置が正常に作動しなくなっているおそれ 
があります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

•スイッチを ON にしてもブザーが鳴らないとき 

籲 障害物を感知していない状態で、クリアランスソナー表示灯が点滅し、ブザー 
が鳴ったとき 

籲 センサー部付近にものをぶつけたときや、たたくなどの強い衝撃を与えたとき 
•バンパーを ぶつけたとき 

•ブザー 音がしないのにクリアランスソナー表示灯が点灯したままのとき 

■洗車 時の注意 

高圧洗車機を使用して洗車するときは、センサー （— P . 161) に直接水をあて 
ないでください。強い水圧により衝撃が加わり、正常に作動しなくなるおそれ 
があります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ETC システム* 


ETC (エレクト□ニック!^ールコレクション）システムは、有料道路 
の通過をスムーズに行うために、自動で料金を精算するシステムです。 
路側無線装置と車両の ETC ユニットとのあいだで通信を行い、料金 
はお客様が登録された ETC カードの引き落とし口座から後日引き落 
とされます。 



料金所の ETC レーンに設置されています。 

進入車両に対し、メッセージを表示します。 

□発進制御装置（開閉バー） 

料金所の ETC レーンに、必要に応じて設置されています。 

通過車両の発進 • 停止を制御するもので、通信が正常に行われると開きます。 

B 路側無線装置 

料金所の ETC レーンに設置されています。 

料金精算のため、車両の ETC ユニットとの通信を行うためのアンテナです。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


□ ETC ュニット 

車両に装着されています。 

ETC カードに格納されている、料金精算に必要なデータを路側無線装置と通信 
するための機器です。 

B ETC カード 

ETC ユニットに装着する、 1 C チップを搭載した ETC ユニット用カードです。 
1 C チップに、料金精算に必要なデータを保持します。 


□知識 


■メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車では 

タッチパネルでの各種設定操作や、ディスプレイ表示によるインフォメーショ 
ンなど、ナビゲーションシステムと連動した機能を利用できます。 

詳しくは別冊の「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


^警告 

■ご 利用の前に 

安全のため、運転者は走行中に ETC カードの抜き挿し、および ETC ユニット 
の操作を極力しないでください。 

走行中の操作は、八ンドル操作を誤るなど思わぬ事故につながるおそれがあり 
危険です。車を停車させてから操作をしてください。 


A 汪 fe 、 

■その他の サービス（スマート 1 C など）ご利用時は 

その他 、 ETC ユニッ トを用いたサービス（スマート 1 C など）には、さまざまな 
制約があります。サービス提供者が案内する利用方法をご確認ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


汪 fe 、 

■ ETC カードを挿入する前に 

ETC カードの有効期限切れにご注意ください。 ETC カードの有効期限が切れて 

いると、開閉バーが開きません。お手持ちの ETC カードに記載された、有効期 

限をあらかじめ確認してください。 

■ ETC カードを挿入したあとに 

• ETC を利用する際は、あらかじめ ETC 力ードが確実に ETC ユニットに挿入 
されていることと、 ETC ユニットが正常に作動していることを確認してくだ 
さい。 

• ETC ユニットが ETC 力ードを認証するまでには数秒かかりますので、料金所 
手前での ETC カードの挿入はエラーの原因となる場合があります。 

■料金所を 通過するときは 

• ETC レーンに進入するときは、十分な車間距離をとり、約 20 km / h 以下の安 
全な速度で進入してください。 

• ETC レーンに設置されている開閉バーは、 ETC ユニットと路側無線装置のあ 
いだの通信、あるいは ETC ユニットと ETC カードとの通信が正常に行われ 
なかった場合は、開かないことがありますのでご注意ください。 

• ETC レーンを通行するときは、前車との車間距離を保持した上で、開閉バー 
の手前で安全に停止できるように十分に減速し、開閉バーが開いたことを確認 
してから通行してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


ETC ユニットについて 

■取り付け位置 



センターボックス （— P . 224) 内 
にあります。 

►スマートエントリ ー& スタートシ 
ステ厶非装着車 

エンジンスイッチを“ ACC ”また 
は“ ON ”にすると、 ETC ュニッ 
卜の電源が入ります。 

►スマートエントリ ー& スタートシ 
ステム装着車 

“エンジン スター トストップ” 
スイッチをアクセサリーモード、 
またはイグニッシヨン ON モード 
にすると、 ETC ユニットの電源が 
入ります。 


■ 各部の名称 



b d □ 

a50c026 


D 利用履歴確認スイッチ 
□スピーカー部 
B 緑ランプ 
D 橙ランプ 
0イジェクトスイッチ 
□ ETC カード挿入口 
B 音量調整スイッチ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


£矢卩識 

ETC を利用する前に 

はじめて ETC システムを利用するときは、あらかじめ ETC ユニットのセット 
アップ手続きが必要です。 

•詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

•セットアップ手続きには、別途費用が必要です。 

適合シールについて 

本製品は電波法の基準に適合しています。製品に貼り付けられているシールは 
その証明ですので、はがさないでください。 

また、本製品を分解•改造すると、法律により罰せられることがあります。 

フロントウインドウガラスの汚れや積雪がひどい場合は 
それらを取り除いてください。 

お車のナンバープレートが変更になった場合は 

再度 ETC ユニットのセツトアップ手続きが必要になりますので、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


汪 fe 、 

■取り扱い 上の注意 

•路側 無線装置との通信のさまたげにならないよう、 ETC ユニットのアンテナ 
(インストルメントパネル中央付近に内蔵されています）上方にはものを置か 
ないでください。 

• ETC ユニットの内部に異物などを入れないでください。 ETC ユニットが故障 
するおそれがあります。 

參 ETC ユニットに衝撃を与えないでください。 ETC ユニットが故障、破損する 
おそれがあります。 

籲 ぬれた手で ETC ユニットにふれたり、水（液体など）を付着させないでくだ 
さい。 ETC ユニット内部に水が入り、故障•破損するおそれがあります。 

•汚れた ときは、やわらかい乾いた布で汚れをふき取ってください。ワックス • 
シンナー • アルコールなどは絶対に使用しないでください。 ETC ユニットが 
変形 • 故障する場合があります。 

•車両 1台に対して複数の ETC ユニットを取り付けると、ゲートの開閉バーが開 
かないことがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| ETC カードについて 


ETC カードの取得には、お客様自身 
による、別途申し込みが必要です。 


A 汪ぢ 

■取り扱い 上の注意 

• ETC カードの取り扱いについては、 ETC カード発行会社の提示する注意事項 
に従ってください。 

• ETC カードには有効期限があります。 

有効期限内の ETC 力ードをご利用ください。有効期限切れ ETC 力ードでは、 
開閉バーが開きません。 

•セ □八ンテープ•シールなどが貼ってある ETC 力ードや金属端子 （1 C チップ) 
が汚れている ETC カードは使用しないでください。 

ETC ユニットが正常に作動しなくなったり、 ETC カードが取り出せなくなる 
など、故障の原因となるおそれがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ETC カードを挿入する 

1 I 

► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを "ACC ” または " ON ” にする 

ETC ユニットの緑ランプと橙ランプが同時に点灯し、しばらくすると消灯し 
ます。 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ”スイッチをアクセサリーモード、または 
イグニッシヨン〇 N モードにする 

ETC ユニットの緑ランプと橙ランプが同時に点!0し、しばらくすると消釘し 
ます。 



センターボックス （—P. 224) の 
フタを開けて、 ETC カードを挿入 
する 

図のように正しい向きでしっかりと 
挿し込みます。 

「ピッ」とブザーが鳴り、緑ランプが 
点滅します。 


E 3113 I E 丁 G 力ードが認証される 


正しく認証された場合： 


音声案内％ 

「ポーン ETC 力ードが挿入されました」 

ETC ユニット 

緑ランプが点灯したまま 


ETC システムは、この状態でご利用ください。 

&メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車では、エンジン 
始動後、すぐに ETC カードを挿入すると音声案内、表示案内されな 
いことがあります。 

正しく認証されなかった場合： 

橙ランプが点滅し、統ーエラーコード （—P. 187) を音声でお知らせ 
します。 


手順 


互センターボックスのフタを閉じる 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■橙ランプが点灯しているときは 

ETC ユニットのセットアップ手続きができていないので使用できません。 

■有効期限切れ • 解約済みの ETC カードを挿入したときは 

•エラー表示はされませんが、開閉バーは開きません。 

• ETC と連動するナビゲーシヨンシステム％を装着されている場合、有効期限 
切れ通知機能が働きます。 （— P . 1 80) 

^装着されたナビゲーシヨンシステムの機種によっては、通知が行われない場合があり 
ます。 


A 汪 M 

■緑 ランプが点滅しているときは 

ETC カードを抜かないでください。 

ETC カード内のデータが破損するおそれがあります。 

■エラーが 発生したときは 

ETC ュニッ トや ETC カードにエラーが発生した場合は、橙ランプが点滅し、 
統ーエラーコードを音声でお知らせします。 

「統ー エラー コードー覧」 “ P .187) の記載に従って対処してください。 
■エンジン 始動時にエラーが発生したときは 

いったんエンジンを停止させ、再度始動してみてください。 

エラーが解消しないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ ETC カード挿入時にエラーが発生したときは 

いったん ETC カードを抜き、挿入方向を確認して、再度挿し込んでみてください。 
エラーが解消しないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| etc カードを抜き取る 


iimn 安全な場所に停車する 

E ヨ 1121 センターボックス (— P . 224) のフタを開ける 


手順 


® エンジンを停止する前に±を押す 


ETC カードを抜き取る前にエンジンを停止すると、「カード抜き忘れ警 
告」でお知らせします。 


手順 

手順 


互 ETC ユニットから ETC カードを抜き取る 
互センターボックスのフタを閉じる 


|有効期限切れ通知 

ETC と連動するナビゲーションシステム％ 1 を装着されている場合、 
ETC カードを挿入したとき、または ETC カード挿入状態で次の操作を 
したとき、下表のように有効期限切れ通知が行われます。 

►スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを‘‘ ACC ”または“ ON ”にしたとき 
►スマートエントリ ー& スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチをアクセサリーモード、またはイグニッ 
シヨン ON モードにしたとき 


ETC カードの状態 

音声案内％ 2 

画面表爪& 2 

有効期限まで1ヶ月 
以内の場合 

「ボーン ETC カードの有効 
期限は今月末ですカード 
をお確かめください」 

「ETC カードの有効期限は 
今月末ですカードをお確 
かめください」 

有効期限切れの場合 

「ポーン ETC カードの有効 
期限が切れています」 

「ETC カードの有効期限 
が切れています」 


^ 1 装着されたナビゲーシヨンシステムの機種によっては、通知が行われない場合が 
あります。 

% 2 エンジン始動後、すぐに ETC カードを挿入すると、音声案内および画面表示が 
されないことがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■ ETC カードの盗難を防ぐために 

ETC カードを残したまま、お車から離れないでください。 

■カード抜き忘れ警告 

ETC カードを抜き取る前にエンジンを停止すると、 「ピーカードが残っていま 
す」 という音声でお知らせします。 

•音量を0に設定した場合は、 「ピー」 というブザー音のみでお知らせします。 
籲この機能を働かないようにする（〇 FF にする）ことができます。 

■カード抜き忘れ警告の設定変更 

ETC カードが挿入され、緑ランプが点灯している状態で["履歴|と |% L | を同時 
に押し続けてください。（約2秒間） 

•操作をするごとに 「ピッピッ」 と音がし、機能の〇 N/OFF が切りかわります。 
籲操作は、安全な場所に停車した上で行ってください。 


A 汪 fe、 

■お 車から離れるときは 

ETC カードを車内に残したままにしないでください。車内の温度上昇により、 
ETC カードが変形したり、 ETC カード内のデータが破損するおそれがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| etc 利用中のランプ表示と通知音について 

車両走行中は、状況に応じて ETC ユニットのランプ表示がかわり、併せて 
音で通知されます。 


■ ETC ゲート（入口） • 検札所 • 予告アンテナ • ETC カード未挿入 
お知らせアンテナを通過したとき 


予告アンテナ/ ETC カード未挿入 


お知らせアンテナ 



車両 車両 


通信が正常に行われた場合： 


ランプ 

表示 

緑ランプが点灯した 
まま 

通知音％ 

「ピンポン」 


^ETC カード未挿入お知らせアンテナ 
を通過したときは、通知されません。 

通信が正常に行われなかった場合： 
措ランプが点滅し、統ーエラーコード 
を音でお知らせします。 

「統ー エラーコード ー覧」 （—P. 187) 
の記載に従つて対処してください。 


ETC ゲート（出口/精算用）を通過したとき 


開閉八'一 

、 

[ 

レ 

] 

車両 

_ む方^ 向！ a89c014a 


通信が正常に行われた場合： 


ランプ 

表示 

緑色ランプが点灯し 
たまま 

通知音 

「ピンポン」 

案内 

通行料金を通知 


通信が正常に行われなかった場合： 
橙ランプが点滅し、統ー エラー コード 
を音でお知らせします。 

「統ー エラーコード ー覧」 （—P . 187) 
の記載に従って対処してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


£矢卩識 

通知音について 

道路側システムにより通信が正常に行われた場合、1つの ETC ゲートで2回通 
知されることがあります。 

道路設備について 

•予告アンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユニットと通信し、 ETC ゲート 
を利用できるかどうかを ETC ユニットを通じて運転者にあらかじめ通知す 
るためのアンテナです。 

• ETC カード未挿入お知らせアンテナは、料金所の手前などに設置され、 ETC 
ユニッ トと通イ言し、 ETC ユニッ トに正しく ETC 力ードが挿入されていない 
場合に、 ETC ユニッ トを通じて運転者にあらかじめ通知するためのアンテナ 
です。 

•予告アンテナ • ETC カード未挿入お知らせアンテナは、道路側のシステムに 
より、設置されている場合と設置されていない場合があります。 

ETC カードを挿入しないまま走行したときは 

ETC カードが未挿入の状態で、予告アンテナや ETC カード未挿入お知らせアン 
テナを通過した場合は、橙ランプが点滅し、 「ピー ETC をご利用できません ％ 1 」 
という音声でお知らせします。これは、 ETC システムが利用できないことを通 
知するもので、 ETC ユニットの故障ではありません。 

※ 1 メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車では、 「ボーン ETC ゲートを 
通過できません」 または 「ボーン ETC カードが挿入されていません」 という音声に 

なります。 

通行料金の通知について 

•通知される通行料金は、割り弓 I きなどにより実際と異なる場合があります。 

•他のナビ案内などと重なったときは、通行料金が案内されないことがあり 
ます。％ 2 

* 2 メーカーオプシヨンのナピゲーシヨンシステム装着車 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


汪 fe、 

■走行 時の注意 

籲走 行中、運転者は ETC ユニットのランプ表示を見ないでください。 

• ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 

• ETC ゲート通過時は、 ETC ゲート付近に表示されている案内に従って走行し 
てください。 

• ETC ゲートの開閉ノ（一が開かない場合は、料金所係員の指示に従ってください。 
•その他、 道路事業者の発行する利用方法に従ってください。 

•必ず、 ETC ゲート（入口）で使用した ETC 力ードで、 ETC ゲート（出口/ 
精算用）または検札所を通過してください。 

• ETC カード未挿入お知らせアンテナ • ETC ゲート • 検札所 • 予告アンテナ付 
近では、 ETC カードを抜かないでください。 ETC カード内のデータが破損す 
るおそれがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


利用履歴の確認 


有料道路の利用日および通行料金を音声で確認できます。 

停車中で、 ETC カードが挿入され、緑ランプが点灯しているときに利用 
でぎます。 




履歴 


を押す 


最新の利用履歴が案内されます。 
[2] 履歴をさかのぼるときは再度 


履歴 


を押す 


押すごとに古い利用履歴に切りかわります。 

最も過去の履歴の次は、最新の履歴にもどります。 

を押した場合は、最新の利用 


案内終了後、約1秒以上たってから 
履歴から案内されます。 


履歴 


□知識 


利用履歴について 

•利用履歴は ETC カードに記録されるため、記録件数は使用する ETC カードに 
より異なります。（最大100件） 

籲利用履歴の最大記録件数をこえた場合は、最も古い利用履歴が消去されます。 
籲利用履歴がない場合は、 「利用履歴はありません」 と案内されます。 

•利用日の情報が正しくない場合は、 「利用日付は不明です」 と案内されます。 
•通行料金の情報が正しくない場合は、 「料金は不明です」 と案内されます。 


A 注意 


■使用 時の注意 

ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行わないでください。路側無線装置と 
通信ができなくなるおそれがあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[音量調整 



□ 音量大 
B 音量小 


調整結果が音声で案内されます。 


立 

日里 

日^ 1 5^内 

1〜8 

「音量 〇〇 です」 

0 

「音声案内を中止しま 
す」 


□知識 


■音量調整について 

•音量調整は、次のような案内に有効です。 

-未セットアップ状態の通知 
-エラー発生時のブザー音 
-カード抜き忘れ警告 
-利用履歴の確認 
• 音量調整時の案内 

•音声案内を中止（音量 0) に設定してあっても、エラー発生時には音量1で 
出力されます。 

• ETC ユニットが未セットアップ状態(セットアップ手続きをしていない状態) 
の通知は、 ETC ユニットを消音（音量 0) にすると出力されません。 


記録された統ーエラーコードの確認 


ETC ユニットは、最後に発生した統ーエラーコード “ P .187) を記録 
しています。次の手順で確認できます。 


EMU ETC 力 

21 歴 


ドを抜く（カードが挿入されている場合のみ） 
を押し続ける（約2秒以上） 
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最後に発生した統ーエラーコードを音声でお知らせします。 




































2-4. その他の走行装置の使い方 


■統一- L ： フー」ードー見 

ETC の利用中にエラーが発生したときは、問題の概要と共に、統一 
エラーコード（エラー01〜 07) を音声でお知らせします。 

次の表に従って、それぞれ対処してください。 


統ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

01 

ETC カード 
挿入異常 

• 通信時に ETC カードが 
挿入されていない 
- ETC カードの挿入状態 
が悪い 

ETC カードの挿入状態を 
ご確認の上、再度挿入し 
てください。 

02 

データ処理 

異常 

• ETC カードへの読み出 
し、書き込みエラー 
- ETC 力ードと ETC ュ 
ニットの接点不良 (ETC 
カードアクセス中の瞬 
断） 

• 読み出し中、書き込み中 
カードのイジェクト 

ETC カード挿入時： 

挿入された ETC カードの 
データが読み出せません 
でした。再度挿入してく 
ださい。 

エラーが解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

ETC ゲート通過前： 

料金所にて車両の停止が 
案内されることがありま 
す。車両停止後、料金所 
係員の指示に従ってくだ 
さい。 

ETC ゲート通過後： 

次の料金所にて車両の停 
止が案内されることがあ 
ります。料金所係員のい 
る一般レーン （ETC /— 
般共用レーンを含む）へ 
進入してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


統ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

03 

ETC カード 
異常 

- ETC 力ードが故障してい 
る 

• 1 C カード以外のカードが 
挿入され、通信しない 
- ETC カードの誤挿入 
(裏面、挿入方向違い） 

挿入されたカードが ETC 
カードであると認識でき 
ませんでした。正しい 
ETC カードであること、 
および挿入方向などをご 
確認の上、再度挿入して 
ください。 

エラーが解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

04 

ETC ユニット 
故障 

自己診断の結果、 ETC 
ユニットの故障と判断 
された 

再度エンジンを始動して 
みてください。 

エラーが解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

05 

ETC カード 
情報の異常 

• ETC 力ードとの認証エラー 

• ETC カード以外の 1 C カー 
ドが挿入 

• 認証中 ETC カードのイ 
ジェクト 

• 未セットアップ状態で 
の ETC カードの挿入 

挿入されたカードが ETC 
カードであると認識でき 
ませんでした。正しい 
ETC カードであること、 
および挿入方向などをご 
確認の上、再度挿入して 
ください。 

エラーが解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

06 

ETC ユニット 
情報の異常 

路側無線装置との認証エ 
ラー 

ETC ユニットと料金所間 
におけるデータ処理にエ 
ラーが発生しました。 
料金所係員の指示に従つ 
てください。 

07 

通信異常 

路側無線装置との通信が 
途中で終了した 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


£矢卩識 

画この場合は異常ありません 

• ETC 力ード未挿入お知らせアンテナ等と通信した際、統ーエラーコード （07) 
と通知されることがありますが、 ETC ユニットの故障ではありません。 

• ETC ユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムなどが運用されて 
います。有料道路の料金支払いと異なる通信を行った場合、統ーエラーコー 
ド （01) または （07) と通知されることがありますが、 ETC ユニットの 
故障ではありません。 

ETC ゲート通過後にエラーが発生した場合 

ETC カードを抜くと、エラー音が停止します。再度、 ETC カードを挿入する 
と、 「ボーン ETC カードが挿入されました」 の音声と同時に緑ランプが点灯し 
ますが、次の料金所にて車両の停止が案内されることがあります。 
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2-5. さまざまな彳犬況での運転 

荷物を積むときの注意 


安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは次のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む 

• 荷物が安全な位置に置かれているか確認する 

•走行中のバランスを維持するために重さが偏らないように積む 

• 燃費が悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないように 
する 


^警告 

■積んで はいけないもの 

次のようなものを積むと引火するおそれがあり危険です。 

•燃料が 入った容器 
籲スプ レー击 

■荷物を 積むときは 

次の警告をお守りください。お守りいただかないと、思わぬ事故につながるお 
それがあり危険です。 

•できるだけ 荷物はトランクに積んでください。 

•次の 場所には荷物を積まないでください。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル • アクセルペダルを正しく操作できな 
かったり、荷物が視界をさえぎったり、荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

• パッケージトレイ 
• インストルメントパネル 
• ダッシュボード 
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2-5. さまざまな状況での運転 


^警告 

•室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れがあります。 

•後 席のシート背もたれを折りたたんで、寸法が長い荷物を積むときは、できる 
だけ前席シート背もたれの真うしろには積まないでください。 

• トランク内に人を乗せないでください。乗員用には設計されていません。乗員 
は、適切にシートべルトを着用させ、座席に座らせてください。 

お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■荷物の 重量 • 荷重のかけ方について 

•荷物を 積み過ぎないでください。 

•荷重を 不均等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の低 
下により思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
ながるおそれがあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

寒冷時の運転 


寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■冬の前の準備 

•次のものはそれぞれ外気温に適したものをお使いください。 

• エンジンオイル 
-冷却水 

• ウォツシヤ ー ;佼 

• バッテリーの液量 • 比重を点検してください。 

籲冬用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
てください。 

タイヤは4輪とも指定サイズで同一銘柄のものを、タイヤチェ ー 
ンはタイヤサイズに合ったものを用意してください。 

(タイヤについて： — P . 246) 

■運転する前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイパーが凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、ぬるま湯をかけるなどして氷を解かし、すぐに水分を十分に 
ふき取ってください。 

• フロントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雲が積もって 
いるときは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いてください。 

•足まわりに氷が付いているときは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分や ブレーキ 装置に雪や氷が付いているときは、 
取り除いてください。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


■運転するときは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 

■駐車するときは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置が凍結して解除でき 
なくなるおそれがあります。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止め％をしてください。 

%輪止めは、トヨタ販売店で購入することができます。 


£知識 

■寒冷地用ワイパーブレードについて 

•降雲期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは、雲が付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お求めください。 

•高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスがふき取りにくくなるこ 
とがあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け • 取りはずし • 取り扱い方法については次の指示に従ってください。 
籲安全に作業できる場所で行う 
•前2輪に取り付ける 

•タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従う 
•取り付け後 0.5 〜 1.0 km 走行したら締め直しを行う 
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2-5. さまざまな状況での運転 


^警告 

■冬 用タイヤ装着時の警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールが不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•指定 サイズのタイヤを使用する 
•空気 圧を推奨値に調整する 

•お使いになる 冬用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行し 
ない 

•冬 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とも装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することができずに、思わぬ事故につ 
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか低い 
方をこえる速度で走行しない 

•路面の 凹凸や穴を避ける 
•急 八ンドル • 急ブレーキを避ける 

•カーブの 入り口手前で十分減速して車のコント□ールを失うのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止め％をしてください。 
輪止めをしないと、車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

%輪止めは、トヨタ販売店で購入することができます。 
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2-5. さまざまな状況での運転 


汪 fe、 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。％ 

トヨタ純正品以外のタイヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれがあるものもあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

& 195/65R15 および、 195/55FM6 タイヤ装着車は、必ずプレミオ指定のトヨタ純 
正合金鋼チェーンスペシャルを使用してください。 

■フロン トウインドウガラスに付いた氷を除去するときは 

たたいて割らないでください。 

ウインドウガラスの内側（車内側）が割れるおそれがあります。 
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2-5. さまざまな状況での運転 
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3-2. 室内灯のつけ方 

室内灯一覧 . 

• フロント 
パーソナルライト... 

-リヤ読書灯 . 

3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

• グローブボックス... 

• コンソールボックス 
_カップホルダー ...... 

• ボトルホルダー 
(ドアポケット） ■■■■■■ 
•小物入れ . 


3-1 .エアコン • デフオツガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 198 

オートエアコン . 203 

リヤウインドウデフォッガー 

(曇り取り） . 213 


3-4. その他の室内装備の使い方 


サンバイザー . 226 

バニテイミラー . 227 

時計 . 228 

灰皿 . 229 

シガレットライター . 230 

快適温熱シートヒーター ..... 231 
リヤセンター 

アームレスト . 234 

アシストグリップ& 

コートフック . 235 

フロアマツト . 236 


室内装備の使い方 3 


5 

P1 


6 6 
21P1 


8 9 0 1 34 
1 12 2 2 2 
2 2 2 2 2 2 
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3-1 .エアコン • デフォッガーの使い方 

マニュアルエアコン* 


風菫表爪 

吹き出し□表示 


フロントガラス曇り取り 
送風停止 


H D 

n ：〇〇 




設定温度表 7 K 


HOT 



風量切りかえ 

吹き出し口切りかえ 

エアコン（冷房 
除湿機能）の ON • OFF 


設定温度調整 


外気導入 • 内気循環 
切りかえ 


エアコンの設定 


基本設定 

フアンを作動開始する、または風量を調整するには、 
の‘‘八，，（増)側か“ V ”（減)側を押す 

送風停止状態でスイッチを押すと、フアンが作動します。 
風量は7段階に調整できます。 



エアコン （冷房 • 除湿機能）の ON • OFF を切りかえるには \ a / c | を 
押します。（押すたびに機能の ON • OFF が切りかわります） 


送風を止めるときは 



を押します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

































































3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


設定温度を上げるときは [ 
"V” 側を押す 


V TEMP A 


] の“八”側を、下げるときは 


押すたびに設定温度が1段階ずつかわります。 


吹き出し口を切りかえるには 、 I mode \を押す 

押すたびに吹き出し口が切りかわります。 
吹き出し□表示は次の状態を示しています。 



上半身に送風 


上半身と足元に送風 



足元に送風 


室内装備の使い方 


<=□ :寒冷地仕様車のみ 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 



足元に送風 • ガラスの曇りを取る 


:寒冷地仕様車のみ 

■外気導入 • 内気循環を切りかえるには 


/□念1 を押す 

押すたびに外気導入 • 内気循環が切りかわります。 

内気循環を選択しているときは、 A <^>1の表示灯が点灯します。 


■フロントガラスの曇りを取るには 


ml を押して吹き出し口を呢 
に切りかえる 

ファンが作動していないときは、 

[ V » A |を押します。 

\^ C | を J 甲し、エアコン（冷房•除湿 

機能）を作動させると曇りが早く取れ 
ます。 

他の吹き出し口に切りかえるときは 
mode \を押します。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


^ 風向きの調整と吹き出し口の開閉 


►中央吹き出し口 



►左右吹き出し口 



風向きの調整 


風向きの調整 

吹き出し口を閉じるときは、ノブを車 
両外側へ“カチッ”と音がするまで動 
かします。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


□知識 

■内気循環について 

内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。 

■外気温が 0° C 以下のとき 

\^]を押しても冷房 • 除湿機能が働かない場合があります。 

■吹き出し口を♦ス/にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹き出し口であり、温度調整の設定によっては、足元に 
は、上半身に送風される風よりも暖められた風が送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

•エアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いがエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し口からの風に臭いがすることがあります。 

•エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


^警告 

■フロン トガラスの曇りを防止するために 

湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているときは、 

\ W [ を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側が曇り、 
視界をさまたげる場合があります。 


注意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要以上にエアコンを使用しないでください。 
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3-1. エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 

オー トエアコン* 


設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。 



オート設定％を使うとき 


を押す 

吹き出し口と風量が自動で調整されます。 


エアコン （冷房.除湿機能）の ON • OFF を切りかえるには \^ c | を 
押します。（押すたびに機能の ON • OFF が切りかわります） 


E 1 OT 2] 設定温度を上げるときは I v tempT] の " 八 ” 側を、下げるとき 
は" V ”側を押す 

&メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車は、ステアリングスイッチで 
操作することもできます。 （— P . 209) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


|お好みの設定で使うとき 

■基本設定 


HE 風量をかえるには、 「一 a | の“ 八”（±曽)側か" V ”（減)側を押す 
風量は7段階に調整できます。 

エアコン （冷房.除湿機能）の ON • OFF を切りかえるには \^ c | を 
押します。（押すたびに機能の ON • OFF が切りかわります） 


送風を止めるときは 



を押します。 


手順 


® 設定温度をかえるには、温度を上げるときは 
側を、下げるときは“ V ”側を押す 


[V TEMP AJ の 八 


E 31131 吹き出し口を切りかえるには、 f M0DE \ を押す 

押すたびに吹き出し口が切りかわります。 
吹き出し口表示は次の状態を示しています。 
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〇 :寒冷地仕様車のみ 
































3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 



足兀に达風 



足元に送風 • ガラスの曇りを取る 


外気導入 • 内気循環を切りかえるには 

を押す 


>念 


押すたびに外気導入 • 内気循環が切りかわります。 
内気循環を選択しているときは、 


^ の表示！0が点灯します。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 



I 花粉除去機能を使うには 


を押す 

内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に 
V %/ を押す前のモードにもどります。 

途中で作動を止めるときは、再度ド 1 ^ン/を押すと前のモードにもどります。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


プラズマ クラスター 


® : 



ファンの作動中（送風中）は、自 
動的にプラズマクラスターが作動 
します。 

作動中は、約15分ごとにプラズマク 
ラスターイオンモードとマイナスイ 
オンモードに切りかわります。 

プラズマクラスターイオンモードの 
ときは CLEAN (□)、マイナスイオ 
ンモードのときは ION のマーク （□) 
が表示されます。 


外気温を表示するには 



OUTSIDE TEMP スイツチを押す 

外気温が表示されます。 

(-40 °C 〜 50 °C のあいだで表示され 
ます） 

もう一度 OUTSIDE TEMP スイッチ 


を押す、または 「V TEMP A J を操作す 
ると、設定温度表示にもどります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


r 風向きの調整と吹き出し口の開閉 

►中央吹き出し口 



►左右吹き出し口 



風向きの調整 


風向きの調整 

吹き出し口を閉じるときは、ノブを車 
両外側へ“カチッ”と音がするまで動 
かします。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


ステアリングスイッチ（メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車) 


エアコンのいくつかの機能は、ステアリングスイッチを使用して操作す 
ることができます。 

D 設定温度を下げる 
B 設定温度を上げる 
□ 送風を止める 
II オート設定で使う 



■オート設定で使用するには 

1 I ] 删 )) を押す 

吹き出し口と風量が自動で調整されます。 （— P . 203) 

HE 設定温度を上げるときはの“八”側を、下げるときは 
“ V ”側を押す 

■エアコンを停止するには 

[^ 1 を押す 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


口知識 

■オート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。次のような制御をす 
る場合があります。 

• /^ X を押した直後、温風や冷風の準備ができるまでしばらく送風が停 
止する 

•暖房時、冷風を上半身に向けて送る 

■内外気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ 
る場合があります。 

■内気循環について 

内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。 

■フロントガラスの曇りを取るとき 

内外気の温度によって、自動的に外気導入に切りかわる場合があります。 

■吹き出し口を+ ス；にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹き出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風が上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

■花粉除去モードについて 

•外気温が低いときは、フロントガラスの曇りを防止するために次のような制 
御をする場合があります。 

• 内気循環に切りかわらない 
• エアコンの電源が自動的に入る 
• 1分後作動が停止する 

•雨天時は窓が曇るため、を押してください。 

•湿度が非常に高いときに使うとガラスが曇る場合があります。 

•花粉除去モードが〇 FF のときも、花粉はフイルターで取り除かれています。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


外気温表示について 

次の場合は、正しい外気温が表示されなかったり、温度表示の更新が遅くなっ 

たりすることがありますが、故障ではありません。 

•停車しているときや、低速走行（約20 km/h 以下）のとき 

•外気温が急激に変化したとき（車庫 • トンネルの出入口付近など） 

■夕+気温表示でまたは“ E ” が表示されたときは 

システム 異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ プラズマクラスター®*について 

籲プラズマクラスターイオンモードで作動中 （CLEAN が表示中）のときは、 
同量のプラスイオンとマイナスイオンを放出して、車内に浮遊するカビ菌の 
活動を抑制します。 

•マイナスイオンモードで作動中 （ION が表示中）のときは、マイナスイオン 
の比率を高く放出して、空気中のイオンバランスを整えます。 

•作動中は、運転席側吹き出し口付近で静電気を感じたり、小さな作動音が聞 
こえることがありますが異常ではありません。 

•プラズマクラスター、プラズマクラスターイオンおよび Plasmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 

外気温が 0° C 以下のとき 

\a/c| を押しても冷房 • 除湿機能が働かない場合があります。 

エアコンの臭いについて 

•エアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いがエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し口からの風に臭いがすることがあります。 

_エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

•エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風が停止する場合があります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


^警告 

■フロン トガラスの曇りを防止するために 

湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているときは、 

J ^( を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側が曇り、 

視界をさまたげる場合があります。 

■ プラズマクラスター®*について 

•プラズマ クラスターは、高電圧を利用しています。感電の危険がありますの 
で、修理などは必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

•運転席 側吹き出し口付近にスプレーを噴射したり、棒などの異物を挿入したり 
しないでください。故障や感電の原因となります。 


A 汪ぢ 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要以上にエアコンを使用しないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










3-1 .エアコン • デフ ォッ ガーの使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（曇り取り） 


リヤウインドウの曇りを取るときや、ドアミラーから雨滴や霜を取る 
ときにご使用ください。 

〇 N / OFF を切りかえる 

リヤウインドウデフオッガーは、約 
15分で自動的に OFF になります。 


口知識 

■作動条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが ON のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッション ON モードのとき 

IS ラーヒーター について 

リヤウインドウデフ オッ ガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
よ9 〇 


^警告 

■ミラー ヒーター作動中の警告 

ドアミラーの表面が非常に熱くなります。やけどをするおそれがあるのでふれ 
ないでください。 



室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 


汪 fe 、 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテリーあがりの原因となります。 
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3-2. 室内灯のつけ方 

室内灯一覧 



B “エンジンスタートストップ”スイッチ照明* 
□エンジンスイッチ照明 5 ^ 

B コンソール照明* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. 室内灯のつけ方 


フロントパーソナルライト、リヤ読書灯 


■フロントパーソナルライト 


ライトを点灯 • 消灯する 

ドア連動スイッチによって点灯して 
いるときは、独立スイッチを押しても 
消灯しません。 


■ ドア連動スイッチでの操作 

スイッチを操作すると、連動してリヤ読書灯も作動します。 

D ライトを消灯する 
B ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点灯 • 消灯を切りかえる 
(ドアポジション） 

□ライトを点灯する 



■独立スイッチでの操作 



1リヤ読書灯# 



ライトを点灯 • 消灯する 

フロント パーソナル ライトのドア連動 
スイッチによって点灯しているとき 
は、スイッチを押しても消灯しません。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























3-2. 室内灯のつけ方 


フロントパーソナルライト、リヤ 読書 灯 


口知識 

■自動消灯機能について 

フロントパーソナルライトのドア連動スイッチがドアポジションのときに、ドア 
開状態でフロントパーソナルライト/リヤ読書灯*とエンジンスイッチ照明（ス 
マートエントリー&スタートシステム装着車は“エンジンスタートストップ” 
スイッチ照明）が点灯したままの場合、約20分後に自動消灯します。 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

ドアの施錠/解錠 • ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、各部の照 
明％が自動的に点灯 • 消灯します。 

►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

電子キーの検知 • ドアの施錠/解錠 • ドアの開閉•“エンジンスタートス 
トップ”スイッチのモードにより、各部の照明％が自動的に点灯•消灯します。 
^フロント パーソナル ライト/リヤ読書灯*は、フロント パーソナル ライトのドア 
連動スイッチがドアポジションのとき、イルミネーテッドエントリーシステムの 
制御に従って作動します。 

■販売店で設定可能な機能 

室内灯の消灯までの時間などの設定を変更できます。 

(カスタマイズー覧： -^ P . 338) 


2^ 汪 fe 、 

■バヘク テリーあがりを防ぐために 

籲 独立スイッチによりフロントパーソナルライト/リヤ読書灯*を点灯してい 
る場合、自動消灯機能は働きません。バッテリーあがりにご注意ください。 

籲 エンジンが停止した状態で、長時間ライト類を点灯しないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 



n ボトルホルダー 
( ドアポケット） 
□グローブボックス 
B センターボックス 
□カップホルダー 


B コンソールボックス 
□アクセサリーボックス* 

B コンソールサイドポケット 
□ 運転席横小物入れ 


▲警告 


■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレー缶を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
し、。放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。 

•室温が 高くなったときの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネが変形 
やひび割れを起こす 

•室温が 高くなったときにライターやスプレー缶が爆発したり、他の収納物との 
接触でライターが着火したりスプレー缶のガスがもれるなどして火災につな 
がる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-3. 収納装備の使い方 


ク□ーブボックス 


|グローブボックス 


グローブボックスを開けるには、 
レバーを引き上げる 


□知識 

■グローブボックスライトについて 

車幅灯が点灯しているとき、グローブボックスを開くとライトが点灯します。 


^警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグローブボックスが体にあたったり、収納していた 
ものが飛び出したりして、思わぬ事故につながりけがをするおそれがあります。 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


[コンソール ボックス 



フタを後方にスライドし、レバー 
を引いてフタを持ち上げる 


□知識 

■コンソールボックスのフタをアームレストとして使うときは 



フタを前方または後方にして位置を調整で 
きます。 


^警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体があたったり、収納していたものが飛び 
出したりして、思わぬ事故につながりけがをするおそれがあります。 

■コンソール ボックスのフタをうしろにスライドさせたときは 

フタの後端部分に手をついたりしないでください。不意にフタが開き、けがを 
するおそれがあります。 
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カップホルダー 


フロント 



フタを開ける 



リヤセンターアームレストを引き 
出す 


□知識 


■フロントカツプホルダーについて 



背の高いボトルやカツプなどを置くとき 
は、中ブタを持ち上げます。 


3-3. 収納装備の使い方 

カップホルダー 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


^警告 

■収納して はいけないもの 

カップホルダーにはカップや缶以外のものを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれがあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■フロン トカップホルダーを使わないときは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタが体にあたったり、収納していたものが飛び 
出したりして、思わぬ事故につながりけがをするおそれがあります。 


■フロン トカツプホルダーの破損を防ぐために 

カップホルダーのフタに手をついたり、足で踏んだりしないでください。 
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3-3. 収納装備の使い方 


ポトルホルダー （ ドアホケット) 


匿ホトルホルター（ドノノポケツト) 


►フロント 



► リヤ 



口知識 

■ポトルホルダーについて 

•ぺットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

•ぺットボトルの大きさ • 形によっては収納できないことがあります。 


■収納して はいけないもの 

ボトルホルダーには、ジュースなどが入っている紙コップ • ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどがこぼれたり、ガラス製品が割れ 
たりするおそれがあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


小物入れ 


|小物入れ 

► 運転席横 



手前に引いて開ける 


►センターボックス 



フタを押す 



ツマミを引いて開ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























3-3. 収納装備の使い方 


小物入れ 


► コンソールサイドポケット％ 


快適温熱シートヒーター装着車は、コ 
ン ソール サイドポケット内に シー ト 
ヒーターのスイッチが装着されます。 
(— P _ 231) 


^警告 

■走行 中の警告 

必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、急ブレーキ時などに、 
開いた小物入れに体があたったり、収納していたものが飛び出したりして、思 
わぬ事故につながりけがをするおそれがあります。 

癱 開閉が可能な小物入れを開けたままにしないでください。 

•コンソール サイドポケット内には、転がりやすいものや凹面より高さのあるも 
のを置かないでください。 

■アクセサリー ボックス*について 

アクセサリーボックスは灰皿ではありませ 
ん。マッチやタバコの吸いがらなどを入れ 
ないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえぎるには、バイ 
ザーを下ろす 

□側方をさえぎるには、バイ 
ザーを下ろした状態でフック 
からはずし、横へまわす 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 


カバーをスライドして開ける 
カノ（一を開けると、ノ（ニテイミラー 
天井照明が点灯します。 


A 汪ぢ 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンが停止した状態で、長時間バニティミラー天井照明を点灯しないでく 
ださい。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 



n “時”を調整する （ h ) 

□ “分”を調整する （ M ) 

B “分”を〇〇にする％ (:〇〇) 

※(例）1:00〜1:29 — 1:00 
1:30〜1:59 ^ 2:〇〇 


口矢卩識 

■時刻が表示されるとき 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ACC ” または " ON” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがアクセサリーモード、またはイグ 
ニッシヨン〇 N モードのとき 

■バッテリー端子の脱着をしたとき 

バッテリー端子の脱着を行うと、時計のデータはリセットされます。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

灰皿* 


ツマ5を引いてフタを開ける 
取りはずすときは、灰皿本体両端 
を持ち、手前に引き出します。 


^警告 

■使用 しないときは 

灰皿のフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体があたったり、灰が飛び出したりして、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

■出火を 防ぐために 

•マッチ • タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めて 
ください。 

•灰皿の 中に紙くずなどの燃えやすいものを入れないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シガレツトライター* 



灰皿 (— P . 229) のフタを開け、 
シガレツトライターを押し込む 

もとの位置にもどったら、使用で 
きます。 


口矢卩識 

■使用条件 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが “ ACC ” または “ ON ” のとき 
►スマートエントリー&スタートシステム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチがアクセサリーモード、またはイグ 
ニッシヨン〇 N モードのとき 


A 警告 

■使用 しないときは 

灰皿のフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体があたったり、灰が飛び出したりして、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 

■やけど や火災を防ぐために 

•シガ レツトライターの金属部分にふれないでください。 

•シガ レツトライターを押さえたままにしないでください。 

• トヨタ純正品以外の電気製品の電源ソケツトを挿し込まないでください。 
ソケツトが変形し、そのあとシガレツトライターを使用したときにシガレツ 
トライターが飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれがあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










3-4. その他の室内装備の使い方 

快適溫熱シートヒーター 


運転席 • 助手席をそれぞれ温めることができます。 



D 運転席側スイッチ 
□助手席シートヒーター作動表 
示灯 

□助手席側スイッチ 


操作のしかた 



使用するときは、スイッチのい 
ずれかの側を押す 

□ HI (強） 

□ L 〇（弱） 

押した側の作動表示玎が点灯しま 
す。助手席側シートヒーターの作動 
中は、助手席シートヒーター作動表 
示灯も点玎します （—P. 232) 

〇]作動を停止するときは、押した側と反対側のスイッチを軽く 
押す 

スイッチが中立の位置にもどり、作動表示灯が消灯します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


□知識 
■作動条件 

“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッシヨン ON モードのとき 

■ HI (強） • L 0 (弱）の作動の違いについて 

DHI (強）での作動時 

シートの肩部分 • 背もたれ全体•クッシヨ 
ン部を温めます。 

0 LO (弱）での作動時 

シートの肩部分 • 背もたれ中央部を温め 
よ9 〇 

■助手席シートヒーター作動表示灯 

助手席側のシートヒーターが作動している 
とき点灯します。 

運転席側から、助手席シートヒーターの作 
動状態を確認することができます。 



KT 



•:ヒーター 範囲 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


^警告 

■やけどに ついて 

•低温 やけどを負うおそれがあるため、次の方は特にご注意ください。 

• 乳幼児 • お子さま • お年寄り • 病人 • 体の不自由な方 
• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 

• 深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬 • 風邪薬など）を服用された方 
•シー トに毛布 • クッション等を使用しないでください。 

シートヒーターの使用により保温性が高まり、異常過熱の原因となります。 

•仮眠 するときは使用しないでください。 

シートが異常過熱し、低温やけどをするおそれがあります。 


A 汪 fe 、 

■快適 温熱シートヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き 
刺したりしないでください。 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジンが停止しているときは、スイッチを中立の位置にもどし、作動表示灯 
が消玎したことを確認してください。 

■シー ト表皮やシートヒーターの損傷を防ぐために 

清掃するときは、シンナー•ベンジン•アルコール、その他のアルカリ性や酸 
性の溶剤を使用しないでください。 “ P . 245) 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

■ J ヤセンターアームレスト 



手前に倒して使用します。 


A 汪ぢ 

■ リヤセンターアームレストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ&コートフック 


リヤのアシストグリップには、コートフックが付いています。 



^警告 

■コー トフックへかけてはいけないもの 

八ンガーや他の硬いもの、鋭利なものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグがふくらんだときにそれらのものが飛び、重 
太な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

( SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ装着車） 


A 汪ぢ 

■破損を 防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマツト 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フロアカーぺットの上にしっか 
りと固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフロ 
アマット取り付け穴をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーを まわして、フロア マッ 
卜を固定する 

^△マークを必ず合わせてくだ 
さい0 


固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合があります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


^警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットがずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
ぬスピードが出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につながるおそれが 
あります。 

■運転席に フロアマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない 

•運転席 専用のフロアマットを使用する 

•固定 フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

•他の フロアマット類と重ねて使用しない 

•フロア マツトを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 


•フロア マットがすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行う 

•エンジン 停止およびシフトレバーが P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認する 


運転する前に 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 
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お手入れのしかた 4 


4-1 . お手入れのしかた 

外装の手入れ . 240 

内装の手入れ . 243 

タイヤについて . 246 

4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

ボンネット . 249 

ガレージジャッキ . 251 

電球（バルブ）の交換 . 253 

ヒューズの点検•交換 . 265 

キーの電池交換 . 272 

ウォッシャー液の補給 . 276 

エアコンフイルターの 
清掃•交換 . 278 
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4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ 


お手入れは、次の項目を実施してください。 

• 水を十分かけながら、車体 • 足まわり • 下まわりの順番に上から下 
へ汚れを洗い落とす 


• 車体はスポンジやセーム皮のようなやわらかいもので洗う 
• 汚れがひどいときはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流す 
• 水をふき取る 

•水のはじきが悪くなったときは、ワックスがけを行う 

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉状にならないときは、車体の温度が冷 
えているときにワックスをかける（およそ体温以下を目安としてください） 

なお、 ボデーコー ト • ホイール コー ト • ガラス コー トなど、トヨタケ 
ミカル商品を施工された場合は、お手入れ方法が異なります。詳しく 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 

■自動洗車機を使うときは 

•ドアミラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。 

癱ブラシで車体に傷が付き、塗装を損なうことがあります。 

■高圧洗車機を使うときは 

_車内に水が入るおそれがあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近 
に近付けすぎないでください。 

•洗車の前に給油口が確実に閉まっていることを確認してください。 

•駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベアリングやオイルシール部 
品に近付けすぎないでください。 

近付けすぎると、水圧が高いため、内部への水入りやグリス流出により、性 
能が劣化するおそれがあります。 

•クリアランスソナー&バックソナー装着車は、センサーに直接水をあてない 
でください。 （— P . 161) 
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4-1 .お手入れのしかた 


アルミホイール 5 " 

•中性洗剤を使用し、早めに汚れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

籲夏場の長距離走行後などでホイールが熱いときは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

_洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。 

フロントドアガラスの撥水コーテイングについて 

_撥水効果を長持ちさせるため、次のことに注意してください。 

• フロントドアガラス表面の泥などの汚れを落とす 
• 汚れは早めにやわらかい湿った布などで清掃する 

• コンパウンド(磨き粉)が入ったガラスクリーナーやワックスを使用しない 
• 金属製の道具で霜取りをしない 
•水滴のはじきが悪くなったときは補修することができます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■ レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について（寒冷地仕様車） 

鏡面の親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します UP . 63) が、 
早く回復させたいときは次の作業を行ってください。 


1 1 鏡面に水をかけ、泥汚れなどを洗い流す 
2 1水を含ませたきれいなやわらかい布などで汚れを落とす 
E 1 OT 31 ガラスクリーナーか中性洗剤で洗浄後、十分な水で洗剤を洗い流す 
EJtil 4 I きれいなやわらかい布などで鏡面に付いた水をふき取る 


tm \ 5 \ 屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を5時間程度あてる 
(汚れの量や種類により、回復時間は異なります） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


^警告 

■洗車を するときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水がかかると、車両火災につながるおそれがあり危険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管が冷めてからにしてください。やけどをするおそれがあります。 


A 汪ぢ 

■塗装の 劣化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

•次の ような場合は、ただちに洗車してください。 

• 海岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散布した道路を走行したあと 

• コールタール • 花粉 • 樹液 • 鳥のふん • 虫の死がいなどが付着したとき 
• ばい 煙 • 油煙 • 粉じん • 鉄粉 • 化学物質などの降下が多い場所を走行した 
あと 

-ほこり•泥などで激しく汚れたとき 
-塗装にベンジンやガソリンなどの有機溶剤が付着したとき 
•塗装に 傷が付いた場合は、早めに補修してください。 

•ホイール 保管時は、腐食を防ぐために汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライ トの清掃 

•注意して 洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれがあります。 

•ライ トにワックスがけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれがあります。 


242 







4-1 .お手入れのしかた 

内装の手入れ 


お手入れは、次の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除き、水またはぬるま湯を含ませた布で 
ふき取る 

■本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• うすめた洗剤をやわらかい布に含ませ、汚れをふき取る 

ウール用の中性洗剤を約5%の水溶液までうすめたものを使用してください。 
• 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤をふき取る 

争乾いたやわらかい布で表面の水分をふき取り、風通しのよい日陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな汚れを取る 

• スポンジや、やわらかい布を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてから汚れを落とし、固くしぼったきれ 
いな布で洗剤をふき取る 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 

■ 本革部分のお手入れの目安 

品質を長く保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■カーぺットの洗浄 

カーぺットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。 

洗浄には、市販の泡タイプクリーナーがご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を描くように塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふき取ってから乾燥させてください。 

■ シー トべルト 

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布かスポンジを使って洗ってください。 

シートべルトの擦り切れ • ほつれ • 傷などを定期的に点検してください。 


^警告 

■車両への 水の浸入 

•車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水が 
かかると、故障や車両火災につながるおそれがあり危険です。 

• SRS エアバッグの構成部品や配線などをぬらさないでください。 “ P . 76) 
電気の不具合により、エアバッグが展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■内装の 手入れをするときは（特にインストルメントパネル） 

艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルがフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ 
れがあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


汪 fe 、 

■清掃 するとき使用する溶剤について 

•変色 • しみ•塗装はがれの原因になるため、次の溶剤は使用しないでくださし)。 

• シート以外の部分：ベンジン • ガソリンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力 U 性の溶剤 • 染色剤 • 漂白剤 

-シート部分：シンナー • ベンジン • アルコール • その他のアルカリ性や酸 
性の溶剤 

•艶出し ワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはがれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれがあり 
On 9 〇 

■革の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために次の注意をお守りください。 

•革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

•直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は日陰で車を保管する 

•ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のものは、車内が高温になると革 
に張り付くおそれがあるため、革張りの上に置かない 

■床に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオ（装着車のみ）やフロアカーペット下にある電気部品に水がかかる 
と、車の故障の原因になったり、ボデーが鎬びるおそれがあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除するときは 

•熱線 やアンテナを損傷するおそれがあるため、ガラスクリーナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはぬるま湯を含ませた布で軽くふいてく 
ださい。 

•熱線 やアンテナを引っかいたり、損傷させないように気を付けてください。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付けられています。日常点検として必ず 
タイヤを,点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばすために、タイヤローテーション 
(タイヤ位置交換）を5,000 km ごとに行ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノー ト」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤが冷えているときに行ってください。 

• タイヤの亀裂 • 損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗していたり、 
摩耗程度が他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤローテーションのしかた 

図で示すようにタイヤの□一 
テーシ ョンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤローテーシヨン 
をおすすめします。 



□知識 

■タイヤ関連の部品を交換するとき 

タイヤ • ディスクホイール • ホイール取り付けナツトを交換するときは、トヨタ 
販売店にご相談ください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


▲警告 


■点検 • 交換時の警告 

必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

_ タイヤはすべて同ーメーカー • 同一銘柄•同一トレッドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

•メーカー 指定サイズ以外のタイヤやホイールを使用しない 

•ラジアルタイヤ • バイアスベルテッドタイヤ • バイアスプライタイヤを混在 
使用しない 

_ サマータイヤ • オールシーズンタイヤ • 冬用タイヤを混在使用しない 


タイヤの空気圧の数値 



タイヤの空気圧は、運転席側のタイヤ空気 
圧ラベルで確認することができます。 


タイヤサイズ 

空気圧％ 
[ kPa ( kg / cm 2 )] 

前輪 

後輪 

185/65 R 15 

88 S 

1.5 L 車 

230 

(2.3) 

230 

(2.3) 

1.8 L の 
FF 車 

240 

(2.4) 

240 

(2.4) 

195/65 R 15 91 S 

230 

(2.3) 

230 

(2.3) 

195/55 R 16 86 V 

220 

(2.2) 

200 

(2.0) 


応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg / cm 2 ) 
%タイヤが冷えているときの空気圧 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


^警告 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常があるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることがあります。また、次のような事態になり、思わぬ事 
故につながるおそれがあり危険です。 

•破裂な どの修理できない損傷を与える 
•車両が 横すべりする 

•車両の 本来の性能（燃費 • 車両の方向安定性 • 制動距離など）が発揮されない 

■タイヤ 交換時の注意 

•必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 

テーパー部を外側にして取り付けると、 
ホイールが破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
ながるおそれがあります。 


•ねじ 部にオイルやグリースを塗らないでください。 

ナツトを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディス 
クホイールが損傷するおそれがあります。 

また、ナツトがゆるみホイールが落下して、事故につながり重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。オイルやグリースがねじ 
部に付いている場合はふき取ってください。 



A 汪 fe 、 

■走行 中に空気もれが起こったら 

走行を続けないでください。タイヤまたはホイールが損傷することがあります。 

■悪路 走行に対する注意 

段差や凹凸のある路上を走行するときは注意してください。 

タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッション作用が低下します。また、タイヤ • 
ホイール • 車体などの部品も損傷するおそれがあります。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

ボンネツト 


車内からロックを解除して、ボンネットを開けます。 



ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットが少し浮き上がります。 


レバーを引き上げて、ボンネッ 
卜を開ける 


ボンネットステーをステー穴に 
挿し込む 


□知識 

■バッテリー端子をはずすときは 

バッテリー端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報が消去され 
ます。バッテリー端子をはずすときは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


^警告 

■走行 前の確認 

ボンネットがしっかり□ックされていることを確認してください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットが突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

■エンジン ルームを 点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や布を置き忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や布などをエンジンルーム内に置き忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つながるおそれがあり危険です。 

■ボン ネットを閉めるときは 

ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 



注意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットがへこむおそれがあります。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットしてください。 

正しい位置にセツトしないと、車両が損傷したり、けがをしたりする 
おそれがあります。 

■フロント側 



■ リャ側 

► FF (前輪駆動）車 



► 4 WD (4 輪駆動）車 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


^警告 

■車両を 持ち上げるときは 

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 



•図の ようなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げる 


•ガレージ ジャッキを使用するときは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い 
説明書を十分に確認の上、使用する 

•車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両が落下するおそれがあります。 

•ガ レージジヤツキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、もぐり込 
んだりしない 

•ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾きの 
ない平坦な床面で使用する 


•車両が ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

•平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にする 

•ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両が損傷し 
ます。また、車両がガレージジャッキから落下するおそれがあります。 

•車内に 乗員がいるときは車両を持ち上げない 

•車両を 持ち上げるときは、ガレージジャッキの上下にものを置かない 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

電球（バルブ）の交換 


次に記載する電球は、ご自身で交換できます。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。 (^ P . 336) 

■フロントのバルブ位置 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


電球交換のしかた 


ヘッドライトロービーム（ハ□ゲンバルブ*) 



取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


ヘッドライト八イビーム 



ソケットを取りはずす 



電球を取りはずす 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■フロントフオグライト* 



ネジ （1 本）を取りはずし、フェン 
ダーライナーをめくる 


コネクターを取りはずす 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 









































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



電球を取りはずす 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ 車幅灯 



ソケットを取りはずす 


電球を取りはずす 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


フロント方向指示兼非常点滅灯 



ソケットを取りはずす 





電球を取りはずす 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ 後退灯 • 尾灯 • リヤ方向指示兼非常点滅灯 

トランクを開け、クリップ （2 個) 
をはずしてカバーをめくる 

クリップ頭部の穴にマイナスドライ 
バーなどを挿し込み、手前に引くとク 
U ップがはずれます。 




ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす 


D リヤ方向指示兼非常点滅灯 

B 後退灯 

□尾灯 


§№1 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


尾灯（トランクリツド装 •番号灯 




トランクを開け、クリップ （4 個) 
をはずしてカバーをめくる 

クリップ頭部の中心を押してから手 
前に引くと、クリップがはずれます。 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす 

n 尾灯 
0番号灯 



お手入れのしかた 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ その他の電球 

次の電球が切れたときは、トヨタ販売店で交換してください。 
•ヘッドライト□ービーム（ディスチヤージバルブ*) 

籲サイド方向指示兼非常点滅灯 
• 制動灯 


籲八イマウントストツプライト 


口知識 

■助手席側のへッドライト • 車幅灯 • フロント方向指示兼非常点滅灯を交換する 
とぎは 

エアクリーナーダクトの上部をはずすと、交換しやすくなります。 

交換後は、必ずエアクリーナーダクトの上部をしっかりと取り付け、クリップで 
固定してください。 


•エアクリーナーダクトの上部の取りはずし方 


n クリップ頭部の中心を押し込む 
0クリップを引き抜く 
□ エアクリーナーダクトを取りはずす 


_取り付け方 




D エアクリーナーダクトを取り付ける 

B 中心を弓 I き出した状態で、クリップを挿し 
込む 

B クリップ頭部の中心を押し込む 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


トランクリッドのカバーのクリップを取り付けるときは 

n 先端を押して、クリップの中心を出す 

□ クリップをセツトしてから、クリップ頭 
部の中心を押す 


■ディスチャージへッドライト*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトが消灯したり、点灯しなくなります。 

電圧が正常にもどると再点灯します。 

■ LED ライトについて 

制動灯 • サイド方向指示兼非常点滅灯•八イマウントストップライトは、数個の 
LED で構成されています。もし LED がひとつでも点灯しないときは、トヨタ 
販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と曇り 

次のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

• レンズ内側に大粒の水滴が付いている 
_ライト内に水がたまっている 

電球の交換について 

電球の交換作業をするときに、部品などの破損が心配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


^警告 

■電球を 交換するときは 

•ライ トは消灯してください。消灯直後は高温になっているため、交換しないで 
ください。 

やけどをすることがあります。 

•電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することがあります。 

• 電球や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けが不十分な場合、発熱や発火、またはへッドライト内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りが発生することがあります。 

■デ イスチャージへッドライト*について 

•交換 するとき（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

•点灯 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧が発生するため、感電により、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

•電球 • ソケット • 電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあり 
On 9 〇 

■お 車の故障や火災を防ぐために 

電球が正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

ヒューズの点検•交換 


ライトがつかないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒューズ 
切れが考えられます。ヒューズの点検を行ってください。 


スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK ” にする 
スマートエントリー&スタートシステム装着車 
"エンジンスタートストップ”スイッチを〇 FF にする 
ヒューズボックスを開ける 
エンジンルーム 



ツメを押しながら、カバーを持 
ち上げる 


助手席足元 



n 足元のカバーを取りはずす 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



B ヒューズボックスカバーを取 
りはずす 


手順 


瓦故障の状況から、点検すべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」 （4 P . 267) で確認する 


車の仕様により装着されていないヒューズもあります。 


手順 


互ヒューズを引き抜き、ヒューズが切れていないか点検する 

ヒューズはずしは、トヨタ販売店でお買い求めください。 



n 正常 

B ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換します。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


〇 


0000000 
_ 0000000 


ryi 

rnnnnnnl 、 

/ 

0嘲 


S 3 0綱- 



■ヒューズの 配置と負荷 

■エンジン ルーム 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI N 0.2 

10 A 

EFI システム 

2 

EFI N 0.1 

10 A 

EFI システム 

3 

H-LP RH HI 

10 A 

右側ヘッドライト（八イビーム） 

4 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

5 

H-LP RH L 〇 

15 1 

右側へッドライト（□ービーム） 

10 A ^ 2 

6 

H-LP LH L 〇 

15 1 

左側へッドライト（□ービーム） 

10 A ^ 2 

7 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

8 

TURN-HAZ 

10 A 

方向指示兼非常点滅灯 

9 

AM 2 N 0.2 

7.5 A 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 

10 

AM 2 

30 A 

始動系 

11 

STRG LOCK 

20 A 

ステアリングロック ECU 

12 

IGT/INJ 

15 A 

EFI システム、始動系 

13 

IG 2 N 0.2 

7.5 A 

始動系 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

ECU ■巳2 

10 A 

スマートエント U — &スタートシステ 
ム、エアコン、パワーウインドウ 

15 

ECU ■巳 

10 A 

スマートエント U — &スタートシステ 
ム、メーター、エアコン、電動パワー 
ステアリング 

16 

RAD N0.1 

15 A 

オーディオ、ナビゲーションシステム、 

ETC 

17 

DOME 

10 A 

室内灯、エンジンスイッチ照明（“エン 
ジンスタートストップ”スイッチ照明） 

18 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 

19 

HORN 

10 A 

ホーン 

20 

IG2 

15 A 

始動系 

21 

PS 巳 

30 A 

(未使用） 

22 

FR DEICER 

20 A 

フロントワイパーデアイサー 


& 1 :へッ ドライト□ービームがディスチャージバルブの車両 
:へッ ドライト□ービームが八□ゲンバルブの車両 
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■ 助手席足兀 


4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


SSSHSS0HB 


SBSSBBSHS0SH0SS 


H0^ 


SBS 


] 1 


n n 

3zid i 1 cnzE 


i C 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL 

10 A 

車幅灯、尾灯、番号灯、リヤフォグラ 
イト、フロントフォグライト、光軸調 
整スイッチ 

2 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明、メーター照明、ステア 

U ングスイッチ、グローブボックスラ 

ィト 

3 

D S-HTR 

15 A 

運転席シートヒーター 

4 

FR DOOR 

20 A 

パワーウィンドウ 

5 

RLDOOR 

20 A 

パワーウィンドウ 

6 

RR DOOR 

20 A 

パワーウィンドウ 

7 

CIG 

15 A 

シガレットライター 

8 

ACC 

7.5 A 

オーディオ、ナビゲーシヨンシステム、 
エアコン、シフト□ックシステム、メ 
インポデー ECU、ETC、 スマートエ 
ント U —&スタートシステム 

9 

MIR HTR 

10 A 

ミラーヒーター、 EFI システム 

10 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグライト 

11 

IGN 

7.5 A 

ステアリングロック、 SRS エアバッグ 
システム、 EFI システム、スマートエン 

卜 U —&スタートシステム 

12 

METER 

7.5 A 

メーター 

13 

P S-HTR 

15 A 

助手席シートヒーター 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

HTR-IG 

10 A 

エアコン、プラズマクラスター 

15 

WIPER 

25 A 

フロントワイパー 

16 

RR WIPER 

15 A 

リヤワイパー 

17 

WASHER 

15 A 

ウォツシヤー 

18 

ECU-IG NO .1 

10 A 

自動光軸調整システム、メインボデー 
ECU 、 電動パワーステアリング、電動 
クーリングファン、シフト□ツクシス 
テム、 ABS 、 オーディオ、ナビゲーショ 
ンシステム、スマートエント U — &ス 

タートシステム 、 VSC 

19 

ECU-IG NO . 2 

10 A 

後退灯、オルタネーター、リヤウイン 
ドウデフォツガー、エアコン、フロン 
トワイパーデアイサ ー、 方向指示灯、 
非常点滅灯 

20 

〇巳 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

21 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストツプライト、 
ABS 、 メインボデ ー ECU 、 EFI システ 

ム、シフト□ツクシステム 

22 

DOOR 

25 A 

パワードア□ツクシステム 

23 

ACC - 巳 

25 A 

シガレツトライター 

24 

FR FOG 

15 A 

フロントフォグライト 

25 

AMI 

7.5 A 

始動系、シフト□ツクシステム 、 ACC 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

•交換してもライト類が点灯しないときは、電球を交換してください。 

“ P . 253) 

_交換しても再度ヒューズが切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

■バッテリーからの回路に過剰な負荷がかかると 

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れるように設計されています。 


^警告 

■車の 故障や、車両火災を防ぐために 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けがをするおそれがあります。 

•規定 容量以外のヒューズ、またはヒューズ以外のものを使用しないでください。 
•必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

•ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 


A 汪ぢ 

■ヒューズを 交換する前に 

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負荷だと判明したときは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■ 用意するもの 

•マイナスドライバー 

• 小さいプラスドライバーなど 
• リチウム電池 

• CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車) 

• CR 1632 (スマートエントリー&スタートシステム装着車） 


■電池交換のしかた 

(スマートエントリー&スタートシステム非装着車) 




カバーをはずす 

傷が付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に布などを巻い 
て保護してください。 


モジュールを取り出す 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 




コインなどを使用してモジユー 
ルカバーをはずし、消耗した電 


新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

■電池交換のしかた 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 



メカニカルキーを抜く 


カバーをはずす 

傷が付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に布などを巻い 
て保護してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



消耗した電池を取り出す 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


口知識 

■リチウム電池 CR 2016 (スマートエントリー&スタートシステム非装着車）、 
CR 1632 (スマートエントリー&スタートシステム装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店 • 時計店およびカメラ店などで購入できます。 

■鼋池が消耗していると 

次のような状態になります。 

•スマートエントリー&スタートシステム（装着車のみ）、ワイヤレス機能が 
作動しない 

•作動距離が短くなる 

■キーの電池を交換したときは（スマートエントリー&スタートシステム装着車) 



キーのスイッチを押し、本体の LED が点灯 
することを確認します。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


^警告 

■取りは ずした電池と部品について 

お子さまにさわらせないでください。 

部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 


A 汪ぢ 

■交換 後、正常に機能させるために 

次のことを必ずお守りください。 

• ぬれた手で電池を交換しない 
鎬の原因になります。 

•電池 以外の部品に、ふれたり動かしたりしない 
•電極を 曲げない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

ウォッシャー液の補給 



液面が LOW の位置に近付いた 
らウォッシャー液を補給する 


□知識 


■ゲージの使い方 



ウォッシャー液の膜が張っているゲージの 
穴部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量がゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった （ LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


^警告 

■ウォ ッシャー液を補給するときは 

エンジンが熱いときやエンジンがかかっているときは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。 

ウォッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、エンジンなどにかか 
ると出火するおそれがあり危険です。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


汪 fe 、 

■ウォッシャー 液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみが付くおそれがあります。 

■ウォ ッシャー液のうすめ方 

必要に応じて水でうすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 

エアコンフイルターの 清掃 • 交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 


手順 


► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを“ LOCK ”にする 

► スマートエントリー&スタートシス丁ム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチを OFF にする 



a 506032 b 




グローブボックスを開き、ダン 
パーステ ーの ピンをはずす 


グローブボックス側面を内側に 
押して上部のツメを片側ずつは 
ずし、下部のツメをはずして取 
りはずす 


フイ」レターカノ（一を取りはずす 


278 



















































































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


フイ ルターを 取りはずし、新し 
いフイ ルターと 交換する 

「个 UP 」 マークの矢印が上を向く 
ように取り付けます。 


HE 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


口知識 

■エアコンフィルターの清掃 • 交換について 

エアコンフィルターは下記の時期を目安に清掃、または交換してください。 

清掃：15,000 km [7,500 km ごと 
交換： 30,000 km [1 5,000 km ※ ] ごと 

%大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区 

■エアコンの風量が減少したときは 

フィルターの目づまりが考えられますので、フィルターを清掃、または交換し 
てください。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 汪ぢ 

■ エアコンを使用するときの注意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることがあり 
ます。必ずフィルターを装着してください。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 
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5-1 .まず初めに 

故障したときは 


故障のときはすみやかに下記の指示に従ってください。 




非常点滅灯 UP . 283) を点滅 
させながら、車を路肩に寄せ停 
車する 

非常点滅灯は、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に知 
らせるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、次のことに従う 

• 同乗者を避難させる 

• 車両の 50 m 以上後方に発炎筒 
(^ P . 284) と停止表示板を置 
くか、停止表示灯を使用する 

• 見通しが悪い場合はさらに後 
方に置いてください。 

• 発炎筒は、燃料もれの際やトン 
ネル内では使用しないでくだ 
さい。 

•その後、ガードレールの外側 
などに避難する 


口知識 

停止表示板 • 停止表示灯について 



參高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示灯の表示が、法律で義務付けられ 
ています。 

•停止表示板•停止表示灯は、トヨタ販売 
店で購入することができます。 













5-1 .まず初めに 

非常点滅灯 


事故や故障のときなどにお使いください。 


スイツチを押すとすべての方向 
指示灯が点滅し、もう一度押す 
と消灯します。 



A 汪ぢ 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間使用しないでください。 


































5-1 .まず初めに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障 • 事故時に非常信号用として使用しま 
す。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください） 

発炎時間は約 5 分です。非常点滅灯と併用してください。 



助手席足元の発炎筒を取り出す 



本体をまわしながら抜き、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、すり薬で発炎 
筒の先端をこすり、着火させる 

必ず車外で使用してください。着 
火させる際は、筒先を顔や体に向 
けないでください。 
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5-1 .まず初めに 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限が切れる前に、トヨタ販売店でお求めください。有 
効期限が切れると、着火しなかったり、炎が小さくなる場合があります。 


^警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

次の場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界が悪くなったり、引火するおそれがあるため危険です。 

• トンネル内 

•ガ ソリンなど可燃物の近く 

■発 炎筒の取り扱いについて 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 
•使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
•発 炎筒は、お子さまにさわらせない 


トラブルが起きたら 


5 

8 

2 







5-1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼ください。 
■けん引されるときは 



車体に傷が付かないように□一 
プをけん引フックにかける 

前進方向でけん弓Iしてください。 


手順 



ロープの中央に白い布を付ける 

布の大きさ： 

0.3 m 平方 (30cm x 30cm) 以上 


手順 


I ]けん引される車両のエンジンをかける 


►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

エンジンがかからないときは、エンジンスイッチを “ACC ” または “0 N 
にしてください。 


► スマートエントリー&スタートシス丁ム装着車 

エンジンがかからないときは、“エンジンスタートストップ”スイッチを 
アクセサリーモード、またはイグニッシヨン 0N モードにしてください。 


HE けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動灯に注意し、ロープをたるませないように 
してください。 
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5-1 .まず初めに 


r けん引する前に 

次の場合は、駆動系の故障が考えられるため、トヨタ販売店へご連絡 
ください。 

• エンジンはかかるが車が動かない 
• 異常な音がする 

I 緊急用フック（寒冷地仕様車） 

雪の吹きだまりなどでスタックし 
て走行できなくなったときに、緊 
急的に他車に引っ張り出してもら 
うときに使用するものです。他車 
をけん引することはできません。 


口知識 

■けん引フックの使用目的 

けん引フックはけん引されるときに使うものであり、他車をけん引するための 
ものではありません。 
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トラブルが起きたら 















5-1 .まず初めに 


^警告 

■車両を 運搬するときは （4 WD 車） 

必ず4輪接地または、4輪とも持ち上げた 
状態で運搬してください。 

前輪または後輪だけ持ち上げたけん引は絶 
対にしないでください。駆動装置が焼き付 
きを起こしたり、車がトレッカー（台車）か 
ら飛び出すおそれがあります。 

また、駆動系部品が故障したと思われると 
きは、必ず4輪を持ち上げて運搬してくだ 
さい。 

■けん 引中の運転について 

•けん 引を行うときは細心の注意を払ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けてください。 

けん引フックやロープが破損するおそれがあります。万一の場合、その破片が 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれがあり危険です。 

•けん 引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンが停止しているとブレーキの効きが悪くなったり、八ンドルが通常 
より重くなります。 

籲 エンジンスイッチを“ LOCK " にしないでください。 

(スマートエントリー&スタートシステム非装着車） 

八ンドルがロックされ八ンドル操作ができなくなり、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 

籲“ エンジンスタートストップ”スイッチを〇 FF にしないでください。 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

八ンドルがロックされ八ンドル操作ができなくなり、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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5-1 .まず初めに 


汪 fe 、 

■車両の 損傷を防ぐために 

•けん 引するときは次のことを必ずお守りください。 

• ワイヤーロープは使用しない 
• 速度30 km / h 以下、距離80 km 以内でけん弓 I する 
-前進方向でけん引する 
• サスペンション部などにロープをかけない 
•この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれがあります。 

■固 縛用フックについて 

固縛用フックは、船舶固縛で車両を輸送す 
るときに使用するためのものです。けん引 
には絶対に使用しないでください。 


■長い 下り坂でけん引するときは 

レツカー車でけん弓 I してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそれがあり 
よ 9 〇 
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トラブルが起きたら 
















5-1 .まず初めに 

フューエルポンプシャツトオフシステム 


エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、フューエルポンプ 
シャツトオフシステムが作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最小 
限に抑えます。 


|システム作動後にエンジンを再始動するには 

システムが作動したあと、エンジンを始動するには、次の手順に従って 
ください。 


►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 


手順 

手順 


U エンジンスイッチを "ACC 
互エンジンを再始動する 


または 


LOCK ” にする 


► スマートエントリ ー&スタートシス丁ム装着車 

HE 11 エンジンスタートストップ”スイッチをアクセサリーモー 
ド、または〇 FF にする 
IE 3 誦 2 I エンジンを再始動する 


A 汪ぢ 

■エンジンを 始動する前に 

車両下をよく確認してください。 

地面に燃料もれを見つけた場合は、燃料システムに損傷があり、修理する必要 
があります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 
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5-1 .まず初めに 

イベントデ _ タレコ _ ダ _ 


お車には、最適な車両性能を維持するためのコンピュータを搭載して 
います。このコンピュータは、システムが正常に作動していることを 
診断すると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録 
するイベントデータレコーダー （ EDR ) を装備しています。 


r 記録するデータ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーが、 
衝突のときや衝突に近い状態のときに次のデータを記録します。 

• エンジンの回転数 
癱車速 

• ブレーキペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランスミッションのシフトポジション 
• 助手席乗員の有無 

• 運転者および助手席乗員のシートべルト装着の有無 
• 運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関する情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 
(車種によっては記録される項目が異なります） 
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トラブルが起きたら 






5-1 .まず初めに 


[データの 開示について 


トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得 • 流用することがあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、取得したデータ 
を次の場合を除き、第三者へ開示 • 提供することはありません。 

• お車の使用者の同意がある場合 

•裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

• 統計的な処理を行うなどの、使用者や車が特定されないように加工し 
たデータを研究機関などに提供する場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告灯がついたときは 


警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対 
処してください。点灯•点滅しても、その後消灯すれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


^ただちに停車してください。走行を続けると危険です。 

次の警告はブレーキの故障のおそれがあることを意味します。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 

(①） 

ブレーキ警告灯（警告ブザー％) 

• ブレーキ液の不足 
• ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないときも点灯します。 

解除後、消灯すれば正常です。 


パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速が約5 km/h 以上にな 
ると、警告ブザーが鳴ります。 

警告ブザーが鳴ったときは、パーキングブレーキを解除してください。 


口知識 

■ ブレーキ警告灯について （2 ZR-FAE / 3 ZR - FAE エンジン搭載車） 

エンジンスイッチが “ON” （スマートエントリー&スタートシステム非装着 
車）、または“エンジンスタートストップ”スイッチがイグニッション〇 N 
モード（スマートエントリー&スタートシステム装着車）で、エンジンが停止 
しているとき、ブレーキペダルを数回踏むと点灯します。エンジン始動後、消 
灯すれば正常です。 
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トラブルが起きたら 















5-2. 緊急時の対処法 


|ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わぬ危険を招くおそれがあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく 
ださい。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 




充電警告灯 

充電系統の異常 




油圧警告灯 

エンジンオイルの圧力異常 


rA 


オーバーヒート警告表示& 

エンジン冷却水温の異常 （—P. 323) 

(点滅） 


エンジンがオーバーヒート状態になると、水温計の表示が上端まで達して点滅し 
ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


|ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置するとシステムが正しく働かず、思わぬ危険や故障を 
招くおそれがあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けてください。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 




エンジン警告灯 

• エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

• オートマチックトランスミッシヨン電子制御システムの異常 




SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告灯 

- SRS エアバッグシステムの異常 
• プリテンシヨナー付シートべルトシステムの異常 


(&) 


ABS 警告灯 （ VSC 非装着車） 

ABS の異常 

ABS &ブレーキアシスト警告灯 （ VSC 装着車） 

. ABS の異常 
• ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング警告灯 

EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 




ディスチャージへッドライトオートレべリング警告灯* 

自動光軸調整システムの異常 


m 


スリップ表示灯* 

TRC システム • VSC システムの異常 

TRC のみ、または TRC と VSC を停止しているときも点灯し 
ます。また 、 TRC • VSC の作動中は点滅します。 

(— P . 151, 152) 


(点滅） 


VSC OFF 表示灯* 

TRC システム • VSC システムの異常 

TRC と VSC を停止しているときは点灯します。 (^ P . 152) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルが起きたら 












































5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 


クルーズコント□ール 表示灯* 

クルーズコント□ールシステムの異常のおそれ （— P . 158) 




(点滅） 


クリアランスソナー表示灯* (パターン 1) 

センサーの異常 

システム電源 ON 時に異常を検出すると、異常のあるセンサー 
の位置が点滅し、警告ブザーが鳴ります。その後は異常が解消 
されるまで表示されたままになります。 




(点滅） 


^警告 

■パワーステアリング 警告灯が点灯したときは 

八ンドルが非常に重くなることがあります。 

八ンドル操作が通常より重いときは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


296 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















5-2. 緊急時の対処法 


f ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告灯が消灯するのを 
確認してください。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 

対処方法 


(—夕— P* 

發 


半ドア警告灯/半ドア警告表示 

いずれかのドア、またはトラ 
ンクが確実に閉まっていない 

全ドアおよびトランクを閉 
める 

マルう 

シヨン 

F イン フォ 
ディスプ 

# 

メ_ 

ノィ内 




燃料残量警告灯 

燃料の残量が約9 L 以下に 
なった 

燃料を補給する 
燃料計の表示と実際の燃料 
残量には誤差が生じます。 
燃料が少なくなったときは、 
早めに補給してください。 


(点滅） 


クリアランスソナー表示灯* 
(パターン 2) 

センサー部に雪氷や泥などが 
付着している 

汚れが付着しているセンサー 
の位置、および車両のマーク 
が点滅し、警告ブザーが鳴り 
ます。 

汚れを取り除く 
センサー部が汚れていな 
いのに警告された場合は、 
トヨタ販売店で点検を受け 
てください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルが起きたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 

対処方法 




運転席シートべルト 
非着用警告灯（警告ブザー ％} 

運転席シートべルトの非着用 

シートべルトを着用する 


PASSENGER 


助手席シートべルト 
非着用警告灯（警告ブザー ％) 

助手席シートべルトの非着用 

シートべルトを着用する 


運転席 • 助手席シートべルト非着用警告ブザー： 

運転席 • 助手席シートべルトを非着用のまま、車速が約20 km / h 以上になると、 
警告ブザーが約30秒間断続的に鳴ります。その後も運転席 • 助手席シートべルト 
を非着用のままだと、ブザーの音がかわり約90秒間鳴ります。 


□知識 

■助手席シートべルト非着用警告灯の乗員検知センサーの作動について 

_乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検知して 
警告灯が点滅することがあります。 

•座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しないことが 
あります。 


■半ドア警告表示について 

^ P . 138 
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5-2. 緊急時の対処法 


f ただちに処置してください。（スマートエントリー&スタートシステム装着車) 

それぞれの対処方法に従って処置し、警告灯が消灯するのを確認してく 
ださい。 


敬生一 
言 1=1 ノ 

車内 

ブザー 

車外 

スマートエント 
リー&スタート 
システム警告灯 

警告内容 

対処方法 

1回 

なし 

(約 

8秒間点 

灯） 

電子キーを携帯していな 
い状態でエンジンをかけ 
ようとした 

電子キーを携帯する 

1回 

3回 




電子キーを携帯していな 
い状態かつ、“エンジンス 
タートストップ”スイッ 
チが OFF 以外の状態で運 
転席以外のドアが開閉さ 
れた 

電子キーを携帯する 

電子キーを携帯していな 
い状態かつ、シフトレバー 
が P の状態で、“エンジン 
スタートストップ”ス 
イッチを OFF にせずに運 
転席ドアが開閉された 

“エンジンスタート 
ストップ”スイッチ 
を〇 FF にする 

または 

電子キーを携帯する 

連続 

連続 




電子キーを携帯していない 
状態かつ、シフトレバーが 
P 以外の状態で“エンジン 
スタートストップ”ス 
イッチを OFF にせずに運 
転席ドアが開閉された 

•シフトレバーを P に 

する 

-電子キーを携帯する 
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トラブルが起きたら 




























5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたときは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 246を参照してください） 


■ ジヤツキで車体を持ち上げる前に 

• 地面が固く平らな場所に移動する 
•パーキングブレーキをかける 
•シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止する 


争非常点滅灯を点滅させる 

■ 工具とジャツキの搭載位置 



ホイールナツト 
レンチ 


a89f007 
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5-2. 緊急時の対処法 


ジャッキの取り出し方 




マツトを取り出し、トランク内の 
カバーを 取りはずす 


ジャッキを取り出す 
D 締まる 
□ゆるむ 

格納するときは、ジャッキと固定具 
がかみ合うよう、確実に固定してく 
ださい。 


応急用タイヤの取り出し方 



留め具をはずし、タイヤを取り出す 
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トラブルが起きたら 







































5-2. 緊急時の対処法 


|パンクしたタイヤの交換 







輪止め％をする 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

右側後輪うしろ 

右側 

左側後輪うしろ 

後輪 

左側 

右側前輪前 

右側 

左側前輪前 


%輪止めは、トヨタ販売店で購入する 
ことができます。 


ホイールキャップをはずす 
(スチールホイールのみ） 

傷が付くのを防ぐため、図のように布 
などを巻いて保護してください。 


ナツトを少し（約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 





ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしっかりかける 


タイヤが地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナツトすべてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずす 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷が付かないよう 
意匠面を上にします。 
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トラブルが起きたら 





























5-2. 緊急時の対処法 


[タイヤの取り付け 



ホイール接触面の汚れをふき取る 
ホイール接触面が汚れていると、走行 
中にナツトがゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれがあります。 


HE タイヤを取り付け、タイヤががたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 


スチールホイールからスチールホイールにか;！るとき 
(応急 用 タイヤを含む） 



ナツトのテーパー部がホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわす 


► アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部がホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわす 
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5-2. 緊急時の対処法 


►アルミホイールからアルミホイールにかえるとき 



ナツトの座金がホイールにあたる 
まで仮締めする 


車体を下げる 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 


トラブルが起きたら 

5 

〇 

3 
































5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップを取り付ける％ 
タイヤのバルブ（空気口）に切り欠き 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付けます。 

^スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはできません） 


HE すべての工具 • ジャッキ • パンクしたタイヤを収納する 


□知識 


■応急用タイヤについて 

•タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。 
応急用にのみ使用してください。 

籲空気圧を必ず点検してください。 (^P. 335) 


雪道 • 凍結路で前輪がパンクしたときは 

tiM 11後輪を応急用タイヤと交換する 

21パンクした前輪をはずした後輪と交換する 
e jra 31タイヤチェーンを前輪に装着する 


^警告 

■応急 用タイヤを使用するときは 

•お客様の お車専用になっているため、他の車には使用しないでください。 
•同時に 2つ以上の応急用タイヤを使用しないでください。 

•できるだけ 早く通常のタイヤと交換してください。 

•急 加速 • 急ブレーキ • 急減速 • 急旋回は避けてください。 

■応急 用タイヤを収納するときは 

ボデーと応急用タイヤとのあいだに、指などを挟まないように注意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


^警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度が検出できない場合があり、次のシステムが正常に作動しなく 
なるおそれがあります。 

• ABS &ブレーキアシスト 

• VSC* 

• TRC* 

•ナビ ゲーシヨンシステム* 

籲 バックガイドモニター* 

_ クルーズコント□ール* 

籲 クリアランスソナー&バックソナー* 

•インテリ ジェントパーキングアシスト* 

• NAVI - AI-SHIFT * 

また、次のシステムは、性能が十分に発揮できないばかりでなく、駆動系部品 
に悪影響を与えるおそれがあります。 

• 4WD システム* 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているときは、100 km/h 以上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わぬ事故につながるおそれ 
があり危険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

307 


トラブルが起きたら 





5-2. 緊急時の対処法 


^警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死亡につながるおそれがあります。 

次のことをお守りください。 

•ジャッキは タイヤ交換 • タイヤチェーン取り付け • 取りはずし以外の目的で 
使用しない 

離 備え付けのジャッキは、お客様の車にしか使うことができないため、他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

•ジャッキ セット位置に正しくジャッキがかかっていることを確かめる 
•ジ ャッキで支えられている車の下に体を入れない 
•ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
•車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

•車を 持ち上げるときは、ジャッキの上または下にものを載せない 
籲 車を持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ以上に上げない 
•車の 下にもぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 
車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人がけがをしないよう注意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


^警告 

■タイヤ 交換について 

•走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、タイ 
ヤ交換などで手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。 

•次の ことをお守りいただかないとナツトがゆるみ、ホイールがはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。 

• ホイールの交換後は、すぐに103 N • m (1050 kgf • cm ) の力でナツ 
卜を締める 

• タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナツトを使用する 
• ボルトやナツトのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異 
常がある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナツトを取り付けるときは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
UP . 248) 






5-2. 緊急時の対処法 


汪 fe 、 

■パンクした ままの走^^こついて 

タイヤがパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールが修理できないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差に注意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時にくらべ車高が低くなっています。 
段差を乗りこえるときは注意してください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンが車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれがあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか5ないときは 


正しいエンジンのかけ方 （— P . 115, 118) に従ってもエンジンが 
かからないときは、次のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかからない 

>1■日ム 

味口 

次の原因が考えられます。 

• 燃料が入っていない可能性があります。 

給油してください。 

• 燃料を吸い込みすぎている可能性があります。 

再度、正しい手順 （— P . 115,1 18) に従って、エンジンをか 
けてください。 

• エンジンイモビライザーシステム*に異常がある可能性があり 
ます。 “ P . 72) 

■スターターがゆっくりまわる/室内灯•へッドライトが暗い/ 
ホーンの音が小さい、または鳴らない場合 

次の原因が考えられます。 

•バッテリーあがりの可能性があります。 （— P . 317) 

•バッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。 

■ スターターが まわらない場合 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性がありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
ができます。 (^ P . 312) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルが起きたら 




5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターがまわらない/室内灯 • へッ ドライトが点灯しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

次の原因が考えられます。 

•バッテリーのターミナルがはずれている可能性があります。 

•バッテリーあがりの可能性があります。 （— P . 317) 

• ステアリングロックシステムに異常がある可能性があります。 

処置のしかたがわからないとき、あるいは処置をしてもエンジンがかからない 
ときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


r 緊急始動機能（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンが始動しないときは、次の手順でエ 
ンジンが始動する場合があります。緊急時以外は、この方法で始動させ 
ないでください。 


手順 

手順 


卫パーキングブレーキがかかっていることを確認する 
瓦シフトレノ（一が p の位置にあることを確認する 



エンジン スター トストップ 


スイッチをアクセサリーモード 


にする 


手順 


0ブレーキべダ)レをしっかり踏んで“エンジンスタートストップ 


スイツチを約15秒以上押し続ける 


上記の方法でエンジンが始動しても、システムの故障が考えられます。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレバーがシフトできないときは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーがシフトできない場合、 
シフト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレバーをシフトするこ 
とができます。 


手順 


rn ノ くーキンクブレーキをかける 


►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを “ ACC ” にする 


トスマートエントリー&スタートシス丁ム装着車 

“エンジンスタートストップ”スイッチをアクセサリーモードに 
する 


E Jtil 3 I ブレーキべダ j レを踏む 


シフトロック解除ボタンを押す 
ボタンを押しているあいだは、レ 
バーをシフトできます。 














5-2. 緊急時の対処法 

キーをな<したときは 


キーナ ン バープレー トに打刻された キーナ ン バーと 残りの キーから、 
トヨ タ販売店で トヨ タ純正品の新しい キーを 作ることができます。 
“P. 20) 
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5-2. 緊急時の対処法 

鼋子キ-が正常かないときは(スマ-卜 I ントリ -& スタ-トシステム装着車) 


電子キーと車両間の通信がさまたげられたり （— P . 26)、電子キーの 
電池が切れたときは、スマートエントリー&スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンが使用できなくなります。このような場合、次の手順 
でドアを開けたり、エンジンを始動したりすることができます。 


ドアの施錠 • 解錠 



メカニカルキー （— P . 20) を使つ 
て次の操作ができます。 

n 全ドア施錠 
□全ドア解錠 


|モードの切りかえ • エンジン始動の方法 


UI シフトレバーが P の状態でブレーキを踏む 



電子キーのトヨタエンブレム面で 
“エンジンスタートストップ”ス 
イッチにふれる 
ブザーが鳴ります。 

この操作中にいずれかのドアが開閉 
されると、スマートエントリー&ス 
タートシステムが“エンジンスター 
トストップ”スイッチにふれた電子 
キーを正しく検知できず、警告音が鳴 
ります。 
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トラブルが起きたら 






















5-2. 緊急時の対処法 




モードの切りかえ： 

ブザーが鳴ってから5秒以内に、ブレーキペダルから足を離 
して"エンジンスタートストップ”スイッチを押します。 
スイッチを押すごとにモードを切りかえることができます。 


(^P. 11 9) 


エンジン始動： 

ブザーが 鳴ってから5秒以内に、 ブレーキ ペダルをしっかり 
踏み込んで"エンジンスタートストップ”スイッチを押し 
ます。 


処置をしても作動しないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


口知識 

■エンジンの停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーを口にして“エンジン 
スタートストップ”スイッチを押します。 

■鼋池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動方法は、一時的な処置です。電池が切れたと 
きは、ただちに電池の交換をおすすめします。 （— P . 272) 
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5-2. 緊急時の対処法 

バッテリーがあがったときは 


バッテリーがあがった場合、次の手順でエンジンを始動することがで 
きます。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテリー付き救援車があれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることができます。 

HE ボンネットを開ける (^ p . 249) 
feia 2 1エンジン上部のカノ（一をはずす 

(1 NZ - FE エンジン搭載車を除く） 

カノ（一の各部を次の順で上に引 
き、エンジン側の固定ピンから 
カバーを はずします。 

D 運転席側後方 
B 助手席側後方 
□車両前方 （2 ヶ所） 

図は 3 ZR - FAE エンジンで説明してい 
ます。 

HE バッテリーの+端子のカバーをはずし、 ブースター ケーブル 
を次の順につなぐ 

□ 赤色のブースターケーブルを自車のノ（ッテリーの+端 
子につなぐ 

B 赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車の 
バッテリーの+端子につなぐ 

B 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの一端 
子につなぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのもう一方の端をバッテリー 
から離れた、未塗装の金属部（次ページの図に示すよう 
な固定された部分）につなぐ 
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トラブルが起きたら 































5-2. 緊急時の対処法 


► 1 NZ - FE エンジン搭載車 




手順 


互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約5分間 
自車のバッテリーを充電する 


手順 



エンジン スター ト ス トップ 


スイッチが OFF の状態で、 


いずれかのドアを開閉する （ スマートエントリー&スタート 
システム装着車） 
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5-2. 緊急時の対処法 


►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチをいっ 
たん “ON” にしてから、自車のエンジンをかける 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、“エンジンスタートス 
トップ”スイッチをいったんイグニッシヨン〇 N モードにしてか 
ら、自車のエンジンをかける 

E ヨ麵71 自車のエンジンが始動したら、ブースターケーブルをつない 
だときと逆の順ではずす 

ブースターケーブルをはずしたあとは、バッテリーの+端子のカバー 
をもとにもどしてください。 

Elifsl エンジン上部のカノ（一をもとどおりに取り付ける 
(1NZ-FE エンジン搭載車を除く） 

取りはずしたときと同じ順番で、エンジン側の固定ピンにはめ合わせ 
ます。 

エンジンがかかっても、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 

□知識 

バッテリーあがり時の始動について 

この車両は、押しがけによる始動はできません。 

バッテリーあがりを防ぐために 

•エンジンがかかっていないときは、ライトやエアコンの電源を切ってくだ 
さい。 

•渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

ニバッテリーがあがったときは 

コンピュータに記憶されている情報が消去されます。バッテリーがあがったと 
きはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラブルが起きたら 








5-2. 緊急時の対処法 


■バッテリーの充電について 

バッテリーの電力は、車両を使用していないあいだも、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテリーがあがってエンジンを始動できなくなるおそれがあり 
ます。（バッテリーは走行中に自動で充電されます） 
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5-2. 緊急時の対処法 


^警告 

■バッテリーの 引火または爆発を防ぐために 

バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険です 
ので、火や火花が発生しないよう、次のことをお守りください。 

•ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所以外に接続しない 
•ブ ースターケーブルは+側と一側の端子を絶対に接触させない 
•バッテリー 付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッテリーの 取り扱いについて 

バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、次のことを必 
ずお守りください。 

•バッテリーを 取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）が皮膚 • 衣服 • 車体 
に付着しないようにする 

•必要 以上に、顔や頭などをバッテリーに近付けない 

•誤って バッテリー液が体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあてて 
おく 

•誤って バッテリー液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

•バッテリーの 支柱 • ターミナル • その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う 
• お子さまをバッテリーに近付けない 

■ 1 NZ - FE エンジン搭載車では 

車両のアースポイント （ P . 317の E Jill 3 1で、 D の接続位置）にブースター 
ケーブルを取り付ける際は、エンジンが始動したときに振動で脱落しないよう、 
しっかりと接続してください。 V リブドべルトと近い位置にあるため、脱落し 
てべルトに接触すると思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 
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トラブルが起きたら 







5-2. 緊急時の対処法 


汪 fe、 

■ ブースターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやべルトに 
巻き込まれないように十分注意してください。 

■エンジン 上部のカバーの損傷を防ぐために 
(2ZR-FAE / 3ZR-FAE エンジン搭載車） 

次のことを必ずお守りください。 

•カバーを 取りはずすときは、前後同時に引き上げたり、前方からはずしたりし 
ないでください。 

•カバーを 取り付けるときは、取り付け部上面を強い力で押さえたり、たたいた 
りしないでください。 


322 





5-2. 緊急時の対処法 

オーバーヒートしたときは 


オーバーヒー トしたときは： 

E 3111 I 車を安全な場所に止め、エアコンを止める 
HE エンジンルームから蒸気が出ているか確認する 
蒸気が出ている場合： 

エンジンを停止する。蒸気が出なくなったら、注意してボ 
ンネットを開け、エンジンを再始動する 
蒸気が出ていない場合： 

エンジンをかけたまま、注意してボンネットを開ける 
HE ラジエーター冷却用のフアンが作動しているか確認する 
フアンが作動している場合： 

水温計の表示が下がってきてからエンジンを停止する 
フアンが作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡する 



エンジンが 十分に冷えてから、 
冷却水の量 やラジエーターコア 
部（放熱部）の冷却水もれを点 
検する 



冷却水が不足している場合は、 
冷却水を補給する 

冷却水がない場合は、応急措置と 
して水を補給します。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラブルが起きたら 








































5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■オーバーヒートとは 

次の状態がオーバーヒートです。 

籲水温計の表示が上端まで達して点滅したり、エンジン出力が低下する 
•エンジンルームから蒸気が出る 


^警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

•エンジン ルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内が高温になっているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

•エンジンが かかっているときは、手や着衣をフアンやべルトから離してくださ 
い0 

•エンジン およびラジエーターが熱いうちはラジエーターキャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や冷却水が圧力によって噴き出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 


A 汪ぢ 

■冷却水を 入れるときの注意 

エンジンが十分に冷えてから入れてください。 

冷却水はゆっくり入れてください。 

エンジンが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが損傷するおそ 
れがあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたときは 


ぬかるみや砂地、雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは、次の方法で脱出してください。 

HE パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止する 

tail 2 1タイヤ前後の土や雪を取り除く 
IM ] タイヤの下に木や石などをあてがう 
mug エンジンを再始動する 

シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しながらアクセ 
ルペダルを踏む 

VSC 装着車は 、 TRC • VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC ま 
たは VSC を停止してください。 （— P . 152) 


▲警告 


■脱出 するときは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車 • ものまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとき、車が前方または後方に飛び出すおそれがあります 
ので、特に注意してください。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。 

車が急発進し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。 


A 注意 


トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

_ タイヤが空転するのを避け、必要以上にアクセルペダルを踏まないでください。 
•上記の 方法で脱出できなかった場合、けん引による救援が必要です。 
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トラブルが起きたら 















5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止まらなくなったときの非常時のみ、次の手順で車両を停 
止させてください。 


II ブレーキべダ j レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをくり返し踏まないでください。通常より強い力が必 
要となり、制動距離も長くなります。 

シフトレノ（一を N に入れる 


►シフトレバーが N に入った場合 
HE 減速後、車を安全な道路脇に停める 
fc _4 l エンジンを停止する 


► シフトレノ（一が N に入らない場合 


手順 


瓦ブレーキべダ」レを両足で踏み続け、可能な限り減速させる 



スマートエントリー&スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC ”にして、ェ 
ンジンを停止する 



スマートエントリ ー&スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ”スイッチを3 
秒以上押し続けてエンジンを停 
止する 


手順 


I ]車を安全な道路脇に停める 
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5-2. 緊急時の対処法 


^警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

•ブレーキの 効きが悪くなると共に八ンドルが重くなるため、車のコント□ール 
がしにくくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてく 
ださい。 

•スマ ートエントリ ー S . スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルが 
ロックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 





5-2. 緊急時の対処法 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(指定燃料•オイル量など）… 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ 
機能一覧 . 

6-3. 初期設定 

初期設定が必要な項目 ......... 
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340 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料 • オイル量など） 


使用するオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左右され 
ます。トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類のご使用を 
おすすめします。トヨタ純正オイル • 液類以外を使用される場合は、 
トヨタ純正オイル • 液類に相当する品質のものを C 使用ください。 


【燃料 


指定燃料 

容量 [L] (参考値） 

無鉛レギュラーガソリン 

60 


|エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] (参考値ゞ 1 ) 

オイルのみ 
嫌 

オイルと 
オイルフイ 
ルター交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -2 〇※ 2 
—API SM，EC/ILSAC GF-4, SAE 0W-20 

トヨタ純正モーターオイル SM5W-30 
—API SM, EC/ILSAC GF-4, SAE 5W-30 

トヨタ純正モーターオイル SM10W-30 
—API SM, EC/ILSAC GF-4, SAE 10W-30 

トヨタ純正モーターオイル SL5W-20 
—API SL, EC SAE 5W-20 

トヨタ純正モーターオイル SL 1 0W-30 
—API SL, EC SAE 10W-30 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 

2ZR-FAE 

3.9 

4.2 

3ZR-FAE 


& 1 エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖 
機後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。 

% 2 0W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 
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■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の缶には ILSAC CERTIFICATION (イルサツ 
クサーテイフイケーシヨン）マークが付いています。 



□ API マーク 

B ILSAC CERTFICATION マーク 


■エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づき、外気温に適した粘度のものをご使用ください。 



^ 0W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明します）： 

• 0 W -20 の 0 W は、低温時のエンジン始動特性を示しています 。 W 
の前の数値が小さいほど冬場や寒冷時のエンジン始動が容易にな 
ります。 

• 0 W -2 ◦の20は、高温時の粘度特性を示しています。 

粘度の高い（数値が大きい）オイルは、高速または重負荷走行に適 
しています。 





















[ フソ 1 ーター 


銘柄 

エンジン 

容量 [L] 

(参考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% — 12 °C 

濃度50% — 35°C 

1 NZ-FE 

5.3 

2ZR-FAE 

5.4 

3ZR-FAE 


I オートマチックトランスミッション 


銘柄 

エンジン 

駆動方式 

容量 [L] 
(参考値％) 


1 NZ-FE 

FF (前輪駆動） 

8.09 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

2ZR-FAE 

FF (前輪駆動） 

8.1 1 

4WD (4 輪駆動） 

7.98 


3ZR-FAE 

FF (前輪駆動） 

8.70 


^交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


|リヤディファレンシャル （4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [L] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL-5 SAE 85W-90) 

0.5 
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6-1. 仕様一! 


|トランスファー （4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [L] (参考値） 

トヨタ純正ギヤオイルスーパー 
(API GL-5 SAE 75W-90) 

0.9 


|ブレーキ 

■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [mm] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだときの床板とのすき間％ 

81以上 


^エンジン回転時に294 N (30 kgf) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■ ブレーキフルード 


銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500H 


■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力294 N (30 kgf) のときのノッチ％数 

9〜12 


^ ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度 r カチッ”という音）のこと 
です。 


車両仕様 
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|v u ブドベルト 


項目 


エンジン 基準値 [ mm ] 


たわみ量 



押力98 N (10 kgf ) (冷間時） 


1 NZ-FE 


2 ZR-FAE 


3 ZR-FAE 


11〜13 


7.6 〜10 


【ウォッソャー 

容量 [ L ] (参考値） T 2.5 





















6 -1 . 仕様一! 


f タイヤ • ホイール 

►標準タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイール 

サイズ 

タイヤが冷えているときの 
空気圧 kPa ( kg / cm 2 ) 

前輪 

後輪 

185/65R15 88S 

1.5L 車 

15 x 6J 

230 (2.3) 

230 (2.3) 

1.8L の FF 車 

15 x 6J 

240 (2.4) 

240 (2.4) 

195/65R15 91S 

15 x 6J 

230 (2.3) 

230 (2.3) 

195/55R16 86V 

16 x 6J 

220 (2.2) 

200 (2.0) 


►スペアタイヤ 


タイヤサイズ 

ホイール 

サイズ 

タイヤが冷えているときの 
空気圧 kPa ( kg / cm 2 ) 

前輪 後輪 

T125/70D16 96M 

16 x 4T 

420 (4.2) 

T135/80D16 101M 
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[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ー ビーム 

(ディスチヤージバルブ*バルブタイプ： D 4 R ) 

□ー ビーム 

35 


(八□ゲンバルブ*バルブタイプ： HI 1) 

55 


車幅灯 

5 


フロントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

55 

車外 

フロント方向指示兼非常点滅灯 

21 


サイド方向指示兼非常点滅灯 

LED ※- 


U ヤ方向指示兼非常点滅灯 

21 


制動灯 

LED % 


尾灯 

5 


後退灯 

16 


八イマウントストップライト 

LED % 


番号灯 

5 


フロントパーソナルライト 

5 


U ヤ読書灯# 

5 

車内 

ラゲージルームライト 

3.8 

バニティミラー天井照明 

8 


グローブボックスライト 

1.2 


コンソール照明* 

LED % 


^ LED は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

NZT 260 

1 NZ-FE (1.5 L ガソリン） 

FF (前輪駆動） 

ZRT 260 

2 ZR-FAE (1.8 L ガソリン） 

ZRT 265 

4 WD (4 輪駆動） 

ZRT 261 

3 ZR-FAE (2.0 L ガソリン） 

FF (前輪駆動） 


6-1 . 仕様一 


車両仕様 
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6-2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覧 


お車には、設定を変更することが可能な数多くの装備が付いています。 
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更することができます。 

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。 
詳しくは、トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

リー&スタート 
システム# 

“ P . 22) 

スマートエント U — &スタート 

システム 

あり 

なし 

ワイヤレス 

ドアロック 

UP . 31) 

ワイヤレス機能 

あり 

なし 

トランク解錠時の操作 

1回押し続ける 
(約 0.6 秒） 

解錠しない 

2回押し 

1回押し 

スマートエント 

U 一&スタート 
システム$ 

“ P . 22) と 
ワイヤレス 

ドアロック 

“ P . 31) 

共通 

作動の合図（非常点滅灯） 

あり 

なし 

作動の合図 
(ブザー)※ 1 

施錠 • 解錠時 

あり 

なし 

トランク解錠時％ 2 

あり 

なし 

解錠後、ドアを開けなかったと 
きの自動施錠までの時間 

約30秒 

約60秒 

約120秒 

半ドア警告ブザー％ 1 

あり 

なし 

ライト 

自動点灯•消灯 
システム# 

“ P . 1 39) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル1〜5 

ライトを点灯するまでの時間 

標準 

長め 


1 スマートエントリー&スタートシステム装着車のみ 
2 ワイヤレスドアロックリモコンで解錠した場合のみ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















6-2. カスタマイズ機能 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イルミ ネー テッ 
ドエント U - 

シス丁ム 

“ P . 217) 

消灯までの時間 

約15秒 

約 7.5 秒 

約30秒 

解錠時の作動 

あり 

なし 

エンジンスイッチ“ LOCK ”、 
または"エンジンスタートス 
トップ”スイッチ〇 FF 後の作動 

あり 

なし 

クリアランス 

ソナー& 

バックソナー* 
“ P . 1 60) 

バックソナーの感知開始距離 

約"1 50 cm 

約60 cm 

ブザー音量 

レベル3 

レベル1〜5 
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6-3. 初期設定 

初期設定が必要な項目 


次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとな 
どに、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。 


項目 

初期設定が必要なとき 

参照先 

バックガイドモニター* 

•バッテリーの充電、 

交換後の再接続時 
• ヒューズ交換後 

別冊「ナビゲージヨンシステム 
取扱書」 

(メーカーオプシヨンのナビゲー 

シヨンシステム装着車） 

インテリジェント 
パーキングアシスト* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








さくいん 


略語一覧 . 342 

五十音順さくいん . 343 

症状別さくいん . 355 
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アルファべット略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エコノミー/エコ□ジー 

ECU 

エレクトリックコント□ールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクトリックパワーステアリング 

ETC 

エレクト□ニック1-ールコレクション 

LED 

ライトエミッティングダイオード 

SRS 

サプリメンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□ール 

VSC 

ビークルスタビリティコント□ール 
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五十音順さくいん 

五十音順さくいん 


ア-ムレスト 

フロント . 220 

U ャ . 234 

アウターミラー . 62 

アクセサリーボックス . 224 

アシストグリップ . 235 

アンチ□ックブレーキ 
システム （ ABS ). 151 

PH ETC 力-ド 

カードについて . 177 

挿入のしかた . 178 

取り出し方 . 180 

有効期限切れ通知 . 180 

ETC システム 

ETC 力ード . 177 

ETC システムについて . 171 

ETC ュニット . 174 

統ーエラ _ コ _ ドー覧 . 187 

利用履歴の確認 . 185 

ETC ュニット 

音量調整 . 186 

各部の名称 . 174 

装着位置 . 174 

統ーエラーコードの確認…■.…186 

ランプ表示と通知音 . 182 

イグニッシヨン 

スイッチ . 115,118 

イベントデータ 

レコーダー ( EDR ) . 291 

イモビライザーシステム . 72 

イルミネーテッドエントリー 
システム 

カスタマイズ機能 . 339 

作動について . 217 

点火 T する部位 . 215 


インジケーター（表示灯） . 133 

インテリアライト（室内灯） 

スイッチ . 216 

ワット数 . 336 

インナーミラー . 61 

H ゥィンヵ-(方向指示灯） 

電球の交換 . 259, 260 

方向指示レバー . 124 

ワット数 . 336 

ウィンドウ 

ウォッシャー . 145,148 

パワーゥィンドゥ . 65 

リャウィンドウ 

デフオッガー . 213 

ウインドウ□ックスイッチ . 65 

ウォーニングライト（警告灯）….134 
ウォッシャー 

液の補給 . 276 

スィッチ . 145,148 

タンク容量 . 334 

冬の前の準備 • 点検 . 192 

運転 

環境に配慮した運転 . 105 

寒冷時の運転 . 192 

正しい姿勢 . 74 

手順 . 104 

運転席シートべルト 

非着用警告灯 . 298 

運転席横小物入れ . 224 
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五十音順さくいん 


,ェァコン 

才一トエアコン . 203 

フィルターの清掃 • 交換 ........ 278 

マニュアルエアコン . 198 

エァバッグ 

一般的な警告 . 81 

SRS エァバッグ . 76 

お子さまのための注意 . 81 

カーテンシールド 
エアバッグに関する警告 ........ 82 

力ーテンシールド 

エアバッグの作動条件 . 77 

改造 • 廃棄について . 84 

警告火 1 . 295 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 83 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 77 

正しい姿勢 . 74 

配置 . 76 

フロント SRS エアバッグの 

作動条件 . 77 

エコドライブ 

インジケーターランプ . 105 

エレクトリックパワー 

ステアリング ( EPS ). 151 

エレクト□ニック 

I -ールコレクションシステム 

ETC 力ード . 177 

ETC システムについて . 171 

ETC ュニット . 174 

統ーエラ _ コ _ ドー覧 . 187 

利用履歴の確認 . 185 


エンジン 

イグニッション 

スイッチ . 115,118 

エンジン回転計 

(タコメーター） . 127,129 

エンジンがかからない . 311 

エンジンスイッチ.……115,118 

オーバ_ヒ_卜 . 323 

かけ方 . 115,118 

警告灯 . 295 

ボンネット . 249 

エンジンイモビライザー 

システム . 72 

エンジンオイル 

冬の前の準備 • 点検 . 192 

油圧警告灯 . 294 

容量 . 330 

エンジンスイッチ . 115,118 

エンジンスタートストップ 
スイッチ . 118 

E 3 ォィ j レ 

油脂類の容量と銘柄 . 330 

応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 335 

収納場所 . 300 

取り出し方 . 301 

オートエアコン . 203 

オートマチックトランスミッション 
才一トマチックトランス 

ミッション . 122 

シフトレバーが 

シフトできない . 313 

オートレべリングシステム 

警告灯 . 295 

作動について . 143 
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五十音順さくいん 


オーバーヒート（エンジン） ■■■■■■■ 323 


才ーノノ-— 

給油口 . 68 

トランク . 38 

ボンネット . 249 


お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ■……65 

エアバッグに関する警告 . 81 

お子さまのシートべルト着用.. . 57 
お子さまを乗せるときの 

警告 . 37, 40, 49 

キーの電池に関する警告 ........ 275 

子供専用シート . 85 

シートべルトに関する警告……. 58 
チヤイルドシートの固定…96, 97 


チャイルドプロテクター . 36 

発炎筒の取り扱いに 

関する警告 . 285 

バッテリーに関する警告■…….321 
パワーウインドウに 

関する警告 . 67 

オドメーター 

(積算距離計) . 128,130 

成 力-テンシ-ルドエアバッグ ■■■■■■■■ 76 

外気温表示 . 207 

快適温熱シートヒーター . 231 

カスタマイズ機能 . 338 

ガソリンスタンドでの情報 . 360 

カップ ホルダー . 221 


ガレージジヤツキ . 251 


0 キ 


イグニッシヨン 

スイッチ . 115,118 

エンジンスイッチ.……115,118 
キーナンバープレート ....... 20, 21 

キ _ の構成 . 20 

キーの電池が切れた . 272 

キーレスエントリー . 22, 31 

キーをなくした . 314 

電子キー . 20 

電子キーが正常に働かない… .3 15 

電子キーの作動範囲 . 24 

メカニカルキー . 20 

ワイヤレスドアロック . 31 

給油 □. 68 

緊急時の対処 

イベントデータレコーダー....291 

エンジンがかからない . 311 

オーバーヒートした . 323 

キーの電池が切れた . 272 

キーをなくした . 314 

緊急用フック . 287 

警告灯がついた . 293 

けん弓1 . 286 

故障したときは . 282 

シフトレバーが 

シフトできない . 313 

車両を緊急停止する . 326 

スタックした . 325 

電子キーが正常に働かない... .3 15 

発炎筒 . 284 

バッテリーがあがった . 317 
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五十音順さくいん 


ノてンクした . 300 

非常点滅灯 . 283 

フューエルポンプ 
シャットオフシステム . 290 

B 空気圧（タイヤ） . 335 

空調（エアコン） 

才一トエアコン . 203 

フィルターの清掃 • 交換…..… 278 
マニュアルエアコン . 198 

区間距離計 

(卜 1 J ップメーター）■……128,130 
曇り取り 

フロントガラス . 200, 206 

ミラー ヒーター . 213 

リャウィンドウ 

デフオッガー . 213 

クリアランスソナー& 

バックソナー . 160 

クルーズコント□ール . 156 

グロー ブボックス . 219 

| y 警音器（ホ-ン） . 126 

計器（メーター） 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 135 

メーター . 127,129 

メーター照度調整表示 . 130 

警告灯 . 134 

警告灯による警告 

ABS . 295 

ABS &ブレーキアシスト ...... 295 

SRS ェァバッグ . 295 

エンジン . 295 

オーバーヒート警告表示 ........ 294 


クリアランスソナー 

表示灯 . 296, 297 

クルーズコント□ール 

表示灯 . 296 

シートべルト非着用 . 298 

充電 . 294 

スマートエントリー S. 

スタートシステム . 299 

スリップ表示灯 . 295 

ディスチャージへッドライト 

才一トレべリング . 295 

燃料残量 . 297 

パワーステアリング . 295 

半ド'ァ . 297 

VSC OFF 表示灯 . 295 

プリテンショナー . 295 

ブレーキ . 293 

油圧 . 294 

警告ブザー 

クリアランスソナー& 

バックソナー . 162 

シートべルト非着用 . 298 

スマートエントリー& 

スタートシステム . 28, 299 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 293 

半ド'ァ . 32 

ライト消し忘れ . 143 

リバース . 123 

化粧用（バニティ）ミラー . 227 

けん弓1 . 286 


346 




















































五十音順さくいん 


，交換 

エアコンフィルター . 278 

キーの電池 . 272 

タィヤ . 300 

電球 . 253 

ヒューズ . 265 

工具（ツール) . 300 

航続可能距離 . 137 

後退灯（バックアップライト） 

電球の交換 . 260 

ヮット数 . 336 

コートフック . 235 

子供専用シート . 85 

小物入れ . 224 

コンソールサイドポケット . 225 

コンソール照明 . 215 

コンソールボックス . 220 

コンライト（自動点灯 • 消灯装置） 

カスタマイズ機能 . 338 

コンライト . 139 

H サイドエアバッグ . 76 

サイド方向指示灯（ウインカー） 

電球の交換 . 262 

方向指示レバー . 124 

ヮット数 . 336 

サンバイザー . 226 

シ- h 

快適温熱シートヒーター ........ 231 

正しい姿勢 . 74 

チャィルドシートの固定…96, 97 

手入れ . 243 

フラットシート . 44 

フロントシートの調整 ....... 42, 43 

フロントシ_卜の調整に 
関する警告 . 45 


へッ ドレスト . 

…….51 

リヤシートの調整 . 

■……46 

リヤシートの調整に 


関する警告 . 

■……49 

シートヒーター . 

....231 

シートべルト 


お子さまの着用 . 

■……57 

緊急時シートべルト 


固定機構 . 

■……56 

シートべルト 


プリテンショナー . 

■……56 

疾患のある方の着用 . 

■……57 

清掃 • 手入れ . 

....244 

高さの調整 . 

…….55 

正しい着用 . 

…….53 

チャイルドシートの固定.... 

■……96 

妊娠中の方の着用 . 

■……56 

非着用警告玎 . 

....298 

プリテンショナー警告 灯.... 

....295 

分離•格納のしかた . 

.……54 

シガレットライター . 

....230 

室内灯（ルームライト） 


スイッチ . 

....216 

ヮット数 . 

....336 

シフトレバー 


オートマチックトランス 


ミッション . 

....122 

シフトレバーが 


シフトできない . 

....313 

シフト□ックシステム . 

....313 

車速 


スピードメーター . 127,129 

平均車速 . 

....136 

ジャッキ 


ガレージジャッキ . 

....251 

車載ジャッキ . 

....300 
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五十音順さくいん 


ジャッキハンドル . 300 

車幅灯 

スイッチ . 139 

電球の交換 . 258 

ヮット数 . 336 

車両型式 . 337 

車両仕様（スペック） . 330 

収納装備 . 218 

手動光軸調整ダイヤル . 141 

瞬間燃費 . 136 

初期設定 . 340 

助手席シートべルト 
非着用警告灯 . 298 

スイッチ 

イグニッシヨン . 115,118 

ウインドウ□ック . 65 

エンジン . 115,118 

エンジンスタート 

ストップ . 118 

クリアランスソナー . 160 

クルーズコント□ール . 156 

ドアミラー . 62 

ドアロック . 34 

パヮーゥィンドゥ . 65 

非常点滅灯 . 283 

VSC OFF . 152 

フロントフォグライト . 144 

フロントワイパー 

デアイサ ー . 150 

ラィト . 139 

リャゥィンドゥ 

デフォッガー . 213 

ヮィパ ー& 

ウオッシャー . 145,148 


スターター 

エンジンの始動 . 115,118 

スターターがまわらない ........ 311 

スタック 

緊急用フック . 287 

スタックした . 325 

ステアリングスイッチ ....... 135, 209 

ステアリングホイール（ハンドル） 

ステア U ング□ックを 

解除する . 116,120 

調整 . 60 

ノてワーステアリング警告 灯.… 295 
ストップライト（制動灯） 

電球の交換 . 262 

ヮット数 . 336 

スピードメーター 

(速度計) . 127,129 

スペアタイヤ（応急用タイヤ） 

空気圧 . 335 

収納場所 . 300 

取り出し方 . 301 

スペック（車両仕様） . 330 

スマートエントリー & 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 118 

カスタマイズ機能 . 338 

警告灯 . 299 

作動範囲 . 24 

正常に働かない . 315 

節電機能 . 25 

ドアの解錠 • 施錠 . 23 

トランクの解錠 . 23 
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五十音順さくいん 




清掃 


タイヤ 



外装 . 

. 240 

応急用タイヤ . 


■■■300 

シートべノレト . 

. 244 

空気圧 . 


■■■335 

内装 . 

. 243 

交換 . 


■■■300 

制動灯（ストップライト） 


チェーン . 


...193 

電球の交換 . 

. 262 

点検 . 


■■■246 

ヮット数 . 

. 336 

パンクした . 


■■■300 

積算距離計 


冬用タイヤ . 


■■■192 

(オドメーター） . 

128,130 

口ーテーシヨン . 


...246 

節電機能 . 

. 25 

タコメーター 



洗車 . 

. 240 

(エンジン回転計) . 

.127,129 

前照灯（へッドライト） 





手動光軸調整ダイヤル 

. 141自 

チェーン（タイヤチェーン） ..... 

■■■193 

スイッチ . 

. 139 

チャイルドシート 



ディスチャージへツドライト 

IS 0 FIX バーでの固定. 


97 

オートレべリング警告灯 ..... 295 

子供専用シート . 


85 

ディスチャージへツドライトに 

シートべルトでの固定 


96 

関する警告 . 

. 264 

チャイルドプ□テクター.. 


. 36 

電球の交換 . 

254, 255 

駐車ブレーキ 



ライト消し忘れ警告ブザー.…143 

(パーキングブレーキ）… 


■■■125 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 142 




ライトセンサー . 

. 142 

ツール（工具） . 


...300 

ヮット数 . 

. 336 




センターボックス . 

. 224 

ディスプレイ 





(マルチインフォメーション 


速度計 


ディスプレイ） . 


■■■135 

(スピードメーター）■…… 

127,129 

手入れ 





外装 . 


■■■240 

ターンシグナルライト（方向指示灯） 

シー トべルト . 


■■■244 

電球の交換 . 

259, 260 

内装 . 


...243 

方向指示レバー . 

. 124 

テールライト（尾灯） 



ワット数 . 

. 336 

スイッチ . 


...139 



電球の交換 . 

.260, 261 



ヮット数 . 


■■■336 
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五十音順さくいん 


テノオッカー 

フロントガラス . 200, 206 

ミラーヒーター . 213 

リヤウインドウ 

デフオッガー . 213 

電球（バルブ） 

交換 . 253 

ワット数 . 336 

点検*部品交換 . 249 

電子キー 

作動範囲 . 24 

正常に働かないとき . 315 

節電機能 . 25 

電池が切れた . 272 

_ドァ 

ドアガラス . 65 

ド'アポケット . 223 

ドアミラー . 62 

ドアロック . 22, 31,34 

半ドア警告玎 . 297 

半ドア警告表示 . 138, 297 

ドアガラス . 65 

ドアポケット . 223 

ドアミラー 

調整 . 62 

ミラーヒーター . 213 

盗難防止システム 

エンジンイモビライザー 

システム . 72 

読書灯 

スイッチ . 216 

ワット数 . 336 

時計 . 228 

トップテザーアンカー . 95 


トラクシヨンコント□ール 


( TRC ). 151 

トランク 

解錠 . 22, 31,38 

トランクオープナー . 38 

ラゲージルームライト . 39 

トランクライト 
(ラゲージルームライト） 

作動について . 39 

ヮット数 . 336 

トリップメーター 

(区間距離計） . 128,130 

_荷物 

積むときの注意 . 190 

トランク . 38 

|3 mm 

瞬間燃費 . 136 

平均燃費 . 136 

燃料 

ガソリンスタンドでの'情幸 I …360 

給油 . 68 

残量警告灯 . 297 

種類 . 330 

詳細残量表示 . 137 

燃料計 . 127,129 

フユーエルポンプ 

シャツトオフシステム . 290 

容量 . 330 


350 


















































五十音順さくいん 


田 


パーキングブレーキ 


(駐車ブレーキ) 


125 


パーソナルライト 


スイツチ . ^1 D 

ワット数 . 336 


灰皿 . 229 

八イマウントストップライト 

電球の交換 . 262 

ヮット数 . 336 

八ザードライト（非常点滅灯） 

スィッチ . 283 

電球の交換 . 259, 260 

ヮット数 . 336 

挟み込み防止機能 . 65 

発炎筒 . 284 

バックアップライト（後退灯） 

電球の交換 . 260 

ヮット数 . 336 

バッテリー 

バッテリーあがりを 

防ぐために . 217, 319 

バッテリーがあがった . 317 

冬の前の準備•点検 . 192 

バニティ（化粧用）ミラー ■■■■■■■■■ 227 
バニティミラー天井照明 

作動について . 227 

ヮット数 . 336 

バルブ（電球） 

交換 . 253 

ヮット数 . 336 

パワーウィンドウ . 65 

パンク 


ノてンクした . 300 


番号灯（ライセンスプレートライト） 

スイッチ . 139 

電球の交換 . 261 

ヮット数 . 336 

半ドア警告表示 . 138 

八ンドル（ステアリングホイール） 
ステア U ングロックを 

解除する . 116,120 

調整 . 60 

パワーステアリング警告灯….295 


Qi ビ-クルスタビリティ 

コント□ール （ VSC ). 151 

ヒーター 

才一トエアコン . 203 

快適温熱シートヒーター ........ 231 

マニュアルエアコン . 198 

ミラー ヒーター . 213 

非常点滅灯（八ザードライト） 

スィッチ . 283 

電球の交換 . 259, 260 

ヮット数 . 336 

尾灯（テールライト） 

スイッチ . 139 

電球の交換 . 260, 261 

ヮット数 . 336 

ヒューズ . 265 

表示灯 . 133 
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五十音順さくいん 


フォグライト 
(フロントフォグライト） 

スイッチ . 144 

電球の交換 . 256 

ヮット数 . 336 

フック 

緊急用フック . 287 

けん弓 I フック . 286 

コートフック . 235 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 290 

冬用タイヤ . 192 

プラズマクラスター . 207 

フラットシート . 44 

ブレーキ 

警告灯 . 293 

パーキングブレーキ . 125 

ブレーキ付近からキーキー 

音が聞こえる . 108 

メンテナンスデータ . 333 

ブレーキアシスト . 151 

フ□アマット . 236 

フロントシート 

調整 . 42, 43 

フラットシート . 44 

フロントシ_卜の調整に 

関する警告 . 45 

フロントパーソナルライト 

スイッチ . 216 

ヮット数 . 336 

フロントフォグライト 

スイッチ . 144 

電球の交換 . 256 

ワット数 . 336 


フロント方向指示灯（ウインカー) 


電球の交換 . 259 

方向指示レバー . 124 

ヮット数 . 336 

フロントワイパーデアイサー ...... 150 

平均車速 . 136 

平均燃費 . 136 

ヘッドライト（前照灯） 

手動光軸調整ダイヤル . 141 

スイッチ . 139 

ディスチヤージへッドライト 
才一トレべリング警告灯 ..... 295 
ディスチヤージへッドライトに 

関する警告 . 264 

電球の交換 . 254, 255 

ライト消し忘れ警告ブザー... . 143 
ライト消し忘れ防止機能 ........ 142 

ライトセンサー . 142 

ヮット数 . 336 

へ、、 J ドレスト . 51 

Hi ホイール . 246 

方向指示灯（ウインカー） 

電球の交換 . 259, 260 

方向指示レバー . 124 

ヮット数 . 336 

ホーン（警音器） . 126 

ポトルホルダー . 223 

ボンネット . 249 

B マニュアルエアコン . 198 

マルチインフォメーション 
ディスプレイ . 135 
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五十音順さくいん 


ミラ- 

イン ナーミラー . 

ドアミラー . 

バニティ（化粧用）ミラー 
ミラー ヒーター . 


^3 メ-夕-(計器） 

アナログメーター . 127 

オプティト□ンメーター ........ 129 

DISP スイッチ . 135 

DISP ボタン . 135 

表示切りかえボタン . 130 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 135 

メーター照度調整表示 . 130 

メンテナンス 

初期設定 . 340 

メンテナンスデータ . 330 

IS 1 ユ-ザ-カスタマイズ機能 . 338 

油脂類 . 330 

^ライセンスプレートライト（番号灯） 

スイッチ . 139 

電球の交換 . 261 

ヮット数 . 336 

ラィト 

グローブボックスライト ........ 219 

コンソール照明 . 215 

室内玎 . 215 

電球の交換 . 253 

バニティミラー天井照明 ........ 227 

非常点滅灯 . 283 

フロントパーソナルライト…. 216 

フロントフオグライト . 144 

へッドライト（前照灯) . 139 

方向指示灯（ウインカー）……124 


ラゲージルームライト 

(トランクライト） . 39 

リヤ読書灯 . 216 

ヮット数 . 336 

ラゲージルームライト 
( トランクライト） 

作動について . 39 

ヮット数 . 336 

la リヤウインドウデフォッガ- …… 213 
リヤシ ー ト 

折りたたみ . 47 

調整 . 46 

前倒し . 47 

リヤシートの調整に 

関する警告 . 49 

リヤセンターアームレスト . 234 

リヤ読書灯 

スイッチ . 216 

ヮット数 . 336 

リヤ方向指示灯（ウインカー） 

電球の交換 . 260 

方向指示レバー . 124 

ヮット数 . 336 

EI ルームミラー . 61 

ルームライト（室内灯） 

スイッチ . 216 

ワット数 . 336 



12 7 3 
6 6 2 1 
: 2 2 
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五十音順さくいん 


QI 冷却水 

冬の前の準備•点検 . 192 

容量 . 332 

冷却装置 

エンジンオーバ_ヒ_卜…323 

ウインドウロック . 65 

シフト□ックシステム . 313 

チャイルドプ□テクター . 36 

ドアロック . 34 

la ヮィパ- 

フ □ント . 145 

U ャ . 148 

ワイパーデアイサー . 150 

ワイヤレスリモコン 

電池交換 . 272 

リモコン . 31 
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症状別さくいん 

症状別さくいん 


タイヤがパンクした 


エンジンがかからない 


シフトレバーが動かない 


水温計の表示が 
上端まで達して点滅した 


エンジンルームから 

蒸気が立ちのぼった 


キーをなくした 


バッテリーがあがった 


ドアが施錠できない 


P . 300 

パンクしたときは 


P .311 

エンジンがかからないときは 

P . 72 

エンジンイモビライザーシステム 

P .317 

バッテリーがあがったときは 


P .313 

シフトレバーがシフトできない 
とぎは 


P .323 

オーバーヒートしたときは 


P .314 

キーをな<したときは 


P .317 

バッテリーがあがったときは 


P . 22 
P .31 

P . 34 

ドア 


ぬかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .325 

スタックしたときは 


警告灯が点玎 • 点滅した > 

P .293 

警告灯がついたときは 
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症状別さくいん 


►アナログ メーター 



►オプテイト□ン メーター 



■警告灯一覧 


(①) 


ブレーキ 警告灯 

P . 293 


fT^l 


充電警告灯 


P . 294 



SRS エアバッグ/プリテン 
シ ヨナー 警告灯 P . 295 


ABS 警告灯 

P . 295 



油圧警告灯 


P . 294 



ABS &ブ レーキア シスト 
警告灯 P . 295 


山 

部 

オーバーヒー ト警告 

©! 

パワーステアリング 

JI 

表示（点滅） P . 294 

警告灯 P . 295 


C3 


エンジン警告灯 

P . 295 


Xr ~^ ディスチヤ-ジへツドライトオ- 

トレべリング警告灯 P . 295 
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症状別さくいん 


m 

スリップ表示灯 

P . 295 

VSC 

VSC 〇 FF 表示灯 

OFF 

(点滅） P . 295 


クルーズコン ト □ール 表示灯 

(点滅） P . 296 



クリアランスソナ_表示灯 
(点滅：パタ-ン 1) P . 296 


4 a , クリアランスソナー表示灯 

(点滅：バタ-ン 2) P . 297 




半ドア警告灯 

P . 297 



半ドア警告表示 

P . 297 

m 

燃料残量警告灯 

P . 297 

春 

運転席シートベルト 
非着用警告灯 P . 298 


PASSENGER 


春 


助手席シートべルト 
非着用警告灯 P . 298 




スマー ト エン ト 1 J —& スター ト 
システム警 S 0 P . 299 


警告音が鳴った_ > 

■警告灯の点灯 • 点滅をご確認ください。 （— P . 293) 

■警告灯が点灯 • 点滅していないとき、または車外で警告音が 
鳴ったときは、次のことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったときの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとぎ％ 

P . 28, 29 

車外に出たとき％ 

スマートエント U — &スタート 
システムでロックスイッチを 
押したとき& 

走行中 

シフトレバーを R にしたとき 

P . 123 

ブレーキべダリレを踏んだとき 

P . 108 


※スマートエントリー&スタートシステム装着車のみ 
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症状別さくいん 
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症状別さくいん 


359 


I 



ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要となる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック 


P. 249 


給油口 


P. 68 



a89h001 


燃料の容量（参考値） 60 L 

燃料の種類 無鉛レギュラーガソリン P . 69, 330" 

標準タイヤ 


タイヤが冷えている 
ときの空気圧 


タイヤサイズ 

前輪 

後輪 

185/65 R 15 

88 S 

1.5 L 車 

230 (2.3) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

230 (2.3) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

1.810 
FF 車 

240 (2.4) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

240 (2.4) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

195/65 R 15 91 S 

230 (2.3) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

230 (2.3) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

195/55 R 16 86 V 

220 (2.2) 
kPa ( kg / cm 2 ) 

200 (2.0) 
kPa ( kg / cm 2 ) 


応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg / cm 2 ) 

オイルのみ交換時 

1 NZ - FE エンジン搭載車： 3.4 L 

エンジンオイル容量 2 ZR-FAE / 3 ZR - FAE エンジン搭載車： 3.9 L 

(参考値） オイルとフィルター交換時 


エンジンオイルの 
種類 


1 NZ - FE エンジン搭載車：3.7 L 
2 ZR-FAE / 3 ZR - FAE エンジン搭載車：4.2 L 
トヨタ純正モーターオイル 

• SM 0 W -20 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 0 W -20) 

• SM 5 W -30 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 5 W -30) 

• SM 10 W -30 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 10 W -30) 

• SL 5 W -20 (API SL , EC SAE 5 W -20) 

• SL 10 W -30 (API SL , EC SAE 10 W -30) 


360 


















































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

IP 0800-700-7700 

オープン時間365日9:00〜18:0〇 

所在地〒450 - 0002 名古屋市中村区名駅四丁目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http : // www . toyota ■ co ■ j p にて掲載しております。 


1-3 句自動里株式会社 

http://toyota.jp 
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